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                                                       JCulP 

2025 年度 学部暦 

学期 行事等 年月日 

春学期 

入学式 4 月１日(火) 

授業開始（セメスター・春クォーター科目） 4 月 12 日(土) 

授業終了（春クォーター科目） 6 月 3 日(火) 

授業開始（夏クォーター科目） 6 月 4 日(水) 

授業終了（セメスター・夏クォーター科目） 7 月 22 日(火) 

授業予備期間 7 月 23 日(水)～29 日(火) 

夏季休業期間 7 月 30 日(水)～9 月 20 日(土) 

９月卒業式 9 月 20 日(土) 

秋学期 

９月入学式 9 月 21 日(日) 

授業開始（セメスター・秋クォーター科目） 10 月 2 日(木) 

授業終了（秋クォーター科目） 11 月 22 日(土) 

授業開始（冬クォーター科目） 11 月 24 日(月) 

冬季休業期間 12 月 23 日(火)～1 月 5 日(月) 

授業終了（セメスター・冬クォーター科目） 
1 月 27 日(火)  

※木曜日の科目のみ 1 月 29 日(木)実施(備考 3) 参照 

授業予備期間 1 月 28 日(水)～2 月 3 日(火) 

春季休業期間 2 月 4 日(水)～3 月 31 日(火) 

卒業式 3 月 25 日(水)～３月 26 日(木) 

《備考》 1.授業を実施する祝日：4/29(火)昭和の日、7/21(月)海の日、10/13(月)スポーツの日、 

10/21(火)創立記念日、11/3(月)文化の日、 

11/24(月)勤労感謝の日の振替休日 

2.臨時の休業日(授業無し)：8/7(木)、8/8（金）、10/30（木）、10/31（金）、12/26(金)、1/6(火) 

3.文学研究科修士論文口述試験（授業無し）：2026/1/22(木) 

※他学部・他研究科では授業が実施されます。 

※代替として 2026/1/29(木)に授業実施 

4.オープンキャンパス：8/2(土)・8/3(日)  

5.夏季一斉休業期間(事務所閉室)：8/12(火)～8/15(金) 

6.早稲田祭(授業無し)：11/1(土)・11/2(日) 

7.年末年始一斉休業期間(事務所閉室)：12/29(月)～2026/1/5(月) 

8.授業予備期間は、定期試験や補講などに使われる場合があります。 

 
他箇所設置科目については、当該科目設置箇所の日程に従ってください。 

 
 
  授業時間割 

時限 時間 

1 時限 8：50 ― 10：30 

2 時限 10：40 ― 12：20 

昼休み 12：20 ― 13：10 

3 時限 13：10 ― 14：50 

4 時限 15：05 ― 16：45 

5 時限 17：00 ― 18：40 

6 時限 18：55 ― 20：35 
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「Web 履修申請デイリー情報通知メール」を廃止します。 

従来は Web 科目登録申請翌日に「申請内容」が送付されていましたが、その運用を廃止します。申請状況は、都度、
Web 科目登録画面から確認してください。 

 

Q. 科目登録できる単位数に制限はありますか？                                                      

A. 卒業必要単位として登録する場合には、年間、各学期、科目種別毎に登録できる単位に制限が設けられています。 

  また、履修学年ごとに登録制限単位数が異なりますので、P.20 をよく確認してください。 
 

登録制限単位数は”修得”単位数ではなく、”登録”単位数です。春学期に不合格となった科目も登録単位数として 

カウントされます。 P.21 の「登録制限単位数の考え方」を確認してください。 

 

Q. 科目の取消はできますか？                                                                     

A. 自学部のブリッジ科目（講義、選択英語、選択外国語）、選択基礎演習、自由科目および他箇所設置科目（一部

科目を除く）については、3 次登録期間中のみ Web から取消することができます。 どの科目が取消できるか等の詳細は

P.14-15 を確認してください。 Web での操作方法 P.40 
 

     【2 年生以上要確認】 専門演習は、クラス数に十分な余裕がなく、多くの選外が発生するため、一律取消ができ 

ないルールとなっています。そのため、0 次登録を含めて登録する機会を 4 回設けています。 
 

Q. 科目区分を変更するためには、どのタイミングで行えばよいですか？                                     

A. 科目区分を選択できる科目は、Web 科目登録システムで科目を検索して追加する時または 3 次登録期間中に科目

区分を変更できます。   Web での操作方法 P.42 

  また、どういった種類の科目が科目区分を変更できるかは P.14～15 や P.20 を確認してください。 
 

     科目区分を選択できる科目は、Web 科目登録画面上での初期設定が「非算入」（卒業所定単位数に算入しな 

い）となっていますので、卒業単位に算入したい場合には Web 科目登録時または 3 次登録期間中に科目区分 

を「算入」へ必ず変更してください。 

 

 

    グローバル・エデュケーション・センターの保健体育科目はスポーツ理論、スポーツ実習ともに「他箇所設置科目(非算入)」 

です。卒業単位には算入できませんので、ご注意ください。 

 

Q. 履修したことのない科目を申請しているのに、「既得済・登録済エラー」が表示されてしまいます。              

A. 過去に単位を修得した科目の名称が変更となっている可能性があります。科目名称が変更される前の科目の単位を修

得済の場合、科目登録することができません。科目名称の変更一覧表は、学部ホームページから確認できます。 

文化構想学部ホームページ > 在学生の方へ > 科目登録 > 科目名変更一覧 
 

A. 単位修得済 or 登録済の科目とクラスが異なる同一科目を申請している可能性があります。クラス表記の見方について、

P.27 に詳細が記載されているので、確認してください。 
 

＜クラスが異なる同一科目の例＞ ※〇〇は同じものが入る 

「〇〇原論Ａ」と「〇〇原論Ｂ」、 「Academic Skills (〇〇) Us A」と「Academic Skills (〇〇) Us B」 など 
 

科目登録のお役立ち情報  

    2025 年度からの大きな変更点 

 

    科目登録でよくある質問 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_28
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Q. 全学オープン科目と他学部提供科目の違いはなんですか？                                          

A. 「全学オープン科目」は、1 次登録から他学部生に開放されている科目です。一方で「他学部提供科目」は、2 次登録が

終わった時点で定員に余裕のある場合のみ 3 次登録で他学部生に開放される科目です。 

 

Q. 聴講料・実験実習料の納入案内メールが届きません。                                               

A. 納入案内メールや納入手順案内メール（納入方法選択後に送信）が、[迷惑メール]フォルダに入ってしまうことがあるた

め、メールが見つからない場合は、検索ボックスに【検索キーワード：[fee-payment]】を入力し、[迷惑メール]や[ゴミ箱]

も含めて検索してみてください。それでもメールが見つからない場合は、下記までお問い合わせください。 
 

＜納入方法に関する問い合わせ＞ 
fee-payment@list.waseda.jp（早稲田大学教務部教育企画課） 
※お問い合わせの際は、Waseda メールアドレスを使用し、学籍番号・氏名・所属学部・携帯電話番号を明記すること 
※お問い合わせ対応時間：月曜日～金曜日 9:00～17:00（土日除く） 

 

   「図書館司書」と「学校図書館司書教諭」の資格取得にあたって履修が必要な、図書館司書および学校図書館司書

教諭関連科目の聴講料については、一度納入すれば、在学中有効ですので、追加で納入する必要はありません。 

   ※納入の要否に関わらず、Web 科目登録画面上の備考欄には「￥（要聴講料等）」が表示されてしまいます。 

前学期までに図書館司書課程聴講料を納入済の場合は、放念ください。 

 

聴講料・実験実習料納入期間は 2 回タイミングがあります。1 回目はグローバル・エデュケーション・センター設置科目 

「Tutorial English」の 1 次登録決定科目のみの納入期間です。「Tutorial English」以外の科目の聴講料・実験実

習料は 2 回目の期間で納入してください。 P.17～18 

 

Q. 3 次登録で申請する予定の科目への出席はどうしたらいいですか？                                     

A. 申請予定・申請中の対面授業の科目には、登録決定前であっても初回授業から登録（決定）見込みとして出席して

ください。その際、必要に応じて担当教員に今後申請予定・申請中である旨を伝えてください。オンライン授業の場合は、3

次登録で申請する科目は、各登録最終日の翌日から Waseda Moodle にゲストとして仮登録されるので、授業に参加

してください。(申請の結果、不可・選外となった科目はゲスト登録が解除され Waseda Moodle に表示されなくなります。） 

 

Q. 科目登録できなかった科目を聴講することはできますか？                                             

A. 全学的に正式な科目登録をせずに授業を聴講することは、一切認められていません。そのため、聴講の希望や個人的な

Waseda Moodle へのゲスト登録に関して、事務所にご相談いただいても、教員にお繋ぎすることはできません。 

 

Q. Web 科目登録システムで教職課程の関連科目を検索するときに「科目群」に何を選択してよいか分かりません。      

A. 『資料 4. こんなときどうする Ｑ＆Ａ』 P.50 を確認してください。 

 

Q. 授業の教室はどのタイミングで公開されますか？                                           

A. 教室は授業開始日以降に Web 科目登録画面・Web シラバスで発表されます。 

 

  

mailto:fee-payment@list.waseda.jp
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Support Anywhere（サポエニ）は、早稲田大学の学生のみなさんの疑問や不安を 

いつでも（Anytime）どこでも（Anywhere）解決するために開設された 

在学生向けお役立ち Web サイトです。 

 

例えば科目登録については以下のような情報が掲載されています！ 

科目登録で注意しなければいけないことは何？ 

Web 科目登録はどうやってやるの？ 

科目登録でわからないことはどこに問い合わせればいいの？ 

全学オープン科目って何？他学部提供科目と何が違うの？ 

科目登録でエラーが出たのはどうして？  

資格や副専攻について知りたい！ 

※ 学部・研究科・センターのカリキュラムや科目に関することは該当する学部・研究科・センターから配付される科目登録 

   関連書類（学部要項・科目登録の手引き・学科目配当表など）を十分確認してください。          

 

その他にも、 

#証明書発行 #学費・奨学金 #教員免許状 #成績 #施設利用 #学生生活 

など豊富な学内情報をひとまとめに掲載しています。 

 

分からないことや知りたいことがあれば、辞書で調べるような感覚でまずは Support Anywhere 

（サポエニ）を使ってみてください。 

そして、それでも問題が解決できない場合は、窓口にお問い合わせください。 

 

ブックマークに登録を！ 

➢ URL: https://wnpspt.waseda.jp/student/supportanywhere/ 

    Support Anywhere 

 

Etc… 

https://wnpspt.waseda.jp/student/supportanywhere/
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早稲田大学のオンライン授業を受講するために必要な準備や、参考になる情報を掲載しているお役立ちサイトです。オンライ

ン授業に関する内容は Learn Anywhere で確認してください。日々変わる状況に応じて、適宜内容を更新していますので、

折に触れ本サイトを訪れてみてください。 

 

URL: https://wnpspt.waseda.jp/student/learnanywhere/ 

※閲覧 ID・パスワードは、MyWaseda ログイン時のユーザ ID、パスワードと同じです。 

 

 

Web 科目登録に関する質問は、下記のお問合せフォームからしてください。ただし、疑問点の多くは、「科目登録の手引き」

を確認すれば、解決することが大半です。まずは、本冊子を熟読することを心がけてください。 

 

※24 時間利用可能です。（科目登録期間中のお問い合わせは余裕をもって申請してください。お問い合わせ時間や内容

によっては、回答が翌日以降になり、科目登録期間内に回答できない場合がありますのでご注意ください。） 

 

 ●Web 科目登録に関するお問い合わせ 

  MyWaseda ログイン画面 > 左下の緑のボタン（成績照会・科目登録専用） > お問合せフォーム 

 

 

    Learn Anywhere 

 

    Web 科目登録に関するお問い合わせ 

 

https://wnpspt.waseda.jp/student/learnanywhere/
https://my.waseda.jp/login/login
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科目登録に備える 

 
Waseda ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

の取得 

 

 

新入生は Waseda メールアドレスを取得しよう 
未取得の場合、科目登録の操作は行えません！ 

① UCARO にログインし、合否照会画面で「Waseda ID 利用者控を印刷す
る」を選択、Waseda ID 利用者控から Waseda ID・初期ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを確認 

② MyWaseda の”ログイン”をクリック 
    ③ 初期ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ(“Waseda ID”＋“@initial.waseda.jp”)と初期ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞでログイン 
    ④ Waseda ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ(～@～.waseda.jp)の取得 

 

 

 

■ 附属校・系属校から進学する方も、Waseda メールアドレス継続手続きをする必要があります。 
■ Waseda メールアドレス、Waseda ID、パスワードの相談（新入生・在学生共通）  

⇒MM 準備室（36 号館 4 階）、早稲田ポータルオフィス（7 号館 1 階）で対応します。

ID 継続手続きをする必要があります。 
■ Waseda ID、パスワードの相談（新入生・在学生共通） 

⇒MM 準備室（36 号館 4 階）、早稲田ポータルオフィス（7 号館 1 階）で対応します。 

カリキュラム説明動画や資料を確認し、科目登録に備えよう 

新入生  ①「科目登録の手引き」を読む 
②カリキュラム説明動画の閲覧: 学部 HP 

                              2 年生以上  論系ガイダンス資料の確認 : Ｐ.16 
 

 

科目登録に必要な要件や日程 

などを確認しよう 
◎卒業・進級に必要な要件を満たしていますか？  

◎ルール違反（エラー）だと科目が登録されません！ 

◎期間を過ぎての申請はいかなる場合も認められません 
 

 

 

 

それでは科目登録をはじめよう 

必修科目が自動的に登録されます。 
Web 科目登録画面（ピンク色の画面）で確認してください。 
 
冊子での「開講科目一覧」「シラバス」はありませんので、 
学部ホームページから参照してください。また、授業が対面か 
オンラインかは、Web シラバスを確認してください。 
 

（次ぺージに続く） 

科目登録をはじめるにあたって 1 

    １－1．全体の流れを確認しよう 

 

卒業･進級要件 

Ｐ.10~ 

大学院先取り制度 

Ｐ.19 

副専攻(任意) 

Ｐ.13 

科目登録のルール 

Ｐ.20~ 

科目の構成・種別 

Ｐ.26~ 

 

科目登録 
Ｐ.32 

 

 

留学者・延長生・未進級者 

Ｐ. 7～9 

自動登録 

科目を選ぶ 

P.32-P.33 

資格 

 付録 
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                                  ２年次生以上が対象。新入生は 1 次登録が初回登録です。 
文構設置の「専門演習」のみ Web 科目登録できます。 
 

 

必修科目と曜日時限が重複しないように選んでください。 
                        ※検索結果一覧に   ※検索結果一覧に表示される「科目区分」の欄がプルダウンメニューで選択 

可能になっている場合は、科目区分を変更して申請することができます。 

 
                                                             HP 掲載の「余裕定員表」を確認し、登録をしてください。 
 

 

授業に出席する 
教室は授業開始日に Web 科目登録画面・Web シラバスで発表されます。 

3 次登録予定の科目については、登録（決定）見込みで出席してください。 

 
 

必要に応じて３次登録も 

HP 掲載の「余裕定員表」を確認し、登録をしてください。 
 
3 次登録では、これまで登録したブリッジ科目等の取消や、 
他箇所設置科目等の科目区分変更も可能！ 

※ 全ての科目が「変更・取消」 の対象ではありません。 

取消・変更の対象科目  P.14-15 

※ 対象科目が Web 科目登録画面上から変更できない場合は、 

３次登録期間終了前までに文学学術院事務所まで申し出てください。 
期間外での 「科目区分変更」や「取消」は、いかなる理由があっても 

認められません。 
 

Ｑ．保健体育の科目区分が変更できない                                        
Ａ．保健体育科目はスポーツ理論、スポーツ実習ともに「他箇所設置科目（非算入）」です。 

卒業単位には算入できませんので、ご注意ください。 

Ｑ．取消できない科目がある                  

Ａ．取消できる科目は自学部のブリッジ科目（講義、選択英語、選択外国語）、選択基礎演習、 

自由科目および他箇所設置科目（一部科目を除く）です。どういった科目が取消できるか等の 

詳細は P.14-15 を確認してください。 

 

聴講料・実験実習料を納入 

聴講料・実験実習料の必要な科目（Tutorial English、体育、教職 
課程など）が登録決定となったら、聴講料・実験実習料を納入してください。 

納入を忘れると、当該科目が取り消しになってしまいます！ 

 
Web 科目登録に関する問い合わせ  

 MyWaseda ＞ 緑のボタン ＞ お問い合わせフォーム 

 

 

 

※24 時間受け付けますが、内容によっては、回答が翌日以降になることがあります。 

■申請する科目や登録方法に関する問い合わせ・相談 

文学学術院事務所 （〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1） 

窓口 

(34 号館 1 階) 

事務所開室：月～金 10:00～16:00  
電話受付  ：月～金  9:00～17:00  
土曜、日曜、祝日（授業実施日を除く）：閉室 

※春季・夏季・冬季の休業期間中は開室・受付時間が異なります 

お問い合わせ 
メールフォーム 

文化構想学部ホームページ ＞ お問い合わせ ＞ お問い合わせフォーム 

０次登録 

1 次登録 

 

授業に出席 
 

３次登録 

聴講料等納入 
 Ｐ.35 

 

 

¥ 

 

3 次登録 

科目区分の変更 

科目取消 

 

緑の ⇒ 

ボタン 

お問い合わせ  ？ 

2 次登録 

https://www.waseda.jp/flas/cms/contact/
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■科目登録について 

留学期間が 2025 年度秋学期－2026 年度春学期の場合、通年科目については、原則として出発年度の春学期

と帰国年度の秋学期を併せて履修することによって、単位を修得することができます。その場合、「履修保留／継続履修」

制度の申請をする必要がありますので、留学出発前に必ず学部ホームページをご確認ください。ただし、科目内容・担当

教員変更・科目廃止等の理由から「履修保留／継続履修」対象外となる場合があります。履修保留を行う前に、文学

学術院事務所にて対象外科目を確認してください。 

文化構想学部ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 年度途中で留学する場合の科目の取扱い 

科目配当学期 科目登録学期 試験受験学期 成績付与学期 
継続 
履修 

春学期 2025 年度春学期 2025 年度春学期 2025 年度春学期 × 

秋学期 2025 年度秋学期 2025 年度秋学期 2025 年度秋学期 × 

通年 2025 年度春学期 
2025 年度春学期 
2026 年度秋学期 2026 年度秋学期 ○ 

夏季集中 2025 年度春学期 2025 年度夏季 2025 年度夏季 × 

■通年配当科目について 

・留学によって 2025 年度春学期に試験を受験できない場合は担当教員まで申し出てください。 

・グローバル・エデュケーション・センター設置の協定他大学提供科目は継続履修できません。 

・2026 年度に廃止となった科目は継続履修できません。 

■春学期配当科目について 

・留学によって試験を受験できない場合は担当教員まで申し出てください。 

■夏季集中配当科目について 

・留学出発年度に登録した科目で、留学によって授業を履修できない場合は登録を放棄することになります。 

※ 論系ゼミについては文学学術院事務所まで相談してください。 

 

■クォーター留学について 

 夏クォーターまたは冬クォーターに、海外大学のサマースクール等に参加するために授業期間の途中で留学に行く場合、

登録決定となった対象の春学期・秋学期および通年科目について、履修を保留し（「履修保留」）、翌学期または翌

年度に開講される同一科目を継続して履修する（「継続履修」）ことができます。履修保留・継続履修については、そ

れぞれ所定の期間に手続を行う必要があります。詳しくは学部ホームページを参照してください。 

文化構想学部ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 年度途中で留学する場合の科目の取扱い 

 

■単位認定について 

１年または半期留学については、留学期間中に留学先の大学等において修得した単位のうち、教務主任の書類審

査や面接等の結果に基づき教授会が適当と認めたものに限り、36 単位を超えない範囲で、卒業に必要な単位として

認定します。ただし、認定単位と他箇所設置科目の卒業所定単位数の合算の上限は 60 単位までです。留学先で履

修したい科目がある場合は、事前に所属する論系に、どの科目として認定できるかを確認した上で、出発してください。 

在学中認定制限単位数（A） 
他箇所設置科目 

在学中修得制限単位数（B） 
（A）＋（B）制限単位数 

36 単位 36 単位 60 単位 

※ 単位認定申請方法・必要書類等の詳細は出発前に実施される留学説明会（学部主催）にて案内します。また申請書等の書式は 

    １－２．留学者の科目登録 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_59
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_59
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学部ホームページからもダウンロードが可能です。 

※ 短期・クォーター留学についても、単位認定が認められることがあります。詳細は学部ホームページをご確認ください。 

※ 留学期間中の単位に関しては、自動的には算入されません。申請を希望する場合は、必ず指定された期間に申請してください。 

 

■復学手続について 

留学後の復学手続は、復学予定日１か月前までに保護者等住所宛に送付する書類にて確認してください。 

なお保護者等が海外住所の場合は、学生本人の Waseda メールアドレスにお送りします。 

 

■帰国後登録について 

 帰国後登録とは、留学（主として長期留学）から帰国した学期に、夏クォーター／冬クォーターに開講する科目や夏

季／春季休業期間中の集中科目を新たに登録し、履修することができる制度です。帰国後登録については、それぞれ

所定の期間に手続を行う必要があります。詳しくは学部ホームページを参照してください。 

  文化構想学部ホームページ > 在学生の方へ > 科目登録 > 帰国後登録 

 

■留学出発者の登録科目について 

2025 年度春学期または秋学期に学籍状態が「留学」となった場合、期間中の登録科目は取消となります。ただし、
処理の関係上、春学期は 6 月、秋学期は 12 月以降の取消となる場合があるので、それまでは Web 科目登録画
面及び Waseda Moodle 上で記載されます。そのため留学中に担当教員からアナウンスメント等が届く場合がありま
すが、放念ください。 

 

 

 

■科目登録について 

科目登録は在学生と同様の日程にて実施してください。 

■学費について 

授業料は前学期終了時点での卒業所定単位数の不足単位数をもとに算出されます。詳細はHPを参照してください。 

 

 文化構想学部ホームページ > 在学生の方へ > 学費・奨学金 > 延長生の学費  

 

 

 

■科目登録について 

・ 科目登録は在学生と同様の日程にて実施してください。 

・ 履修学年は１年次です。2 年次以上配当の科目は登録できません。 

・ 進級判定の基準となるＧＰＡは、進級所定単位数に算入される科目（不合格科目も含む）のみで算出され、
自由科目は含まれません。 

・ 進級判定に使用するＧＰＡには前年度までに不合格となった科目の単位は算入されませんが、合格となった
科目の単位は算入されます。 

 

１－３．延長生の科目登録 

１－４．未進級者の科目登録 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_61
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/tuition/#anc_9
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■学費について 

授業料は前学期終了時点での進級所定単位数の不足単位数をもとに算出されます。詳細はホームページ参照。 

 

 文化構想学部ホームページ > 在学生の方へ > 学費・奨学金 > 未進級者の学費  

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/tuition/#anc_13
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進級要件は以下のとおりです。 

・日本学生（JS） 

科目種別 
1 年次 進級に必要な 

最低単位数 春 Q 夏 Q 秋 Q 冬 Q 

必修基礎演習 2 ー 2 2 2 

選択基礎演習 ー ○ 0 

Academic Skills in English 6 4 2 2 6 

Summer Session ー 6 － 0 

選択英語 ○ 4 4 0 

選択外国語 ○ 0 

講義 ○ 0 

進級所定単位数  28 

 

・外国学生（OS） 

科目種別 
1 年次 進級に必要な 

最低単位数 秋 Q 冬 Q 春 Q 夏 Q 

必修基礎演習 2 2 ー 2 

選択基礎演習 ○ ー 0 

日本語 

（日本語教育センター設置科目） 
○ 0 

選択英語 4 4 4 ○ 6 

選択外国語 ○ 0 

講義 ○ 0 

進級所定単位数  28 

 

・必修だけでは 28 単位を満たさないため、○印欄の科目群から適宜選択して履修し、単位を満たしてください。 

・認定科目は進級所定単位数に算入されません 

・2025 年度春学期末に進級判定が行われる場合は、2025 年度の夏季集中科目の修得単位は進級所定単位数には

算入されません（卒業所定単位数には算入されます）。 

・2025 年度秋学期末に進級判定が行われる場合は、2026 年 2-3 月に授業が実施される春季集中科目の修得単位

は進級所定単位数には算入されません（卒業所定単位数には算入されます）。 

 

  

卒業・進級要件 ２ 

    ２－１．進級要件 
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卒業要件は以下のとおりです。 

    ・日本学生（JS） 

科目種別 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 修得 

制限 

単位数 

必修 

単位数 
春

Q 

夏

Q 

秋

Q 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Q 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Q 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Q 

冬

Q 

必修基礎演習 2 ー 2 2 － － － 6 6 

選択基礎演習 ー ○ ー ー ー 2 0 

Academic Skills in English 6 4 2 2 － － － 14 14 

Summer Session ー 6 － － － － ー 6※1 

56 選択英語※3 ○ 4 4 4 ○ ○ ○ ー 12 

専門演習(自論系)JCulP 指定※4
 ー ○ ○ ○ ー 16 

専門演習(自論系) ー ○ ○ ○ ー 0 

専門演習(他論系) ー ○ ○ ○ ー 0 

選択外国語 ○ ○ ○ ○ ー 0 

論系ゼミ － － ２ 2 2 2 8 8 

ゼミ論文 － － － 4 4 4 

講義 ○ ○ ○ ○ － 0 

自由科目（講義算入可） ○ ○ ○ ○ － 0 

専門特殊研究 － ○ ○ ○ ○ － 8 0 

フィールド実習 － ○ ○ ○ ○ － 
8※2 

0 

ボランティア実践 － ○ ○ ○ ○ － 0 

卒業所定単位数  124 

 

   ・外国学生（OS） 

科目種別 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 修得 

制限 

単位数 

必修 

単位数 
秋

Ｑ 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Ｑ 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Ｑ 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

秋

Ｑ 

冬

Q 

春

Q 

夏

Q 

必修基礎演習 2 2 ー ー ー ー 4 4 

選択基礎演習 ○ ー ー ー ー 2 0 

日本語 

(日本語教育センター設置科目) 
○ ○ ○ ○ 32 24 

選択英語※3 4 4 4 ○ ○ ○ ○ ー 12 

専門演習(自論系)JCulP 指定※4
 ー ○ ○ ○ ー 16 

専門演習(自論系) ー ○ ○ ○ ー 0 

専門演習(他論系) ー ○ ○ ○ ー 0 

選択外国語 ○ ○ ○ ○ ー 0 

論系ゼミ － － 2 2 2 2 ー 8 8 

ゼミ論文 － － － 4 4 4 

講義 ○ ○ ○ ○ － 0 

自由科目（講義算入可） ○ ○ ○ ○ － 0 

専門特殊研究 － ○ ○ ○ ○ 8 0 

フィールド実習 － ○ ○ ○ ○ － 
8※2 

0 

ボランティア実践 － ○ ○ ○ ○ － 0 

卒業所定単位数  124 

 

 

 

    ２－２．卒業要件 
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・必修だけでは 124 単位を満たさないため、○印欄の科目群から適宜選択して履修し、単位を満たしてください。 

・（JS）2 月中旬に卒業判定を行う関係で、登録した他箇所設置科目のうち、［春季集中講座］など 2 月以降に開講

される科目や 2 月上旬までに授業を終了しない科目は、卒業判定対象科目から除きます。 

・（OS）８月下旬に卒業判定を行う関係で、登録した他箇所設置科目のうち、［夏季集中講座］など８月以降に開

講される科目は、卒業判定対象科目から除きます。 

・卒業所定単位数 124 単位の内、最低 64 単位を対面授業で修得する必要があります。 

※1.（JS）6 単位の留学プログラムの参加が必須です。ただし、6 単位修得できなかった場合、Summer Session・選択 

    英語・専門演習（JCulP）科目から合わせて 56 単位以上取得してください。 

※2. 在学中に修得できるフィールド実習・ボランティア実践・インターンシップ（グローバル・エデュケーション・センター設置）の 

    単位数は 8 単位までです。 

※3．選択英語(JCulP 必修)の科目一覧は以下の通りです。以下の科目はすべて英語で行われます。 

 

    記載のある自動登録以外の選択英語科目は、Web 科目登録で申請してください。 

選択英語(JCulP 必修)※１ 
配当 
学期 

配当 
年次 

重複 
履修 

単位 
数 

科目登録方法 

Intensive Studies 9 (Survey of Japanese 
Literature 1) 秋ｸｫｰﾀｰ 1 × 2 自動登録 

Intensive Studies 10 (Survey of Japanese 
Literature 2) 

冬ｸｫｰﾀｰ 1 × 2 自動登録 

Intensive Studies 11 (Survey of Japanese 
Literature 3) 

春ｸｫｰﾀｰ JS:2 
OS:1 

× 2 自動登録 

Intensive Studies 12 (Introduction to Japanese 
Culture and Civilization 1) 秋ｸｫｰﾀｰ 1 × 2 自動登録 

Intensive Studies 13 (Introduction to Japanese 
Culture and Civilization 2) 冬ｸｫｰﾀｰ 1 × 2 自動登録 

Intensive Studies 14 (Introduction to Japanese 
Culture and Civilization 3) 

春ｸｫｰﾀｰ JS:2 
OS:1 

× ２ 自動登録 

 

※4．専門演習(自論系)JCulP 指定の科目一覧は以下の通りです。以下の科目はすべて英語で行われます。 

専門演習(自論系)JCulP 指定 
配当 
学期 

配当 
年次 

重複 
履修 

単位 
数 

科目登録方法 

多元文化論系演習（英語教育の諸問題） 秋学期           ２－４ × 2 Web 科目登録 

多元文化論系演習（英語圏の言語政策） 春学期           ２－４ × 2 Web 科目登録 

多元文化論系演習（アメリカ文化史） 夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

多元文化論系演習（バイリンガリズム） 秋学期           ３－４ × 2 休講 

多元文化論系演習（人種とエスニシティ） 夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 休講 

多元文化論系演習（外国語学習者の心理） 秋学期           ２－４ × 2 Web 科目登録 

多元文化論系演習（英語圏の映像文化） 秋学期           ２－４ × 2 休講 

Contemporary Japanese Fiction in English 

Translation (TCS quarter seminar) 
春ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Women's Coming-of-Age Narratives (TCS quarter 

seminar) 
秋ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 
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専門演習(自論系)JCulP 指定 配当 
学期 

配当 
年次 

重複 
履修 

単位 
数 

科目登録方
法 

Global Tokyo (TCS quarter seminar) 夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Youth Culture in Modern East Asia (TCS quarter 
seminar) 

廃止 

Ghosts and the Supernatural in Japanese Culture 
(TCS quarter seminar) 夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Adaptations of Classical Japanese Literature (TCS 
quarter seminar) 冬ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Japan's Living Theater (TCS quarter seminar) 春ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Global Genre Fiction (TCS quarter seminar) 冬ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 休講 

Storytelling and Media (TCS quarter seminar) 冬ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Imagination and Morality in East Asian Culture 
(TCS quarter seminar) 夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 51 (Seminar: Topics in 
Japanese Literature 1) 秋学期 ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 52 (Seminar: Topics in 
Japanese Literature 2) 

夏ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 53 (Seminar: Topics in 
Japanese Literature 3) 

冬ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 54 (Seminar: East Asian 
Cultures in Global Perspective 1) 

冬ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 55 (Seminar: East Asian 
Cultures in Global Perspective 2) 春ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

Intensive Studies 56 (Seminar: East Asian 
Cultures in Global Perspective 3) 秋ｸｫｰﾀｰ ２－４ × 2 Web 科目登録 

(注１)以下のとおり、科目名称が変更された科目です。（旧科目名で修得済であれば、再度の履修は不要です。） 
     ・多元文化論系演習（宗教の文化史）→ 多元文化論系演習（人種とエスニシティ）（2023 年度から変更）     
(注２)キャンパス・アジアプログラム科目（グローバル・エデュケーション・センター設置）はプログラムの終了に伴い 2022 年度 

からは専門演習(自論系)JCulP 指定科目に指定されなくなりました。2021 年度までに修得した単位は専門演習 
(自論系)JCulP 指定科目として有効です。 

 

 

詳細はホームページ掲載 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学部 HP  
> 在学生の方へ  

> 副専攻 

 

文化構想学部・文学部副専攻は、所属の論系・コースにおいて主専攻

となる専門領域を学びながら、その他の学問分野を体系的に学ぶことがで

きる制度です。主専攻の補強となるだけではなく、新たな強みの獲得が可

能になります。文化構想学部・文学部の枠を超えて興味がある学問分野

を選び、積極的に履修してください。 

文化構想学部・文学部副専攻の指定科目を必要単位数修得すること

により、副専攻修了証明書等を発行することが出来ます。それにより、就職

活動の際などにも、自分が学んできた学問の幅を知ってもらうことができま

す。 

 

２－３．副専攻制度（任意） 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/minor/
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/minor/
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/minor/
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配当 
年次 

算入 
区分 

自動
登録 
※1 

０次
登録 

１次
登録 

２次
登録 

３次登録 ※2 
備考 

登録 
区分 

変更 
取消 

必修基礎演習 1 年 算入 ○ ― ― ― ― ― ― 
再履修の場合、翌年度に自動登

録されます。 

選択基礎演習 1 年 算入 × × ○ ○ ○ × ○ １年次の春学期は申請不可 

Academic Skills in 

English 

JS 1 年 算入 ○ ― ― ― ― ― ― 再履修は翌年度に自動登録。 

OS 
1 年 
以上 

算入 × × ○ ○ ○ × ○  

Summer 
Session(JS) 

1 年 算入 × × × × × × × 単位認定のため申請不可 

選択英語 
1 年 
以上 

算入 ○ × ○ ○ ○ × ○ 自動登録科目は取消できません。 

選択外国語 
1 年 
以上 

算入 × × ○ ○ ○ × ○  

講義 
1 年 
以上 

算入 × × ○ ○ ○ × ○ 
 

自由科目 
1 年 

以上 
非算入 × × ○ ○ ○ × 

○ 
 

自由科目 
（講義算入可） 

1 年 
以上 

非算入 

算入 
× × ○ ○ ○ ○ ○ 

算入区分が選択できます。 

非算入は「自由科目(講義算入
可)」、算入は 「講義」 

専門特殊研究 
1 年 
以上 

算入 
申請方法・詳細はホームページ参照 

学部ホームページ > 在学生の方へ > 科目登録 

JS:１年次春学期は申請不可 

OS:１年次秋学期は申請不可 
フィールド実習 

1 年 

以上 
算入 

ボランティア実践 
1 年 

以上 
算入 

大学院文学研究科設置
科目 

4 年 
以上 

非算入 申請方法・詳細は P.19 参照 
 

専門演習（自論系） 
JCulP 指定 

2 年 
以上 

算入 × ○ ○ ○ ○ × 
× 

 

専門演習 
（自論系） 

2 年 

以上 
算入 × ○ ○ ○ ○ × ×  

専門演習 
（他論系） 

2 年 
以上 

算入 × ○ ○ ○ ○ × ×  

論系ゼミ 
２年 
以上 

算入 ○ ― ― ― ― ― ― 

JS:3 年次、4 年次に自動登録さ

れます。 
OS: 2 年春学期、3 年次、4 年
秋学期に自動登録されます。 

JS・OS 共通:再履修の場合、翌
学期に自動登録されます。 

ゼミ論文 
4 年 
以上 

算入 ○ ― ― ― ― ― ―  

他箇所設置科目 
1 年 

以上 

非算入 

算入 
× × 次ページ参照 

△ 
対象科目

のみ 

△ 
※３ 

「保健体育科目」・「教職等資格

関連科目」は非算入のみ 

※1.自動登録科目は、春学期の科目登録時に秋学期科目も含めて登録されます。(春学期に休学・留学の学生は復学時に登録） 

※2. 科目区分を選択できる科目は、Web 科目登録画面上での初期設定が「非算入」（卒業所定単位数に算入しない）となっていますので、卒業

単位に算入したい場合には Web 科目登録時または 3 次登録期間中に科目区分を「算入」へ必ず変更してください。区分変更対象科目が Web

科目登録画面から変更できない場合は、3 次登録期間終了前までに文学学術院事務所に申し出てください。それ以降の変更は、いかなる理由

があっても認めることができません。 

※3.他箇所設置科目について、一部取消不可の科目があります。詳細は次ページを確認してください。 

 

科目登録の日程 ３ 

３－１．登録機会ごとの申請可能科目 

 

科目の取消は 

3 次登録期間のみ 

要注意！ 

要注意！ 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/
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■他箇所設置科目 

分類 科 目 
科目区分 
※１ 

参照先要項・手引き等 

科目登録時期 取消 

可否 
(※3) 

春学期登録 秋学期登録 

１次 ２次 ３次 １次 ２次 ３次 

全
学
オ
ー
プ
ン
科
目 

グローバル・エデュケーション・センター（GEC）提供科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

△ 

(※4) 
 

W
e
b

科
目
登
録 

 

アカデミック・ 

ライティング科目 他箇所設置科目 

（非算入） 

または 

他箇所設置科目 

（算入） 
・全学オープン科目履修ガイド 

・GEC Web ページ  

「春クォーター」「秋クォーター」科目のうち週２コマ
（週に２時限実施する）科目は、３次登録の開

放は行いません。 
２次登録までに科目登録をするようにしてください。 
 

＜例：週２コマ科目＞ 
 火２時限・金２時限   ※週２回授業の科目 
 水４～５時限       ※２時限連続の科目 

 水２時限＋オンデマンド  ※ハイブリッド科目 
 
２次・３次登録で登録可能な科目については、

GEC Web ページに掲載する「余裕定員表」を参照
してください。  

数学科目 

データ科学科目 

情報科目 

英語科目   ※2 

言語科目 

保健体育科目 
他箇所設置科目 

（非算入） 

自然科学科目  

 

 

 

 

 

他箇所設置科目 

（非算入） 

 

または 

 

他箇所設置科目 

（算入） 

人文・社会科目  
日本語教育科目 

人間的力量科目  

他大学提供科目 

・他大学マニュアル 
・GEC Web ページ 
（https://www.waseda.jp

/inst/gec/） 
 →学部学生の方へ 
 →→他大学提供科目 

各大学の登録スケジュールや申請方法について
は、左記 Web ページを参照してください。 

× 

留学センター提供科目 
・全学オープン科目履修ガイド 
・留学センターWeb ページ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

学部提供全学オープン科目 
・全学オープン科目履修ガイド 

・各学部 Web ページ 
○ ― ― ○ ― ― 

△ 

(※5) 

日本語教育研究センター（CJL） 

提供科目   ＜※留学生対象＞ 

・CJL 発行の手引き 

・CJL の Web ページ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

他学部提供科目 各学部 Web ページ ― ― ○ ― ― ○ ― 

教職等資格関連科目 

他箇所設置科目

（非算入）または 

教職科目 

『教職課程履修の手引き』 

（教職支援センター発行） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

△ 

(※6) 

○春学期登録対象科目:「通年」「春学期」「春クォーター」「夏クォーター」「夏季集中」「集中講義(春学期)」「集中講義(春･秋学期)」「春夏期」「夏秋期」「夏シーズン」 

○秋学期登録対象科目:「秋学期」「秋クォーター」「冬クォーター」「冬季集中」「春季集中」「集中講義（秋学期）」「冬シーズン」 

※1. 科目区分を選択できる科目は、Web 科目登録画面上での初期設定が「他箇所設置科目(非算入)」（卒業所定単位数に算入しない設定）となっ

ているので、卒業単位に算入したい場合には Web 科目登録時または 3 次登録期間中に科目区分を「他箇所設置科目(講義算入)」へ必ず変更し

てください。Web 科目登録画面上から変更できない場合は、3 次登録期間終了前までに文学学術院事務所まで申し出てください。それ以降の変更
は、いかなる理由があっても認めることができません。 

※2. 「Tutorial English」（春クォーター、秋クォーター開講）は、グループ編成の都合上、登録機会が１次登録のみとなります。 

※3. 1～2 次登録期間に Web 科目登録で申請し、履修決定となった科目を 3 次登録期間中に取消可能か示しています。 
一部、授業運営に支障が出るため、取消不可の科目があります。以下※4～※6 も確認してください。 

※4. GEC 提供の科目のうち、1～2 次登録で決定した「聴講料支払対象科目」、「学術的文章の作成」は取消できません。 

※5. 若干数の科目は取消不可となっています。取消不可の科目は「全学オープン科目履修ガイド」 科目一覧の備考欄に記載されています。 

※6. 教職等資格関連科目のうち「教育実習演習」、「教職実践演習」、「介護体験実習講義」は取消できません。 

 

 

 

 

 

 

 

国際教養学部の他学部提供科目登録について 
・国際教養学部の Web ページ（https://www.waseda.jp/fire/sils/students/registration/）で、他学部生が登録可能な科目を公開しますの

で、事前に確認のうえ、Web から履修申請を行ってください。 
・1 人 1 科目までの申請となりますので、2 科目以上登録した場合は、無作為に超過分がエラーとなります。 
・中級科目は 2 年生以上、上級科目は 3 年生以上のみが登録可能です。 

・英語力の証明は求めませんが、TOEFL ITP 530 点以上の英語力がある方を対象の目安としています。 
 

CJL 科目は 

2 次でも取消可 

科目申請時に算入・非算入の選択、 

３次登録時に変更が可能 

（ 「保健体育科目」・「教職等資 
格関連科目」 は非算入のみ ） 

要注意！ 

3 次登録での 

取消可否を確認 

要注意！ 

要注意！ 

https://www.waseda.jp/inst/gec/
https://www.waseda.jp/inst/gec/
https://www.waseda.jp/fire/sils/students/registration/
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2025 年度の論系ガイダンス資料等の情報は、3 月上旬に学部ホームページに掲載します。各自で必ず確認をして、新
学期・科目登録に臨んでください。 

  

 文化構想学部ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 論系ガイダンス 

 

  ■論系室連絡先 

文化構想学部ホームページにて確認してください。 

 文化構想学部ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 証明書・各種手続き ＞ 各論系 連絡先一覧 

 

  

３－2．論系ガイダンス 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_4
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/certificate/#accordion_3
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■春学期の登録日程  

春学期期間中（4/1～9/20）に実施される全ての科目（通年、春学期、春クォーター、夏クォーター、夏季集中、集中
講義(春学期)、集中講義(春･秋学期)、春夏期、夏秋期、夏シーズンの科目など）が登録の対象です。 

 
※１. グローバル・エデュケーション・センター設置科目「Tutorial English」の１次登録決定科目のみの納入期間です。 
※２. 上記の※１科目以外の、聴講料・実験実習料支払い対象全科目の納入期間です。 
※３．3 次登録で申請する科目は、各登録最終日の翌日から Waseda Moodle にゲストとして仮登録されます。 

(科目登録の結果、不可・選外となった科目はゲスト登録が解除され、Waseda Moodle には表示されなくなります) 

月 火 水 木 金 土 日

10 11 12 13 14 15 16

<在学生>

自動登録

結果発表

（Webで確認）

17 18 19 20 21 22 23

0次登録

結果発表

（Webで確認）

24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日

31 1 2 3 4 5 6

＜新入生＞

自動登録

結果発表

(Webで確認)

7 8 9 10 11 12 13

1次登録

結果発表

（Webで確認）

2次登録

結果発表

（Webで確認）

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

聴講料・実験実習料納入期間 ※2　　(4/24～4/28)

納入期間 ※2

(4/24～4/28)

最終登録

結果発表

（Webで確認）

授業開始

2次登録

9:00　　　　　　　　　　　　　17:00

聴講料・実験実習料納入期間 ※１　　(4/8～4/14)

納入期間 ※１

(4/8～4/14)

3次登録 Moodleゲスト

利用期間 ※３9:00　　　　　　　　　　　　　17:00

３

月

0次登録

9:00　　（2年生以上）　17:00

1次登録

9:00　  　　　　　   　　  　　（在学生）　  　　 　  　 　　　　　17:00

４

月

1次登録

9:00　　　　　　　（JS新入生）　　　　　　　17:00

3次登録

結果発表

（Webで確認）Moodleゲスト利用期間 ※３

３－３．春学期（春 Q・夏 Q）の科目登録 

 注）「通年科目」も春学期

の上限単位に含まれます 

日本学生（JS）の新入生

の初回登録 
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■秋学期の登録日程 
秋学期期間中（9/21～3/31）に実施される全ての科目（秋学期、秋クォーター、冬クォーター、冬季集中、春季集中、
集中講義（秋学期）、冬シーズンの科目など）が登録の対象です。 

※１. グローバル・エデュケーション・センター設置科目「Tutorial English」の１次登録決定科目のみの納入期間です。 
※２. 上記の※１科目以外の、聴講料・実験実習料支払い対象全科目の納入期間です。 
※３．3 次登録で申請する科目は、登録最終日の翌日から Waseda Moodle にゲストとして仮登録されます。 

(科目登録の結果、不可・選外となった科目はゲスト登録が解除され、Waseda Moodle には表示されなくなります) 

  

３－４．秋学期（秋 Q・冬 Q）の科目登録 

 

月 火 水 木 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14

自動登録

結果発表

（Webで確認）

15 16 17 18 19 20 21

0次登録

結果発表

（Webで確認）

22 23 24 25 26 27 28

1次登録

結果発表

（Webで確認）

月 火 水 木 金 土 日

29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

10

月

2次登録

結果発表

（Webで確認）

3次登録

９

月

0次登録

9:00　　（2年生以上）　17:00

1次登録

9:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00

2次登録

9:00　　　　　　　　　　　　　17:00

聴講料・実験実習料納入期間 ※１(9/26～

聴講料・実験実習料納入期間 ※2　　(10/15～10/20)

納入期間 ※2　　

(10/15～

10/20)

最終登録

結果発表

（Webで確認）

授業開始

聴講料・実験実習料納入期間 ※１(9/26～10/2)

Moodleゲスト利用期間 ※３9:00    　　　　　　　　　　　17:00

Moodleゲスト

利用期間 ※３

3次登録

結果発表

（Webで確認）
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  ■申請条件 

以下の全ての条件を満たす学生が対象です。 

○履修学年が 4 年次以上であること。 

○前年度までの修得単位数が 104 単位以上であること。 

○（外国語を申請する場合は）前年度までに該当する基礎外国語の必修単位数を修得していること。 

 

  ■申請期間・方法 

なるべく担当教員の内諾を事前に得てから申請してください。 

  

  

■申請期間：原則として、秋学期開講科目についても春学期に申請すること。 

・春学期 ： 4 月 14 日（月）～  4 月 19 日（土）17：00 
・秋学期 ：10 月  2 日（木）～ 10 月 8 日（水）17：00 
               

■申請方法：MyWaseda 申請フォームで申請してください。詳細は以下を参照してください。 
 文化構想学部ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 先取り履修 

  ■申請可能科目 

大学院文学研究科コース設置科目・共通科目 ※学部合併科目は除く 

科目種別 先取り履修 
文学研究科 

修了単位の認定 

研究指導 × × 

コース設置科目（演習） ○ × 

コース設置科目（講義） ○ ○ 

共通科目（講義） ○ ○ 

共通科目（外国語）大学院設置科目 ○ ○ 

共通科目（外国語）学部合併科目 × × 

 

  ■審査結果（登録可否）発表 

申請書類をもとに科目担任者やコースの審査等を経て決定し、以下日程で発表しますので、Web 科目登録画

面を確認してください。 ※履修が認められなかった科目は Web 科目登録画面に表示されません。 

・春学期  ：    4 月 30 日（水）予定 
・秋学期  ：   10 月 22 日（水）予定 

 

  ■注意事項 

○修得した単位は自由科目として認定されるため、学部の卒業所定単位数に算入されません。 

○大学院文学研究科に入学後、所定期間に単位の認定を申請し、文学研究科運営委員会にて適当と認めら

れたもののみ、演習を除き大学院文学研究科の修了所定単位数に算入することができます。 

詳しくは文学研究科ホームページにてお知らせします。 

○学部在学中に登録できる大学院文学研究科設置科目の単位数は 16 単位までです。 

○申請した科目の取消は認められません。 

3－５．大学院文学研究科設置科目の登録方法（先取り履修） 

 

演習は履修許可

された場合でも 

大学院の単位に

なりません！ 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_65
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科目の種別によって、卒業所定単位数に算入される種類/区分と、されない種類/区分（非算入）があります。 

登録制限単位数に含まれるのは、算入する科目のみです。 非算入の科目であっても科目区分変更をすることで、卒

業所定単位数に算入することができる科目区分があります。 

 

○算入のみの科目（非算入への変更不可） 

文化構想学部設置科目（必修基礎演習、選択基礎演習、Academic Skills in English、 

Summer Session、選択英語、選択外国語、講義、専門演習、論系ゼミ、ゼミ論文） 

○算入と非算入を選択できる科目（登録時の初期設定は「非算入」になっています） 

文化構想学部設置科目（自由科目（講義算入可）） 

他箇所設置科目（保健体育科目、教職等資格関連科目を除く） 

○非算入のみの科目（算入への変更不可） 

他箇所設置科目（保健体育科目、教職等資格関連科目） 

 

 

    卒業必要単位として登録する場合には、以下のとおり年間・各学期・科目種別毎に登録できる制限単位数が設けら

れていますので、制限を超えない範囲で申請してください。 

 

登録制限単位数は”修得”単位数ではなく、”登録”単位数です。春学期に不合格となった科目も登録単 

位数としてカウントされます。 次ページの「登録制限単位数の考え方」を確認してください。 

 

Ａ 年間登録制限単位数 

年間に登録できる単位数は履修学年ごとに制限があります。 

   履修学年 １年次 2 年次 3 年次 4 年次以上 

年間登録制限単位数 42 40 40 44 

※この制限に専門特殊研究・フィールド実習・ボランティア実践・自由科目・Summer Session・ 

他箇所設置科目（非算入）は算入されません。 

  

Ｂ 半期登録制限単位数 

半期に登録できる単位数は履修学年ごとに制限があります。 

履修学年 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次以上 

学期 
春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

半期登録制限

単位数 
22  22  22  22  22  22  26  26  

※この制限に専門特殊研究・フィールド実習・ボランティア実践・自由科目・Summer Session・他箇所設置科目（非

算入）は算入されません。  

科目登録のルール 4 

４－１．単位の算入／非算入 

  ２－２．科目登録日程 

４－2．登録制限単位数 

  ２－２．科目登録日程 
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 春学期の制限に算入 秋学期の制限に算入 

学期名称 

通年、 春学期、集中講義（春学期）、 

集中（春・秋学期）、春夏期、 

春クォーター、夏クォーター、夏季集中、 

夏シーズン 

秋学期、夏秋期、集中講義（秋学期）、 

秋クォーター、冬クォーター、冬季集中、 

冬シーズン、春季集中 

 

Ｃ 「専門演習」半期登録制限単位数 ※自論系・他論系含む 

半期に登録できる専門演習の単位数は履修学年によって制限があります。 

履修学年 2 年次 ３年次 4 年次以上 

学期 
春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

春学期 

(春 Q・夏 Q) 

秋学期 

(秋 Q・冬 Q) 

演習半期登録制限単位数 6 6  4  4  6 6 

 

Ｄ 「他箇所設置科目」在学中修得制限単位数 

卒業単位に算入できる単位数は在学中に 36 単位までです。なお、非算入として登録した科目や留学の単位認
定はこの制限に含まれません。 

 

Ｅ 「日本語教育研究センター（CJL）設置科目」制限単位数 

登録制限単位数は、 算入・非算入問わず 以下のとおりです。 

◎半期登録制限単位数 ： ８単位 
◎在学中修得制限単位数 ：32 単位 

 

Ｆ 「選択基礎演習」修得制限単位数 

在学中に修得できる単位数は 2 単位までです。 

 

Ｇ 「専門特殊研究」在学中修得制限単位数 

在学中に修得できる単位数は 8 単位までです。 

 

Ｈ 「フィールド実習」「ボランティア実践」「インターンシップ」在学中修得制限単位数 

在学中に修得できる単位数は、この３種類合計で 8 単位までです。 
 

登録制限単位数の考え方                           

 

例）1 年次 秋学期に登録できる単位数 

□年間登録制限単位数 42 単位  

□半期登録制限単位数 22 単位 

◆1 年次春学期に 22 単位登録した場合 

1 年次秋学期 

42 単位    ー  22 単位   ＝ 20 単位 

(年間登録制限)    ー (春学期登録) ＝  (秋学期登録可能単位数) 

◆1 年次春学期に 18 単位登録した場合 

1 年次秋学期 

42 単位    ー  18 単位   ＝ 24 単位        →      22 単位 

(年間登録制限)    ー (春学期登録) ＝   半期登録制限オーバー   →  (秋学期登録可能単位数) 

 

申請内容のままではオーバーエラーが発生する場合、「算入」として申請されている自由科目（講義）や全学オープン科目および他学部
提供科目は、自動的に全て「非算入」に変更されます。「非算入」に変更してもエラーが発生する場合は、ランダムでエラーとなる科目が決
定されます（P.25 を確認）。登録結果発表の際は、決定となった科目区分を必ず確認し、科目区分変更期間内に必要に応じて変更

してください。 

要注意！ 

要注意！ 

※海外学生（OS）は、上記の春学期を秋学期に、秋学期を春学期に読み替えてください。 
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 単位制度について                                  

 
単位制度とは、一定の基準に従って授業科目を履修し、試験等に合格することによって、その授業科目の単位が付

与される制度です。本学の各授業科目の単位数は、早稲田大学学則（早稲田大学大学院学則）により、1 単位
の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。また、1 単位あたりに必要と
なる授業時間数は、授業の方法（講義、演習等）にかかわらず、15 時間から 45 時間までの範囲で各学部が定め
る時間数としています。本学では、毎週 1 コマ（100 分）で 14 週実施される授業時間数を 30 時間とみなしていま
す（7 週の場合は 15 時間とみなしています）。  

 

そのため、2 単位科目の場合、90 時間に相当する内容の学修が必要となり、例えば講義科目（毎週 1 コマを 14

週）で 2 単位を修得するためには、授業時間数である 30 時間に加え、授業時間以外に約 60 時間に相当する内

容の学修を行う必要があります。したがって、14 週の授業に対して毎回概ね 4 時間程度の内容に相当する授業時間

外の学修（予習・復習等）が必要となります。 
 

 年間登録単位数について                                   

 

「単位制度について」の通り、単位修得のためには、授業時間だけでなく、授業時間外にも必要な学修時間を確保

できるように、１年間で登録する単位数を制限することが必要となります。そのため、算入科目（※1）のみならず、非

算入科目（※2）を含めて年間で 49 単位を超えないよう、計画的に科目登録をお願いします。 

 

ただし、教職やその他の資格などの取得にあたって、非算入科目（※2）を多く履修する必要があり、49 単位を超

えて科目履修せざるを得ないケースは容易に想像されるため、Web 科目登録システムでは、49 単位を超えて非算入

科目（※2）の登録を制限することは一律いたしません（49 単位を超えて申請してもエラーとならず申請可能です）

が、上記の単位制度を十分に理解したうえで、科目を履修してください。 

なお、算入科目は、所定の登録制限単位数（P.20 参照）を超えての科目登録はできないのでご注意ください。 

 

（※1）算入科目  ：卒業所定単位数に算入される科目 

（※2）非算入科目：卒業所定単位数に算入されない科目 

                  （教職等資格関連科目、自由科目（講義算入可）、他箇所設置科目（非算入）等） 

 

 

年間で算入科目・非算入科目あわせて 49 単位を超えて履修している学生のうち、成績（GPA）が著しく低い場合

は、事務所からメールでの注意喚起または面談にて、次学期以降の登録単位数について指導が行われる場合がありま

す。 
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科目登録をする前に、授業がどのような形式で行われるかをシラバスに記載されている授業方法区分で必ず確認してください。

授業方法によって、後述の授業時間割（曜日時限）の重複不可ルールの対象となるか、授業実施キャンパス間の移動時

間確保が必要かどうかが異なります。 

授業方法区分名称  説明  
曜日時限の重

複不可ルール 

キャンパス間の

移動時間確保 

オンライン授業 

60 単位制限  

【対面】   
全時限対面として実施（ハイフレックス型(*1)を含

む） 
対象 必要  (対象外)  

【対面】ハイブリッド（対面回数半数以上）   *2 対面とオンラインの併用（対面の割合が半数以上） 対象 必要 (対象外)  

【オンライン】ハイブリッド（対面回数半数未満）

  *2 
対面とオンラインの併用（対面の割合が半数未満） 対象 必要 対象 

【オンライン】フルオンデマンド 全時限フルオンデマンドとして実施 (対象外)  (不要)  対象 

【オンライン】リアルタイム配信 *3 
全時限をオンラインで行う授業において一部または全

時限をリアルタイム配信として実施  
対象 (不要)  対象 

【非常時】ハイブリッド 非常事態により対面とオンラインの併用により開講 対象 必要 (対象外)  

【非常時】フルオンデマンド 非常事態により全時限オンデマンドとして開講 対象 必要 (対象外)   

【非常時】リアルタイム配信 
非常事態により全時限をオンラインで行う授業におい

て一部または全時限リアルタイム配信として開講 
対象 必要 (対象外)  

*1「ハイフレックス」は対面で授業を行いますが、オンラインでも授業を配信しており、対面・オンラインのどちらかを選択して参加できる授業

形態です。 

*2「ハイブリッド」とは、対面で実施される授業回とオンラインで実施される授業回の両方がある授業形態です。対面の授業回は教室で受

講する必要があります。 

*3「【オンライン】リアルタイム配信」とは、全時限がオンラインで実施される授業のうち、その一部または全部の授業回を決められた曜日時

限に Web 会議システム等を用いてリアルタイムで行われる授業形態です。 

 

【注意】卒業所定単位数へのオンライン授業の算入制限について 

先頭に【オンライン】と付いている授業方法（【オンライン】ハイブリッド（対面回数半数未満）、【オンライン】フルオンデマンド、

【オンライン】リアルタイム配信）の科目について、卒業所定単位（124 単位）に算入できる単位数は 60 単位までに制限

されます。つまり、卒業所定単位数（124 単位）の内、最低 64 単位は、対面授業で修得する必要があります。 

Web 科目登録の際にシステムでこのチェックは行っていませんが、60 単位の制限を超えて先頭に【オンライン】と付いている授

業方法区分の科目を登録してしまった場合は、卒業見込み判定や卒業判定の際に事務から連絡をして科目の取消などを

行います。科目の取消となった場合も、代わりに別の科目を登録することはできませんので注意してください。 

昨年度以前に履修した科目がオンライン授業科目算入上限の対象となるかどうかは、MyWaseda の Web 成績照会画面

から確認できます。科目名の末尾に[Online]と記載されている科目のみが、対象となります。ただし、新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、2020 年度、2021 年度に履修した科目については[Online]と記載がなければ対象となりません

（下記、非常時扱いとなるため）。 

 

【注意】非常時扱いの授業方法区分について 

名称の先頭に【非常時】と付いた授業方法区分（【非常時】ハイブリッド、【非常時】フルオンデマンド、【非常時】リアルタイム

配信）は、感染症等の社会的に深刻な緊急事態により対面で授業が実施できない場合に、緊急的な措置としてオンライン

で実施する科目に設定される区分です。名称の先頭に【非常時】と付いた授業方法区分の科目はオンライン形式の授業で

あってもオンライン授業６０単位制限の対象となりません。また、非常事態が解消された場合は対面を含む従来の授業形

態に戻る可能性があるため、科目登録時に曜日時限の重複は認められず、キャンパス間の移動時間確保も必要です。          

４－３．授業方法区分とオンライン授業の算入制限 

  ２－２．科目登録日程 
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Ａ 授業時間割（曜日時限）の重複不可 

同一曜日時限には複数科目を登録できません。 
※曜日時限が配当されているオンデマンド科目も対象になります。 
 
1 年次に自動登録される Academic Skills in English 4 および 5 は集中講義となっており、 
変則的な曜日時限となっています。特に春学期科目を申請する場合は、シラバスで曜日時限を見て、 
時間割が重複していないか確認してください。なお、春学期の後半（夏クォーター）は Summer Session 
で海外に渡航することを前提に、登録科目を検討してください。 

 

Ｂ 授業実施キャンパス間の移動時間確保 

授業実施キャンパスが異なる科目を登録する場合は以下の移動時間を確保しなければなりません。ハイブリッド形
式の科目であっても移動時間の確保が必要です。 

■戸山キャンパス－東伏見キャンパス ：1 時限（100 分間）か昼休み（50 分間） 

■戸山キャンパス－所沢キャンパス ：1 時限（100 分間） 

■戸山キャンパス－早稲田キャンパス ：なし 

■戸山キャンパス－西早稲田キャンパス ：なし 

 

 

以下のようなケースでは科目登録システムのエラーとはならず科目登録ができてしまいますが、キャンパス移動中に
オンライン授業や試験を受けることになり大変危険ですので、科目登録をしないでください。仮に科目登録をしてし
まった場合、当該の科目を特例的に取り消すことはできませんので、授業を受講できない場合は不合格の成績がつく
ことになります。万が一、自己責任で何らかの手段でこれらの科目を受講する場合も、移動中の授業・試験について
の配慮は一切ありません。 
 

      ＜遠隔地で実施される対面授業の間にリアルタイム配信形式の授業を登録するケースの例＞ 

       ３時限 戸山キャンパスで対面形式の授業 

       ４時限 リアルタイム配信形式の授業 

       ５時限 所沢キャンパスで対面形式の授業 

 

Ｃ 既登録科目の登録不可 

同一学期に同一科目は登録できません。 

 

Ｄ 既修得科目の登録不可 

昨学期までに単位を修得した科目は登録できません。科目の名称や担当教員、シラバスの内容が変わった場合も、
同一の科目は一度合格すると再び履修することはできません。 

 

Ｅ 配当年次による制限 

科目の配当年次と所属の履修学年によって登録できる科目が制限されます。 

  配当年次 1 年 

のみ 

1 年 

以上 

2 年 

以上 

3 年 

以上 

4 年 

以上 

2 年 

以下 

3 年 

以下 履修学年   

1 年次 ○ ○ × × × ○ ○ 

2 年次 × ○ ○ × × ○ ○ 

3 年次 × ○ ○ ○ × × ○ 

4 年次以上 × ○ ○ ○ ○ × × 

４－４．履修上のルール 

  ２－２．科目登録日程 
ルール違反（エラー）だと科目が登録されません！ 

4時限目の間に戸山から所沢キャンパスに移動しな

ければならないが、移動中に授業をオンラインで受

講するスケジュールになっている。 

いずれかの科目の登録を諦めて下さい。 

重要・注意 



第４章 科目登録のルール 

 - 25 - JCulP 

 

            

科目登録をする上で陥りがちなミスについて記載されていますので、よく確認をしてください。 

重要 
 

登録制限単位数を超えて申請を行ってしまった場合、以下のように登録の処理が行われ、ご自身が本当に希望され

ていた科目が登録されなくなる可能性がありますので、十分に注意してください。 

 

①  「算入」として申請されている自由科目（講義）や全学オープン科目および他学部提供科目が、 

自動的に全て「非算入」に変更されます。（非算入科目は、登録制限単位数には含まれません。） 

        上記処理が行われた結果、制限単位数を 

・超えている場合  → ②の処理が実行されます 

・超えていない場合 → ③の処理へ進みます 

 

②  システムがランダムでエラーとする（登録を認めない）科目を決定します。 

         （この際に、ご自身の優先順位が高かった科目がエラーとなってしまう可能性があります。） 

 

     ③ ①および②の結果、エラーとなっていない科目の中で定員をオーバーしている科目がある場合には、 

それらの科目について抽選が行われます。（フルオンデマンド科目についても定員が設定されている場合が 

ありますので、ご注意ください。） 

 

 ※Web 科目登録システム上での申請単位数が登録上限単位数を超えていた場合、上記②の処理までに登録制

限単位数を超えないような処理が実行されるため、③の抽選処理の結果、「選外」となり漏れてしまう科目が発生

すると、登録制限単位数よりも決定科目（単位数）が少なくなることもありますので、ご注意ください。 

 

    例えば） 1 年生（年間登録制限単位数：４２）が以下のとおり Web 科目登録にて申請してしまった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

４－５．登録時のエラー 

  ２－２．科目登録日程 

申請時 処理①後 

算入単位が年間登録制限単位

数をオーバーしているため、全学オ

ープン科目が非算入に変更される 

算入のみの科目 

４４単位 

算入した全学オー

プン科目 ４単位 

算入のみの科目 

４４単位 

処理②後 

算入のみの科目 

４２単位 

２単位分、年間登録制限単位

数をオーバーしているため、ランダム

で１科目エラーとなる 

処理③後 

算入のみの科目 

３８単位 

抽選科目が発生し、その結果、２科目(４

単位分)が「選外」となり、登録決定単位が

年間登録制限単位よりも少なくなる。 

非算入の全学オー

プン科目 ４単位 

非算入の全学オー

プン科目 ４単位 

非算入の全学オー

プン科目 ４単位 
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科目の種類と構成 科目設置箇所・機関 

  

 

 

   

   

  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

   

 

  

 

  

文化構想学部設置科目 文化構想学部 -必修基礎演習・選択基礎演習 

-Academic Skills in English 

-Summer Session 

-選択英語 

-選択外国語 

-講義 

-専門特殊研究・ボランティア実践・フィールド実習 

-専門演習 

-自由科目（講義算入可） 

文学研究科設置科目 先取り履修 文学研究科 

他箇所設置科目 全学オープン科目 他学部 

グローバル・エデュケーション・ 

センター 

日本語教育研究センター 

留学センター 

協定他大学 

他学部提供科目 他学部 

教職等資格関連科目 教育学部教職課程 

科目の構成と種別 5 

5－１．科目の構成 

 

文化構想学部以外で開
講している科目は、卒業
に算入できる単位数に制
限があります。 P.21 

学部・学年を問わず全
学部生が履修できる全
学共通の科目の総称で
す。 
※保健体育科目（体
育会の部活動含む）も
グローバル・エデュケーショ
ン・センター設置科目の
全学オープン科目 

各学部が他学部生に履修を認める科目（学部提供全学オープン科目
も含む）のうち、2 次登録終了後に定員に余裕がある科目になります。 
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文化構想学部設置科目・文学部設置科目ならびにクラスの表記は以下となります。（※必修基礎演習は除く） 

表記 科目・クラス 例 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ  
「英語１」と「英語２」は同一科目ではありません。 

（両方の科目を登録・修得できます。） １、２、３、４ 科目表記 

イ、ロ、ハ、ニ  

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ クラス表記 
「英語Ａ」と「英語Ｂ」は同一科目です。 

（両方の科目を登録・修得できません。） 

 

 

5－３－１．文化構想学部設置科目（文学研究科設置科目含む） 

必修基礎演習 
1 年次の春・秋・冬クォーターに履修します。春クォーターは JS の学生のみで履修し、大学

での学修に欠かせない論文作成のルールや研究調査の基礎を英語で学びます。秋・冬クォータ

ーでは OS の学生と合同で履修し、具体的なトピックを扱いながら、プレゼンテーションやディス

カッション、レポート作成について実践的に学びます。 

Academic 

Skills in 

English 

 

英語によって教授される科目の履修に必要な英語の運営能力を養うことを目的に 1 年次

の春・夏(前半)・秋・冬クォーターに履修します。春クォーターでは「Reading」、「Writing」、 

「Discussion and Presentation」の３つの技能別に学習し、実践的な英語運用能力を身

に付けます。夏クォーターでは集中講義として「Intensive」を約 2 週間で履修し、学術英語

の運用能力の向上を図ります。秋・冬クォーターでは「Writing」を 各 1 科目を履修し、英語

による学術的な文章作成能力の向上を図ります。 

 

※JS 学生は自動登録されます。OS 学生も、履修を希望する場合は、科目登録期間中に

Web 科目登録から申請することで「Academic Skills in English 1/2/3/6/7」を講義

科目として履修できます。 

 

Summer 

Session 

（JS のみ） 

夏クォーターの後半から 4 週間～10 週間程度、海外の大学にて実施される短期留学プ

ログラムに参加します。履修後はその学習内容・受講時間数に応じて単位を与えます。6 単位

以上の取得を目指すものとなります。 

 

 学部 HP ＞ 学部について ＞ Global Studies in Japanese Cultures Program

（JCulP：国際日本文化論プログラム）＞ Summer Session 

  

5－２．科目とクラス 

5－３．科目の種別 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/applicants/admission/jculp/summer_session/
https://www.waseda.jp/flas/cms/applicants/admission/jculp/summer_session/
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選択英語 
英語で教授される科目の履修に必要な技能を身につけるための「Academic Skills(AS)」

と英語で科目を学ぶ「Intensive Studies(IS)」 の 2 つの科目群があります。このうち、

「Intensive Studies(IS)」の 6 科目(12 単位)を 1 年次の秋・冬クォーターと 2 年次春クォ

ーターに各 2 科目ずつ必修科目として JS/OS 合同で履修し、日本文化の基礎を学びます。ま

た必修科目以外にも選択して履修することが可能です。 

講  義 教養・専門を幅広くカバーし、文化・人文・社会の各分野にまたがる古典から先端・新領域ま

で学ぶことができるように用意され、各々の興味に合わせてダイナミックな学問の広がりを体験し、

基礎教養を深めるとともに自身が取り組みたいテーマについて多角的に研究することができる科

目群です。 

専門特殊研究 
大学院等に進学して研究者となることを希望する学生に対して、将来の俊英育成を目標と

し専門的内容を学部の早い段階から提供する講義群であり、厳しい訓練を軸にした、専門特

殊上級者向け研究会、現代語も含め一般の授業では扱えない高度で難解な原典講読、数

学、論理学、プログラミングの問題研究などの講義群で構成されます。 

学期のはじめに、開講予定の研究会のテーマと参加方法とが掲示されます。授業は、教室で

はなく、研究会ごとに担当教員の研究室などで行われます。学期ごとに通常授業の 14 回相当

以上実施されますが、夏季・冬季・春季休業期間中に合宿形式で集中的に行われることもあり

ます。学期終了後、一定の条件を満たした研究会において、十分な成果を収めた学生について

のみ、単位の認定が行われます。 

「専門特殊研究」の履修には、相応の用意と覚悟が必要ですが、大学院の授業の内容や、

形式を先取りして経験できるものであり、意欲のある学生はチャレンジしてみることをお勧めしま

す。詳しくは、学部ホームページを参照してください。 

 

学部 HP >在学生の方へ >科目登録 >専門特殊研究・フィールド実習・ボランティア実践 

 

フィールド実習 
文学学術院専任教員が設置する実習プログラム（国内外のフィールドワークや現場実習、イ

ンターンシップなど）に参加し、その活動を卒業必要単位に認定する科目です。実習の活動報

告書および成果物等を提出します。詳しくは、学部ホームページを参照してください。 
 

学部 HP >在学生の方へ >科目登録 >専門特殊研究・フィールド実習・ボランティア実践 

 

ボランティア実践 
学生が自らの意志で自発的に関わった福祉・災害救援・人権・平和・環境などの学内外で

のボランティア及び社会貢献活動への参加を奨励するとともに、その意義やそこで捉えた問題意

識を掘り下げ、自らの勉学への意欲や学問に向き合う姿勢につなげていく「ボランティア実践」

は、そこで得られた体験や知見を活動報告書・レポートなどにまとめ、それに対して卒業必要単

位に認定される科目です。但し、文学学術院の科目の一環として行った活動や宗教・政治に

関わる活動は対象となりません。詳しくは、学部ホームページを参照してください。 
 

学部 HP >在学生の方へ >科目登録 >専門特殊研究・フィールド実習・ボランティア実践 

 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_40
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_40
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_40
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_40
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_40
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専門演習 
個別のトピックに基づいて少人数による討論・文献講読などを行い、文化研究のアプローチを実

践的に学び、自らの研究領域を構想するための視野と能力を得ることを目的としています。JS・OS 

ともに 2 年次より選択履修が可能で、「英語」にて実施される科目を 16 単位以上修得しま

す。多元文化論系の他プログラム・他論系の専門演習からも選択履修が可能です。 

Ｑ．専門演習は取り消しできますか？         

Ａ．専門演習はクラス数に十分な余裕が無く、多くの選外が発生するため、取り消し出来な
いことになっています。そのため、０次登録を含めて登録する機会を４回設けています。 

 

自由科目 
各年次の登録制限単位数（および学期ごとの登録制限単位数）に関わりなく、自由に選

択・履修することができる科目で、資格関連科目が設置されています。進級や卒業に必要な単

位数には算入されません。なお、「講義」に科目区分変更の手続きを行うことで、卒業所定単

位数に算入することができます。その場合、登録制限単位数に含まれますので、ご注意くださ

い。 

「自由科目(講義算入可)」：進級や卒業に必要な単位数には算入されません 

「講義」：進級や卒業に必要な単位数に算入 

 

論系ゼミ 所属する論系内に各々に設定された専門分野について、グループ研究・グループ発表などを

行いながら、研究テーマに沿った調査、合宿、研究報告書作成などを通じて、各自の課題関心

をゼミ生が相互に刺激し合う中で深く掘り下げ、専門性を深めながらも、創造的に論じていくた

めの科目です。 

2 年次秋学期に、論系ゼミに所属することを選択申請したうえで、3 年次から 4 年次にかけ

て 2 年連続（4 セメスター）で履修します。4 年間の学修の成果として、専門演習や論系ゼミ

などで深めた専門的な学修の成果として 4 年生にはゼミ論の作成・提出が義務づけられます。 

ゼミ論文 
専門演習や論系ゼミなどで深めた専門的な学修の集大成として、4 年次に作成・提出する

論文です。 

論系ゼミで深めた専門性と創造的な視点に基づいて、担当教員との綿密な指導を通じて 1

年間（2 セメスター）をかけて書き上げます。各論系ゼミごとに、研究テーマにそった執筆計画が

とられ、提出の期限や方法も異なります。 

 

文学研究科設

置科目 

文化構想学部・文学部在学生のうち、大学院文学研究科進学希望者および社会に出て

からも更に高度な専門知識を活かしたいと希望する者に対し、大学院の授業科目を学部在学

中に先取り履修できる科目です。 

文学研究科進学後には、所定の条件を満たした場合、修了単位として認定を受けることが

できます。 

 学部 HP ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 先取り履修 

 

  

区分の 

変更可 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_65
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5－３－２．他箇所設置科目 

Ａ 全学オープン科目 

早稲田大学には、学部・学年を問わず全学生が履修できる科目が数多くあります。これらの科目を総称して「全学オープン科目」と呼び

ます。全学オープン科目は、グローバル・エデュケーション・センター（GEC）、留学センターをはじめ、学部や研究科、協定を結んでいる他

大学などから幅広い分野にわたって提供されています。 

学生の皆さんは、所属学部独自のカリキュラムに加えて「全学オープン科目」を選択履修し、修得した単位を所属学部の規定にしたがっ

て卒業単位に算入することができます。所属学部の授業と学部の垣根を越えた総合大学ならではのスケールで学ぶことのできる全学オープ

ン科目を上手に組み合わせて、自分の世界を広げ、学ぶことの楽しさを実感してください。 

 

全学オープン科目の提供箇所と履修方法について 

        項目 

科目提供箇所 
科目、講義内容、科目登録関連の参照先 授業・試験関連の参照先 

学部・研究科 

・科目提供箇所の Web ページ 
・シラバスシステム（Web） 
・「全学オープン科目履修ガイド」（Web） 

・科目提供箇所の Web ページ 
グローバル・エデュケーション・ 
センター（GEC） 

留学センター 

協定他大学 
（２年生以上対象・一部１年生
も可） 

・グローバル・エデュケーション・センターWeb ページ 
・他大学交流システム（*1） 

・科目を提供している大学の 
Web ページ（*2） 

※全学オープン科目の単位の取り扱いについては、所属学部が発行する「学部要項」および「科目登録の手引き」、

マニュアル等で確認してください。 

*1...協定他大学提供科目を検索、登録するためのサイトです。アクセス方法は、GEC の Web ページで確認できます。 

*2...各大学 Web ページは、「全学オープン科目履修ガイド」および GEC の Web ページで確認できます。 

 

 

学部・研究科以外の全学オープン科目提供箇所 

1 グローバル・エデュケーション・センター（GEC）（https://www.waseda.jp/inst/gec/） 

GEC では、全学部・全研究科の学生が、専門分野に限らず全く異なる分野も学習できる多種多様な科目を展開しています。 

すべての学問の基礎となる大学生の必須スキルとして、アカデミック・ライティング科目（「学術的文章の作成」ほか）、数学科目

（「数学基礎プラスα（金利編）」ほか）、データ科学科目（「統計リテラシーα」「データ科学入門α」ほか）、情報科目（「プログラミ

ング初級」ほか）、英語科目（「Tutorial English」「Academic Writing and Discussion in English」ほか）を提供します。ま

た、早稲田大学以外では学ぶ機会の少ない言語科目や、多数の特色あるスポーツ実習科目（「ラグビー」「弓道」ほか）、日本語教

育科目（「日本語教育学入門」ほか）等も提供しています。 

 

人間的力量と呼ばれる科目群には問題解決型・体験型の実践的な学びを多く取り入れています。 

科目の提供に加えて、GEC では「全学副専攻制度」を設けています。所属している学部で重点的に学ぶ「主専攻」のほかに、その他

の学問分野を「副専攻」として体系的に学び、主専攻の補強、第二の強みの獲得、主専攻の応用領域の獲得などを目指します。全

学副専攻の修了者には、卒業時に修了証明書が発行されます。  

https://www.waseda.jp/inst/gec/
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2 留学センター（https://www.waseda.jp/inst/cie/） 

留学センターは、海外からの留学生受入れや本学の学生の海外留学支援はもちろん、国際教育プログラムの実施拠点として、留

学プログラムと連動して履修できる科目、外国語学習・テーマ研究・異文化体験を中心とした短期留学科目のほか、海外の学生と

ともに授業を本学で履修するサマーセッション科目、海外大学からの教員を招聘して実施する「International Japanese 

Studies」の科目など、独自の科目を学部生に提供しています。 

 

3 協定他大学（https://www.waseda.jp/inst/gec/undergraduate/other_univ/） 

早稲田大学は協定を結んでいる他大学と互いに科目を提供しあっています。早稲田大学には設置されていない各大学特有の科

目も多くラインナップされており、登録の選択肢も広がります。他大学からの提供科目も所属学部の規定に従い卒業単位に算入する

ことが可能です。ただし、履修は 2 年生以上が対象（一部科目については、1 年生も履修可能）です。 

Ｂ 他学部提供科目 
 

各学部が他学部生に履修を認める科目（学部提供全学オープン科目も含む）です。 

設置学部での２次登録終了後に定員に余裕がある科目のみ申請することができます。 

 

Ｃ 教職等資格関連科目 
 

教員免許状を取得するために教育学部教職課程に設置された科目です。 

自由科目として扱われ、卒業や進級の所定単位数には算入されません。 

 

 

https://www.waseda.jp/inst/cie/
https://www.waseda.jp/inst/gec/undergraduate/other_univ/
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自動登録の結果は MyWaseda の Web 科目登録画面（ピンク色の画面）で確認してください。 資料 1 参照 

 

 

 

操作手順は 

資料 1 参照 

春学期の自動登録時に必修科目が秋学期科目も含めて登録されます。春学期に休学・留学の学生には復学

時に自動登録されます。 

      

登録結果に誤りがある場合には、すぐに事務所にご相談ください。 

 

 

 

学部ホームページから参照してください。 

■ 文化構想学部 科目登録ページ  

科目登録に関する各種情報が掲載されています。科目登録の時期には「余裕定員表」などの科目登録に関する最

新情報、科目名変更一覧、「科目登録の手引き」の変更や訂正情報が掲載されますので、必ず確認してください。 

 
科目登録ページ 

 

 学部 HP  
> 在学生の方へ 

> 科目登録 

 

開講科目一覧 

 

余裕定員表 

 

 

シラバス Web パンフレット版 

 

選択英語・古典語（ギリシャ

語・ラテン語・サンスクリット語・チベット

語）ガイド 

 

■ Web シラバス  

各ＨＰ右上の「データ集」 > シラバス検索 

それでは科目登録をはじめよう 6 

    ６－１．自動登録結果を確認する 

 

    ６－２．科目を選ぶ 

 

緑の ⇒ 
ボタン 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/
https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php
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早稲田大学全学部の各科目の時間割・授業概要・授業の到達目標・

授業計画・教科書・成績評価方法・関連 URL・備考が確認できます。 

科目登録を行う際は、Web シラバスの内容を確認してから申請をしてく

ださい。 

なお、授業開始後は最新の授業実施教室も Web シラバスで確認する

ことができます。 

 

 

科目登録は MyWaseda の Web 科目登録画面（ピンク色の画面）で申請してください。科目申請、科目取消、

科目区分変更といった手続きや、科目登録の結果を確認するためのページです。申請締め切り時間の直前は大変混

雑しますので、時間に余裕をもって期間の前半に申請を行ってください。 

 

 

 

操作手順は 

資料 1 参照 

Ｑ．科目の検索ができない           

Ａ．科目登録期間が始まる前は Web 科目登録画面で検索できません。また、科目登録期間中でも定員〆切
となっている科目は表示されません。 

Ｑ．期限に間に合わなかった           

Ａ．登録期間外の申請はいかなる場合も認められません。これは、ＰＣやネットワークの不具合、体調不良、その他
いかなる事情であっても例外は認められませんので、必ず余裕をもって期限よりも十分前に申請を行ってください。 

Ｑ．本当に申請ができているか心配です          

Ａ．もう一度 Web 科目登録画面を開いて、選択した科目が「申請中」となっていれば正しく申請済です。 
 
 

■戸山キャンパス内のコンピュータルームと開室時間  

号館 階 教室 月～金 土 

34 号館 3F 356、357 
9:00-20:00 9:00-18:00 

36 号館 4F 
MM1、MM2 

ＭＭ準備室 9:00-20:15 9:00-18:15 

         

 

 

 

 

    ６－３．科目登録する 

 

緑の ⇒ 
ボタン 

※これは授業期間中の開室時間です。 

休業期間等を含めた最新の開室状

況は“Waseda IT Service Portal”

よりご確認ください。 

 

http://www.waseda.jp/navi/room/toyama/034-356.html
http://www.waseda.jp/navi/room/toyama/034-357.html
http://www.waseda.jp/navi/room/toyama/036-mm1.html
http://www.waseda.jp/navi/room/toyama/036-mm2.html
https://support.waseda.jp/it
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■推奨環境  Web 科目登録の推奨環境は “https://support.waseda.jp/it” をご確認ください。 

 

“早稲田大学 IT サービスナビ”で検索 [http://www.waseda.jp/navi/] 

コンピュータルームや自動証明書発行機の位置・開室時間、MyWaseda を

はじめとする、ネットワーク利用案内情報が掲載されています。PC の推薦環境や

ネットワークの障害情報なども掲載されていますので、適宜参照ください。 

PC・ネットワーク関連でのトラブルについては、「よくある質問」を確認することで、

多数のケースが解消できます。 

 
 

■セッションタイムアウト 

Web 履修申請画面にて、約 20 分間操作（「登録ボタンを押す」などサーバーとのやり取りがあること）が無い状態が続く
と、自動的にサーバーから接続が切れてしまいます（これを「セッションタイムアウト」と呼びます）。一度接続が切れてしまいます

と、選択・作成中の情報（データ）が消去され、再度ログインからの操作が必要になります。 

※「セッションタイムアウト」等を理由とする期間後の申請には一切応じられませんので、十分ご注意下さい。 
 

 

 

■Web 科目登録の利用可能時間帯 

①毎日午前２時～午前 7 時はメンテナンス時間のため、Web 科目登録は利用できません。 

②利用が集中し、システムの安定稼動に不都合が発生すると判断した場合は、学籍番号末尾による利用時間の指定を実施

する場合があります。実施時は MyWaseda のお知らせ機能等でお知らせします。 

Web 科目登録 メンテナンス時間 毎日 2:00 ～ 7:00（利用不可） 

成績照会 メンテナンス時間 毎日 5:00 ～ 8:00（利用不可） 

 

 

 

科目登録は原則として Web 科目登録のみですが、やむを得ず Web 科目登録を行えない場合は代理人による登

録を受け付けます。各科目登録期間の初日に以下の書類を持参してください。 

ａ）委任状 ｂ）科目登録申請書 ｃ）委任者学生証コピー ｄ）代理人身分証明書コピー 

※ 委任状・科目登録申請書は文化構想学部ホームページよりダウンロードが可能です。 

 （  文化構想学部ホームページ > 在学生の方へ > 科目登録 > 代理人登録  ） 

   

 

科目登録の結果は Web 科目登録画面（ピンク色の画面）で確認してください。 資料 1 参照 

0～3 次登録結果 履修条件のチェック、抽選等を経て、その結果が発表されます。 
 
 

 
 
 

最終登録結果    Web 科目登録画面で最終的な登録結果を確認してください。 

 

 

６－４．代理人登録について 

 

６－５．登録結果を確認する 

 

https://support.waseda.jp/it
http://www.waseda.jp/navi/
https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_56
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聴講料・実験実習料の必要な科目が登録決定になったら、対象科目ごとに定められた期間に聴講料・実

験実習料を納入してください。 

 

No. 登録学期 納入対象科目 納入期間 

1 

春学期 

春学期 1 次登録で決定した「TutorialEnglish」のみ 4 月 8 日（火）～4 月 14 日（月）23:59 

2 
No.1 以外の春学期科目登録で決定した聴講料・実

験実習料支払い対象全科目 
4 月 24 日（木）～4 月 28 日（月）23:59 

3 

秋学期 

秋学期 1 次登録で決定した「TutorialEnglish」のみ 9 月 26 日（金）～10 月 2 日（木）23:59 

4 
No.3 以外の秋学期科目登録で決定した聴講料・実

験実習料支払い対象全科目 
10 月 15 日（水）～10 月 20 日（月）23:59 

 登録決定となった科目の納入期間初日に、Waseda メールアドレス宛に「納入案内メール」が届きますので、メールに記載 

された手順に従って納入してください。（日本語教育研究センター設置科目は納入票の受取が必要です） 

※ 納入案内メールが[迷惑メール]や[ゴミ箱]のフォルダに紛れてしまうことがありますので、見つからない
場合は検索ワード：[fee-payment]で検索してみてください。 

※ 詳しくは GEC ホームページまたは「全学オープン科目履修ガイド」を参照してください。 

 
 

● 期日を遅れての聴講料・実験実習料の納入
は一切認められません。 

（納入期限間際に納入を試みたが、完了しなかった場合も含む） 
未納の場合は、当該科目が取消となるだけでなく、以降の科目登録での抽選における優先順位が下がる 
ことがあります。 

● 科目ごとに分けての納入・納入後の返金はできません。 
聴講料・実験実習料の合計が高額になる場合がありますので、期日内に納入可能であることを確認して 
から科目登録をおこなってください。合計金額をすべて納入する必要があります。 

⚫ 納入方法の確定後は、別の方法に変更できません。 

 

 

● 教職課程の聴講料について 
入学年度によって教職課程の聴講料が異なる場合があります。 
必ず教育学部発行の『教職課程履修の手引き』を確認してください。 

 

  

● 図書館司書および学校図書館司書教諭関連科目の聴講料について 
一度納入すれば、在学中有効です。詳細は、教育学部教職課程発行の 
『教職課程履修の手引き』を確認してください。 

 

 

 

 

 

  

６－６．聴講料・実験実習料納入 

 

納入を忘れると、 

当該科目が取消になって 

しまいます！ 

¥ 
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Web 科目登録操作手順 資料１ 
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(2:00AM～7:00AM)。 
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用語 説明 

学期 

春学期のみ授業を行う科目は「春学期」、秋学期のみ授業を行う科目は「秋学期」と表示される。年

間を通して授業を行う科目は「通年」、夏季休業期間に授業が行われる科目は「夏季集中」（夏季

集中の科目は授業日程に十分注意すること）。 

クォーター科目 

通常の春学期科目（14 週間）や秋学期科目（14 週間）の半分の 7 週間で実施する科目です。 
  

春学期 

春クォーター 夏クォーター 

  

秋学期 

秋クォーター 冬クォーター 

科目区分 
科目のカリキュラム上の分類。科目区分には、必修基礎演習、基礎講義、基礎外国語、講義、自由

科目、専門演習などがあり、科目区分ごとに卒業のために必要となる単位数が定められている。 

配当年次 
当該科目を履修可能な学年を表す。当該学年以上の学年が履修可能。 

例）配当年次：２年以上 → ２年生以上が履修可能な科目 

科目名 
科目に付いているアラビア数字（１・２など）までが科目名。例外として、必修基礎演習、選択基礎

演習、基礎講義のアラビア数字はクラスを表す。   例）「人文地理学２」 

クラス 

「科目名」のあとに続く、「A」や「B」などの英字、または必修基礎演習、選択基礎演習、基礎講義のア

ラビア数字（科目には、複数クラス開講されているものと、１クラスのみ開講されているものがある）。 

例）「書道（書写）１ Ａ」・「必修基礎演習 １」 

注意：科目登録により決定した「クラス」の授業を受講してください。他のクラスに出席し試験を受けても

単位は修得できません。また、試験やレポートでは必ず「クラス」を記入してください。 

ブリッジ科目 

文化構想学部・文学部を横断した共通科目で、約 1,100 科目設置されている。どちらの学部生も学

部の枠を超えて人文・社会科学等の古典から先端領域まで幅広く履修できます。「講義」「選択英語」

「選択外国語」がブリッジ科目となっています。 

必修科目 卒業するために必ず単位を修得しなければならない科目。 

自由科目 

卒業に必要な単位として扱われず、年間履修制限単位数にも含まれない科目。他箇所設置科目や

教職等の資格関連科目が自由科目に該当するが、一部科目は科目申請時に、科目区分を変更し

て申請することで、卒業に必要な単位として扱うことも可能。 

全学オープン科目 
グローバル・エデュケーション・センター、日本語教育研究センター、留学センター設置科目の他、各学部

があらかじめ他学部生に対しても開放している科目。 

他学部提供科目 
各学部が「全学オープン科目」以外の科目で定員に余裕がある場合に、他学部生に対しても開放する

科目。３次登録で申請することが可能。 

履修学年 

履修上の学年を指し、科目登録ではこの履修学年に配当された科目を履修することになる。「形式学

年」は過去に休学や留学をした場合でも次年度（４月）になると１年加算されるが、「履修学年」に

ついては過去に休学がある場合、「形式学年」から休学年数を減じたものとなる。留学については留学

形態によって異なる。 

用語集 資料２ 
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年間登録制限単位数 １年間に登録可能な単位数の上限。修得（合格）した単位数ではなく、“登録した”単位数。 

半期登録制限単位数 半期あたりに登録可能な単位数の上限。修得（合格）した単位数ではなく、“登録した”単位数。 

抽選 
履修希望者数が、あらかじめ定められている科目の定員や、割り当てられている教室の収容定員を超

えてしまった場合に行われる。抽選に外れた科目は登録されない。 

余裕定員表 
定員に余裕があり、申請可能な科目の一覧表。  

学部ホームページ > 在学生の方へ  > 科目登録 ＞ 余裕定員表 で確認することができる。 

聴講料・実験実習料 

一部科目の受講（登録）にあたって必要となる費用。期限までに納入しなかった場合、聴講料・実験

実習料を必要とする科目が取消となるだけでなく、今後抽選時の優先順位がさがることがある。また、聴

講料・実験実習料の要否については、Web 科目登録画面から確認することができる。 

再履修 
以前に登録して成績が不合格であった科目を再び登録・履修すること。必修科目については、成績が

合格となるまで再履修を繰り返すことになる。 

https://www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/#anc_38
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申請者を集計し、希望者が定員を上回る科目については、抽選を行います。抽選に漏れた場合には、選外となり 

その科目は受講できません。昨年度の「選外者数が 50 名以上発生した科目の一覧」については、下表を参照してく 

ださい。 

※科目名は 2024 年度の科目名です。休講・廃止・名称変更になっている科目については、別途ホームページを 

参照ください。  

目名 選外者数 

 

科目名 選外者数 

中国語字幕翻訳２ 50 名以上   中国語字幕翻訳１ 80 名以上 

多元文化論系演習（現代ヨーロッパの諸問

題） 
50 名以上   第三外国語としてのイタリア語入門１ 80 名以上 

第三外国語としての朝鮮語入門１ B 50 名以上   Academic Skills (Reading) Ms C 80 名以上 

フランス語の資格をめざす１（初級） Ａ 50 名以上   Academic Skills (Online) s D 80 名以上 

表象・メディア論系演習（ポピュラー音楽論１） 50 名以上   第三外国語としてのフランス語１ Ｂ 90 名以上 

Academic Skills (Reading) Ms B 50 名以上   スペイン語中級（文化を知る）１ 100 名以上 

神経・生理心理学 50 名以上   第三外国語としてのフランス語１ Ａ 100 名以上 

文芸・ジャーナリズム論系演習（書物の経済

学） 
50 名以上   Academic Skills (Reading) Mf D 110 名以上 

Academic Skills (Reading) Mf C  60 名以上   Academic Skills (Reading) Mf H 110 名以上 

Academic Skills (Discussion) Ms B 60 名以上   第三外国語としての朝鮮語入門１ A 120 名以上 

Academic Skills (Reading) Mf B  60 名以上   複合文化論系演習（感性文化基礎論） 130 名以上 

Academic Skills (Online) f D 60 名以上   Academic Skills (Reading) Ms H 130 名以上 

文芸・ジャーナリズム論系演習（読者認識論

１） 
60 名以上   Academic Skills (Writing) Ms F 130 名以上 

現代人間論系演習（現代人のアイデンティティ

ーの心理） 
70 名以上   Academic Skills (Writing) Uf A  140 名以上 

Academic Skills (Online) s A 70 名以上   Academic Skills (Reading) Ms D 160 名以上 

表象・メディア論系演習（広告イメージ論） 70 名以上   Academic Skills (Writing) Mf B 180 名以上 

表象・メディア論系演習（身体行為分析） 70 名以上   サブカルチャー論１ 180 名以上 

Academic Skills (Reading) Ms G 70 名以上   Academic Skills (Writing) Ms B 180 名以上 

Academic Skills (Writing) Ms H 70 名以上   オカルト芸術論 200 名以上 

Academic Skills (Writing) Mf F 70 名以上   絵画の見方 300 名以上 

Academic Skills (Writing) Us A 70 名以上   芸術と社会 400 名以上 

朝鮮語中級 A 70 名以上   生活環境美学 500 名以上 

 

科目名 選外者数 

 

科目名 選外者数 

中国語字幕翻訳２ 50 名以上   中国語字幕翻訳１ 80 名以上 

多元文化論系演習（現代ヨーロッパの諸問 50 名以上   第三外国語としてのイタリア語入門１ 80 名以上 

選外者多数発生科目（50 名以上） 資料 3 
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題） 

第三外国語としての朝鮮語入門１ B 50 名以上   Academic Skills (Reading) Ms C 80 名以上 

フランス語の資格をめざす１（初級） Ａ 50 名以上   Academic Skills (Online) s D 80 名以上 

表象・メディア論系演習（ポピュラー音楽論１） 50 名以上   第三外国語としてのフランス語１ Ｂ 90 名以上 

Academic Skills (Reading) Ms B 50 名以上   スペイン語中級（文化を知る）１ 100 名以上 

神経・生理心理学 50 名以上   第三外国語としてのフランス語１ Ａ 100 名以上 

文芸・ジャーナリズム論系演習（書物の経済

学） 
50 名以上   Academic Skills (Reading) Mf D 110 名以上 

Academic Skills (Reading) Mf C  60 名以上   Academic Skills (Reading) Mf H 110 名以上 

Academic Skills (Discussion) Ms B 60 名以上   第三外国語としての朝鮮語入門１ A 120 名以上 

Academic Skills (Reading) Mf B  60 名以上   複合文化論系演習（感性文化基礎論） 130 名以上 

Academic Skills (Online) f D 60 名以上   Academic Skills (Reading) Ms H 130 名以上 

文芸・ジャーナリズム論系演習（読者認識論

１） 
60 名以上   Academic Skills (Writing) Ms F 130 名以上 

現代人間論系演習（現代人のアイデンティティ

ーの心理） 
70 名以上   Academic Skills (Writing) Uf A  140 名以上 

Academic Skills (Online) s A 70 名以上   Academic Skills (Reading) Ms D 160 名以上 

表象・メディア論系演習（広告イメージ論） 70 名以上   Academic Skills (Writing) Mf B 180 名以上 

表象・メディア論系演習（身体行為分析） 70 名以上   サブカルチャー論１ 180 名以上 

Academic Skills (Reading) Ms G 70 名以上   Academic Skills (Writing) Ms B 180 名以上 

Academic Skills (Writing) Ms H 70 名以上   オカルト芸術論 200 名以上 

Academic Skills (Writing) Mf F 70 名以上   絵画の見方 300 名以上 

Academic Skills (Writing) Us A 70 名以上   芸術と社会 400 名以上 

朝鮮語中級 A 70 名以上   生活環境美学 500 名以上 
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Ｑ．Waseda ID、パスワードを紛失した         

Ａ．速やかに MM 準備室（36 号館 4 階）、早稲田ポータルオフィス（早稲田キャンパス 7 号館 1 階）までご相談く

ださい。 

 

Ｑ．期限に間に合わなかった          

Ａ．登録期間外の申請はいかなる場合も認められません。これは、PC やネットワークの不具合、体調不良、その他いか

なる事情であっても例外は認められませんので、必ず余裕をもって期限よりも十分前に申請を行ってください。定めら

れた登録期間中に科目登録ができない場合には、代理人登録による科目登録を行ってください。学外環境では、

PC やネットワークの不具合により申請がうまくできない場合があるので、不安のある方は大学内の PC（コンピュータ

ルーム）を利用して登録を行うことを推奨します。 

 

Ｑ．科目登録期間に Web 科目登録ができない        

Ａ．代理人登録による科目登録を行ってください(P.34 参照)。代理人登録を行えない場合にはできるだけ早く、事前に

文学学術院事務所まで相談してください。期限を過ぎての申請はいかなる場合も認められません。 

 

Ｑ．科目区分を変更したい          

Ａ．申請時または科目区分変更期間に Web 科目登録画面から変更を行ってください。科目区分変更対象科目にも

かかわらず、Web 科目登録画面から変更のできない場合には同期間に文学学術院事務所カウンターまでお越しく

ださい。 

 

Ｑ．部活動と必修科目が重複してしまった        

Ａ．部活動と必修科目が重複してしまった場合でも、必修科目の科目やクラスの変更は認められません。 

 

Ｑ． 3 次登録で申請予定の科目があるが、授業が開始している      

Ａ．対面授業であれば、初回授業から教室に行き見込みで出席しましょう。その際、担当教員に 3 次登録で申請予定で

あると伝えて下さい。 

オンライン授業の場合、3 次登録で申請する科目は、各登録最終日の翌日から Waseda Moodle にゲストとして仮

登録されるので、授業に参加してください。（科目登録の結果、不可・選外となった科目はゲスト登録が解除され、

Waseda Moodle には表示されなくなります。） 

 

  

こんなときどうする Q&A 資料 4 
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Ｑ．Web 科目登録システムで、教職課程に関連する科目の科目群が分からない     

 

Ａ．Web 科目登録システムで教職課程の関連科目を検索するときに 

「科目群」に何を選択してよいか分からない場合は、以下の手順で 

確認してください。 
 

まず、登録したい科目の開講学部を選んで確定ボタンを押します。 

次に、以下の流れにそって科目群を選択します。 

 

文化構想学部の科目の場合 

科目区分(※1)が自由科目（講義算入可）である 

または、以下のいずれかの科目である 

憲法、書道（書写）、自然地理学、人文地理学、地誌、法学原

論、政治学原論、経済学原論 

 〇〇論系演習の科目である 左記以外 

科目群は…      自由科目 

   

   論系専門科目 

    

ブリッジ科目 

 
  

教育学部の科目の場合 

教育実習演習○○または介護体験

実習講義の科目である 
新国語教育講座の科目である 左記以外 

科目群は…  科目名がそのまま 

科目群名称となる 

 

 

 

教科に関する専門的事項/教科に関

する科目 

 

 

教職課程科目（教科に関する専門的事項/教

科に関する科目を除く） 

 

 

 

グローバル・エデュケーション・センター(GEC)の科目の場合 

全学オープン科目履修ガイド(※2)でスポーツ実習Ⅰに分類されて

いる、または科目区分(※1)がスポーツ実習Ⅰの科目 

全学オープン科目履修ガイドでスポーツ実習Ⅱに分類されて

いる、または科目区分がスポーツ実習Ⅱの科目 

科目群は…      スポーツ実習Ⅰ 

 

スポーツ実習Ⅱ 

 
 
 

※１ 科目区分は Web シラバス（https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php）で確認できます。 

※２ 最新の全学オープン科目履修ガイドは GEC の Web サイトでも公開されています。 

（https://www.waseda.jp/inst/gec/undergraduate/registration/） 

 

 

確定ボタンのクリックを忘れずに！！ 

https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php
https://www.waseda.jp/inst/gec/undergraduate/registration/


付録１ 教育職員免許状（2018 年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

付録１は、2018年度以前入学者向けの内容です。 

教育職員免許法と同法施行規則の改正を受け、入学年度により適用法令が異なります。 

法令ごとに免許状取得の要件（修得が必要な科目や単位数）が決められていますので、履修計画を立てる際には、入

学年度をてがかりにご自身の法令・必要な科目等を確認してください。 

  

入学年度 本冊子の表記 証明書の資格名称 

2010年度～

2018 年度 

旧課程 

（2018年度以前入学者） 

＊＊教諭一種免許状 

（平成 10年改正法 平成 20年省令改正） 

2019 年度～

2021 年度 

新課程 

（2019～2021年度入学者） ＊＊教諭一種免許状 

（平成 28年改正法 令和 6年省令改正） 
2022 年度～ 

新課程 

（2022年度以降入学者） 

※卒業後に科目等履修生として教員免許状取得をする場合のカリキュラム・法令等はこの限りではありません。 

 

卒業までにご自身が適用となる法令に定められる免許状取得要件を満たさず卒業し、卒業後に教員免許状取得を目指

す場合は、その時点での最新の法令が適用されます。 

在学時と異なる法令が適用される場合、必要な科目や単位数が増える等が想定されることから、正規の学生として在学

している間に教員免許状取得要件となっている科目のすべてを履修することをおすすめします。 

卒業後も引き続き教員免許状の取得を目指す場合は、履修計画を立てる段階でご自身に適用される法令の確認を含

め、文学学術院事務所に相談してください。 

 

【2019 年度～2021 年度入学者の方へ】 

2019 年度～2021 年度入学者は、「付録 2．教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）」を参照してく

ださい。絶対に「付録 1．教育職員免許状（2018 年度以前入学者）」および「付録３．教育職員免許状（2022 年

度以降入学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取る

ことはできません。 

 

【2022 年度以降入学者の方へ】 

2022 年度以降入学者は、「付録３．教育職員免許状（2022 年度以降入学者）」を参照してください。絶対に「付

録1．教育職員免許状（2018年度以前入学者）」および「付録2．教育職員免許状（2019年度～2021年度入

学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取ることはでき

ません。 

 

【転部により入学された方へ】 

学位課程が継続していると考えられるため、前学籍の入学年度（早稲田大学への入学年度）の課程が適用されます。 
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【学士・再入学により入学された方へ】 

学位課程は継続していないと考えられるため、学士・再入学の入学年度の課程が適用されます。ただし、学士・再入学の

場合、前学籍で「教育方法・技術論」（又は同等科目）の単位を修得しているか否かによって適用法令が異なることがあり

ますので、ご自身の適用法令について事前に必ず文学学術院事務所にご確認ください。 

 

 

1．文化構想学部・文学部が文部科学省から認定を受けている免許状の種類は、次のとおりです。 

① 中学校教諭一種免許状 （以下「中1」） 

② 高等学校教諭一種免許状（以下「高1」） 

 

2．上記①②の免許状のうち、本学部で取得できるものは、以下の教科です。 

 文化構想学部 

中  1 国語 社会 英語 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 

 文学部 

中  1 国語 社会 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

※文学部におけるフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許状取得は、それぞれ対応するコースに在籍している場

合に限ります。  

１．教員免許状の種類・教科 
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教育職員免許状の取得を希望する者は、「教育職員免許法」と「教育職員免許法施行規則」に定められた所定の単位

を修得しなければなりません。 

対象となる科目は年度によって休講・廃止・名称変更等の変更がありますので、必ず最新年度の『教職課程履修の手引

き』（教育学部発行）・『Webシラバス』を併せて参照してください。不明な場合はそのままにせず、必ず科目登録前に文学

学術院事務所や科目設置箇所事務所で確認を行うようにしてください。 

 

教員免許状取得要件は以下のとおりです。 

 

【基礎資格】 学士の学位を有すること 

【必要単位数一覧】 

１．教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目 

免許法施行規則に 

定める科目 

科目設置 

箇所 
科目名 

単位

数 
備考 

最低修得単位数 

中学 

１種 

高校 

１種 

６
６
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 
文化構想・ 

文学部 

憲法 ２   

２ ２ 法学原論 ２   

法律学 ４ 廃止 

体育（実技） 

グローバルエ

デュケーション

センター 

スポーツ実習ⅠまたはⅡ 

*各 1単位のため、２科目必要です 
各１ 

  

  
２ ２ 

外国語コミュニケーション 
文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・必修 EGC イ・ロ（1 年次自動登

録科目）※ 

 

・JCulP（JS） 

・・・Academic Skills in English（1

年次自動登録科目）※ 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。 

２   ２ ２ 

情報機器の操作 
文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・基礎講義（１年次自動登録科

目）※ 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（JS）（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。  

２   ２ ２ 

計 8 ８ 

※１年次自動登録科目である「必修 EGC イ・ロ」「Academic Skills in English」「基礎講義」の単位を修得することで要件を満たす

場合は、改めて他の対象科目を履修する必要はありません。 

 

 

２．取得要件 
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２．教職に関する科目、教科に関する科目、教科又は教職に関する科目 

免許法施行規則に 

定める科目 

科目設置 

箇所 
科目名 

最低修得単位数 

中学 

１種 

高校 

１種 

教職に関する科目（必修） 

文化構想・ 

文学部／ （a）参照 
３１ 

※ア 
左
記
に
加
え
て 

６
単
位
以
上 

２５ 

※ア 
左
記
に
加
え
て 

１
４
単
位
以
上 

教育学部 

教科に関する科目 
文化構想・ 

文学部 
（d）参照 ２０ ２０ 

教科又は教職に関する科目 

文化構想・ 

文学部／ 

教育学部 

（c）参照 ２ 
選択 

教職に関する科目（選択） 教育学部 （b）参照 選択 

 

計 
59 

※イ 

59 

※イ 

※ア 「特別活動論（中・高）」が 2019 年度より 1単位になりました（2018 年度までは 2単位）。2018 年度までに「特別活動論

（中・高）」を履修済の場合、教職に関する科目（必修）の最低修得単位数は、中学 32、高校 26 となります。 

※イ それぞれの科目の最低修得単位数だけでは、総単位数 59単位を満たすことができません。任意の科目において最低修得単位

数以上の単位を修得し、総修得単位数を必ず 59単位以上にしてください。 

 

⚫ 必ず最新年度の『教職課程履修の手引き』（教育学部発行）を併せて参照してください。 

⚫ 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Webシラバス等で開講状況を確認してください。なお廃止

となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

⚫ 以前に在籍していた学部・大学等で教員免許状に関連する科目の単位を修得していた場合は「学力に関する証明書」を文学学

術院事務所に提出してください。 

⚫ 免許種・教科によっては、上記以上の単位数を必要とします。 

⚫ 文化構想学部・文学部Web サイトに「教職履修チェックシート」を掲載しています。修得単位数の確認等に利用してください。ま

た文学学術院事務所にて履修相談を希望する場合は、事前に「教職履修チェックシート」を記入してからお越しください。  

要注意！ 

合計５９単位以上必要！ 

教職履修チェックシートを活用

してください。 
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免許法施行規則に定める科
目 

科目名 
科目設置
箇所 

単位数 備考 

必修単位数 

中学 高校 

１種 １種 

教職の意
義等に 
関する科
目 

教職の意義及び教
員の役割／教員の
職務内容(研修,服
務及び身分保障など
を含む。)／進路選
択に資する各種の機
会の提供等 

教職論 文構・文 ２   

２ ２ 教職概論（小・中・高） 教育 ２ 廃止  

教職概論（中・高） 教育 ２   

教育の基
礎理論に
関する科
目 

教育の理念並びに
教育に関する歴史
及び思想 

教育学概論１  ※1 文構・文 ２   

2 2 

教育基礎総論１（小・中・高）  ※1 教育 ２ 廃止  

教育基礎総論１（中・高）  ※1 教育 ２  

教育原理 ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論 ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論（小・中・高） ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論（中・高） ※2 教育 ４ 廃止 

教育に関する社会
的,制度的又は経営
的事項 

教育学概論２  ※1 ※3 文構・文 ２ 廃止  

2 2 

教育制度論  ※1 ※3 文構・文 ２   

教育基礎総論２（小・中・高）  ※1 教育 ２ 廃止  

教育基礎総論２（中・高）  ※1 ※3 教育 ２ 廃止 

教育制度総論（中・高） ※1 ※3 教育 ２  

教育原理  ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論  ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論（小・中・高） ※2 教育 ４ 廃止 

教育基礎総論（中・高） ※2 教育 ４ 廃止 

幼児,児童及び生徒
の心身の発達及び
学習の過程(障害の
ある幼児,児童及び
生徒の心身の発達
及び学習の過程を
含む。) 

教育心理学 文構・文 ２ 廃止 

２ ２ 
教育・学校心理学 文構・文 2  

教育心理学（小・中・高） 教育 ２ 廃止  

教育心理学（中・高） 教育 ２  

教育課程
及び 

指導法に
関する科
目 

教育課程の意義及
び編成の方法 

教育学概論 【2007 年度以前】  ※4 文構・文 ４ 廃止 

１ １ 
教育原理 【2007年度以前】  ※4 教育 ４ 廃止 

教育課程編成論（小・中・高）  教育 １ 廃止 

教育課程編成論（中・高） 教育 １   

各教科の指導法 

教科教育法１・２ 教育 ４ 廃止 

４ ４ 教科教育法１  ※5 教育 ２   

教科教育法２  ※5 教育 ２   

教科教育法３  ※5 ※6 教育 ２   ２ 選択 

道徳の指導法 
道徳教育論（小・中・高） 教育 ２ 廃止 

２ 選択 
道徳教育論（中・高） 教育 ２   

特別活動の指導法 
特別活動論（小・中・高） 教育 ２ 廃止 

1 1 
特別活動論（中・高） ※7 教育 1   

教育の方法及び技
術(情報機器及び教
材の活用を含む。) 

教育方法研究（小・中・高） 教育 ２ 廃止 

２ ２ 教育方法研究（中・高） 教育 ２ 廃止 

教育方法・技術論（中・高） 教育 ２   

生徒指
導、教育
相談及び
進路指導
等に関す
る科目 

生徒指導の理論及
び方法／進路指導
の理論及び方法 

生徒指導・進路指導論（小・中・高） 教育 ２ 廃止 
２ ２ 

生徒指導・進路指導論（中・高） 教育 ２   

教育相談(カウンセリ
ングに関する基礎的
な知識を含む。)の
理論及び方法 

教育臨床論 教育 ２ 廃止 

２ ２ 生徒理解と教育相談（小・中・高） 教育 ２ 廃止 

生徒理解と教育相談（中・高） 教育 ２   

教育実習 
教育実習演習（３週間）  ※8 ※9 教育 ５  ５ － 

教育実習演習（２週間）  ※8 ※9 教育 ３  － ３ 

総合演習または 
教職実践演習 

総合演習（小・中・高）または（中・高）  教育 ２ 廃止 
２ ２ 

教職実践演習 （中・高）  教育 2  

計 ３１ ２５ 

 

a 教職に関する科目（必修） 
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※1  「教育学概論１」と「教育学概論２」、「教育学概論１」と「教育制度論」、「教育基礎総論１（小・中・高）または（中・高）」

と「教育基礎総論２（小・中・高）または（中・高）」、「教育基礎総論１（小・中・高）または（中・高）」と「教育制度総論

（中・高）」はそれぞれセットとなっていますので、セットとなっている2科目の単位を修得してください。これ以外の組み合わせでの履

修は不可とします。※3 も参照してください。 

※2  廃止となった 4単位の「教育原理」「教育基礎総論」「教育基礎総論（小・中・高）」「教育基礎総論（中・高）」を履修済み

の場合、「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」と「教育に関する社会的,制度的又は経営的事項」の両方の区分を

満たします。 

※3 2019 年度より、「教育学概論２」→「教育制度論」、「教育基礎総論２（中・高）」→「教育制度総論（中・高）」に科目名

称が変更になりました。また※１の要件を満たすためには、次表の通り、履修することになります。 

 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  教育に関する社会的,制度的又は経営的事項 

「教育学概論１」を履修 ＋ 

・2018 年度以前→「教育学概論２」 

・2019 年度以降→「教育制度論」 

を履修する必要があります。 

「教育基礎総論１（小・中・高）」または 

「教育基礎総論１（中・高）」を履修 
＋ 

・2018 年度以前→「教育基礎総論２（小・中・高）」または 

「教育基礎総論２（中・高）」 

・2019 年度以降→「教育制度総論（中・高）」 

を履修する必要があります。 

 

※4  2007年度までに「教育原理」または「教育学概論」の単位を修得済の場合、「教育課程編成論」を履修する必要はありませんが、

教職に関する科目の必修単位数の合計は満たす必要があります。詳しくは文学学術院事務所にお問い合わせください。 

※5  取得を希望する各教科の教育法を履修してください。なお教科教育法の履修にあたっては、前提条件が設定されています。詳しく

は『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

※6  2019年度以降、「社会科教育法３」の取得単位は、中学「社会」にのみ使用でき、高校「地理歴史」「公民」の単位とは見な

されません。2018 年度までの「社会科教育法３」の取得単位は、高校「地理歴史」「公民」の単位として扱われます。2018年

度以前入学者で、高校「地理歴史」「公民」の免許取得希望者は、「社会科教育法３」を履修した場合に、その年度によって

扱いが異なりますので、ご注意ください。また、2018年度までに「社会科教育法３」の単位を取得した場合も、旧課程で教職の

取得要件を満たせないなどの理由で、旧課程で履修した単位を新課程に読み替えるとき、新課程では「社会科教育法３」の取

得単位は高校「地理歴史」「公民」の単位とは見なされません（新課程で履修する場合は、どの年度に「社会科教育法３」を履

修したとしても、高校「地理歴史」「公民」の単位として扱われません）。 

※7  「特別活動論（中・高）」は 2019 年度より 1単位になりました（2018 年度までは 2単位）。2018 年度までに「特別活動

論（中・高）」を履修済の場合、教職に関する科目の必修単位数の合計は、中学 32、高校 26 となります。 

※8  中学校教諭１種免許状・高等学校教諭１種免許状の両方を取得する場合は「教育実習演習（３週間）」(5単位)を登録

してください。「教育実習演習（３週間）」と「教育実習演習（２週間）」は同一科目扱いのため、在学中にどちらか１つの科

目しか修得することができません。「教育実習演習（２週間）」(3単位)を一度修得してしまうと、在学中には中学校教諭１種

免許状を取得することはできなくなるため注意してください。 

※9  「教育実習演習」は 2013年度より半期化され、春学期に設置されます。但し、教育実習が 8月～1 月に実施される場合は、 

    夏秋期開講クラスを登録してください。詳細は教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

 

 

【文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方への注意事項】 

フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語のいずれかの免許のみの取得を希望する場合、教育実習先の確保が難しい場合があります。

教育実習先は原則としてご自身の出身校となりますが、出身校でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の履修が不可能な場合、当

該教科で教育実習を行うことは困難です。フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望される場合、英語や国語など

の他教科でも教育実習が可能なよう準備しておくことを強くお勧めします（教育実習を実施する教科で前提条件を満たす必要が

あります。詳細は『教職課程履修の手引き』を参照してください）。中学・高校において複数教科の免許取得を希望する場合、教育

実習は取得希望の教科のうちいずれか１教科で構いません（国語で３週間(5単位)の教育実習を行った場合でも、その単位は中

学１種フランス語の免許取得にも使用できます）。 

 

  

要

注

意

！ 
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付録１ 教育職員免許状（2018 年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

免許法施
行規則に
定める科
目 

科目設置
箇所 

科目名 単位
数 

備考 

履修方法 
中学 高校 

１種 １種 

教育の基
礎理論に
関する科
目 

教育学部 

特別支援教育（中・高） １   

選択 選択 

教職研究Ｉ（学校教育法規） ２ 廃止 

教職研究 II（教育行政法規） ２ 廃止 

教職研究 III（日本教育史） ２ 廃止 

教職研究 IV（西洋教育史） ２ 廃止 

教職研究Ｖ（学校外教育） ２   

教職研究 VIII（人権教育論） ２ 廃止 

教職研究 IX（教育経営） 2  

教職特講 I（教育法規・理論研究） 1  

教職特講 II（教育法規・事例研究） 1  

教職特講 IV（スクール・ソーシャルワーク）  1   

教育課程
及び指導
法に関する
科目 

教育学部 

総合的な学習・探究論（中・高） １   

選択 選択 
教科教育法４ ※ ２  

授業技術演習 ２  

教育における ICT活用（中・高） １   

計 － － 

※取得を希望する各教科の教育法を履修してください。なお教科教育法の履修にあたっては、前提条件が設定されています。詳しくは

『教職課程履修の手引き』を参照してください。また2019年度以降、「社会科教育法４」の取得単位は、中学「社会」にのみ使用で

き、高校「地理歴史」「公民」の単位とは見なされません。2018年度までの「社会科教育法４」の取得単位は、高校「地理歴史」「公

民」の単位として扱われます。2018 年度以前入学者で、高校「地理歴史」「公民」の免許取得希望者は、「社会科教育法４」を履

修した場合に、その年度によって扱いが異なりますので、ご注意ください。また、2018年度までに「社会科教育法４」の単位を取得し

た場合も、旧課程で教職の取得要件を満たせないなどの理由で、旧課程で履修した単位を新課程に読み替えるとき、新課程では「社

会科教育法４」の取得単位は高校「地理歴史」「公民」の単位とは見なされません（新課程で履修する場合は、どの年度に「社会科

教育法４」を履修したとしても、高校「地理歴史」「公民」の単位として扱われません）。 

  

b 教職に関する科目（選択） 
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付録１ 教育職員免許状（2018 年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

 

免許法施行規則
に定める科目 

科目設置
箇所 

科目名 単位
数 

備考 
履修方法 

中学 高校 
１種 １種 

教科又は教職に
関する科目 

文 学 部 

教育哲学 ２   

選択 選択 

教育史学 ２   

教育社会学 ２ 廃止 

教育社会学１ ２   

教育社会学２ ２  

学校教育学 ２ 廃止  

比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） ２   

教育法・教育行政 ２   

障害と教育（旧科目名称：特殊教育学） ※1 ２   

教育学部 

介護体験実習講義 ※2 ２   必修 

選択 

教職研究 VIII（総合学習の研究） 2  

選択 
 

教職研究 VII（障害児教育） ２ 廃止  

教職研究 VII（特別支援教育） ２ 廃止 

教職研究 VI（生涯教育） ２   

教職特講 III（部活動論） 1  

人間理解基盤講座 ２ 廃止  

人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論と実
践） 

2  

教育インターンシップ  ４ 廃止  

初等教育インターンシップ ※2 ４   

学級経営インターンシップ  4 廃止  

学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会
における心理支援に関する理論と実践）※2 

４  

特別支援教育インターンシップ ※2 ４  

インクルーシブ教育インターンシップ ※2 ４  

計 ２ － 

※1 「特殊教育学」は 2023年度から「障害と教育」に科目名が変更されました。2022 年度までに修得した「特殊教育学」の単位は

有効です。また、「特殊教育学」を修得済みの場合、同一科目である「障害と教育」を履修することはできません。 

※2 所定の条件を満たしていなければ介護体験実習講義・初等教育インターンシップ・学級経営インターンシップ（家族関係・集団・

地域社会における心理支援に関する理論と実践）・特別支援教育インターンシップ・インクルーシブ教育インターンシップを登録で

きませんので、教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

上記の科目以外に「中等国語科インターンシップ」「国語科授業技術演習」（いずれも教科又は教職に関する科目）も設置され

ていますが、2014年度より当該 2科目は国語（中・高）の免許取得にしか使用できませんので注意してください（2013年度ま

でに単位を修得している場合は、中・高全ての教科の単位として使用できます）。 

  

c 教科又は教職に関する科目 
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付録１ 教育職員免許状（2018 年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

 

 
【教科に関する科目を履修する際の注意事項（全教科共通）】 

● 教科・免許種ごとの表に従って必修科目と合計単位数の両方を満たすように修得してください。 

なお必修科目だけでは合計単位数を満たせない場合は、選択科目も修得する必要があります。 

● 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Web シラバス等で開講状況を確認してください。 

● 他学部に同一名の科目が設置されている場合がありますが、必ず文化構想学部・文学部設置の科目を履修してください（他学

部設置科目の場合、同一科目名であっても教員免許状取得のための「教科に関する科目」とはみなされません）。ただし、教育

学部が開講する「新国語教育講座」は、文化構想学部・文学部生が中学一種「国語」、高校一種「国語」の教員免許状を取

得するために、教科に関する科目の選択科目として履修できます。 

● 廃止となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

 

【隔年開講科目についての注意（特に文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方は注意）】 

● 科目によっては隔年開講（１年ごとに休講→開講→休講→…となる）となる場合がありますので計画的に履修を進めてくださ

い。なお、指定科目以外で取得要件を満たすことはできませんので注意してください（代替科目等の設定はありません）。科目

の開講状況については必ず学部ウェブページで当該年度の開講科目一覧を確認してください。 

学部ウェブページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 開講科目一覧・シラバス PDF 版 

● 特に中国語の免許取得を希望する場合、必修の「中国語学史１」と「中国語学史２」（２科目両方が必修）が隔年開講か

つ配当年次が２年生以上（１年生は履修不可）のため、科目登録できる年度が限られます。 

中国語学史１：偶数年度に２年生以上が履修可能 

中国語学史２：奇数年度に２年生以上が履修可能 

両科目とも曜日時限なしのフルオンデマンド科目のため、他科目との曜日時限重複によって科目登録できなくなる心配はありませ

んが、必ず忘れずに科目登録を行い、不合格にならないように注意してください。 

 

「中国語学史１」と「中国語学史２」を科目登録できるタイミングの例（４月入学で未進級、休学、留学がない場合） 

＜偶数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 

中国語学史２：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

 

＜奇数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

中国語学史２：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 

 
 

 

 

d 教科に関する科目 
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

日本語学概論１ 2 ２単位以上

日本語学概論２ 2 必修

複合文化論系演習（現代日本語研究１） 2 文構のみ
複合文化論系演習（現代日本語研究２） 2 文構のみ
複合文化論系演習（日本地域言語研究１） 2 文構のみ
複合文化論系演習（日本地域言語研究２） 2 文構のみ

日本語日本文学演習３Ａ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習３Ｂ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習３Ｃ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習３Ｄ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習６Ａ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習６Ｂ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習６Ｃ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習６Ｄ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学演習７Ｄ（日本語学） 2 文のみ

日本語日本文学研究６（日本語学） 2

日本語史１ 2

日本語史２ 2

日本文法１ 2

日本文法２ 2

日本文学概論１ 2 ２単位以上

日本文学概論２ 2 必修

多元文化論系演習（神話の発生と社会） 2 文構のみ

多元文化論系演習（東アジアの言葉と書物） 2 文構のみ
文芸・ジャーナリズム論系演習（近代からの日本の文学１） 2 文構のみ
文芸・ジャーナリズム論系演習（近代からの日本の文学２） 2 文構のみ

日本語日本文学演習１Ａ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習１Ｂ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習１Ｃ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習１Ｄ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習２Ａ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習２Ｂ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習２Ｃ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習２Ｄ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習４Ａ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習４Ｂ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習４Ｃ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習４Ｄ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習５Ａ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習５Ｂ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習５Ｃ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習５Ｄ（近現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習７Ａ（古典文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習７Ｂ（近代文学） 2 文のみ

日本語日本文学演習７Ｃ（現代文学） 2 文のみ

日本語日本文学研究１（上代文学） 2

日本語日本文学研究２（中古文学） 2

日本語日本文学研究３（中世文学） 2

日本語日本文学研究４（近世文学） 2

日本語日本文学研究５（近代文学） 2

日本文学史１（上代文学） 2

日本文学史２（中古文学） 2

日本文学史３（中世文学） 2

日本文学史４（近世文学） 2

日本文学史５（近代文学） 2

日本文学史６（現代文学） 2

日本文化概論１ 2 廃止

日本文化概論１（古代から中世へ） 2 廃止

アジア・日本文化概論２ 2

アジア・日本文化研究２ 2 廃止

アジア・日本文化研究２（宗教の伝統） 2 廃止

伝統文化概論１ 2

アジア・日本文化研究５ 2 廃止

アジア・日本文化研究５（歴史と文学） 2 廃止

歴史と文学 2

１類

国語学（音声

言語及び文章

表現に関するも

のを含む。）

２類
国文学（国文

学史を含む。）

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

選択

選択
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

漢文講読１ 2

漢文講読２ 2

基礎漢文１ 2 ２単位以上

基礎漢文２ 2 必修

中国詩歌概論１（古代の詩歌と文化） 2

中国詩歌概論２（唐詩を読む） 2

多元文化論系演習（漢字文化） 2 廃止

東洋哲学演習４（中国哲学１） 2 文のみ

東洋哲学演習５（日本宗教１） 2 文のみ

東洋哲学演習７（中国哲学２） 2 文のみ

東洋哲学演習８（日本宗教２） 2 文のみ

中国哲学特論 2

東洋思想特論 2

仏教漢文の世界 2

２単位以上

必修

【注意事項】

参照

２０単位以上

【注意事項】

３類 漢文学

選択

４類
書道（書写を

中心とする。）

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

書道（書写）２ 2

2書道（書写）１

計

「 書道（書写）」は中学1種「教科に関する科目」の必修科目ですが、高校1種の単位としては使用できません。中・高両方の免許取得

を希望する場合は、４類「書道（書写を中心とする。）」の単位を除いて合計２０単位以上となるように修得したうえで「書道（書写を中

心とする。）」の単位を修得するようにしてください（修得の順序は問いません）。
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■社会（中学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

多元文化論系演習（日本の風土と民俗文化） 2 廃止

多元文化論系演習（海域文化交流史） 2 廃止

多元文化論系演習（アジア地域文化交流） 2 文構のみ

多元文化論系演習（東アジア広域秩序） 2 廃止

多元文化論系演習（東アジアの国際秩序） 2 文構のみ

多元文化論系演習（アジアの文明史） 2 廃止

多元文化論系演習（中国の文明史） 2 文構のみ

多元文化論系演習（古代オリエント研究） 2 廃止

多元文化論系演習（西洋古典研究） 2 文構のみ

多元文化論系演習（地中海・イスラーム世界） 2 文構のみ
多元文化論系演習（フランス文化）（旧「多元文化論系演習（フランス近現代文化）」） 2 文構のみ

多元文化論系演習（ロシア文化論） 2 文構のみ

多元文化論系演習（遊牧・オアシス文化論） 2 文構のみ

多元文化論系演習（東欧近現代文化） 2 廃止

多元文化論系演習（東欧の歴史から） 2 文構のみ

多元文化論系演習（ヨーロッパとアジアの接触） 2 文構のみ

社会構築論系演習（日本社会の構造―天皇制・王権論） 2 廃止

社会構築論系演習（日本社会の構造-近現代国家の成立の諸相） 2 廃止

社会構築論系演習（都市と地域の社会史１―日本） 2 廃止

１類 日本史及び 社会構築論系演習（都市地域自治史２―日本） 2 廃止

外国史 社会構築論系演習（古代社会の構造―オリエント） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―ドイツ） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―西欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―北欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―東欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―ロシア） 2 廃止

社会構築論系演習（都市と地域の社会史２―西洋） 2 廃止

社会構築論系演習（都市地域自治史１―西洋） 2 廃止

社会構築論系演習（差別と対立の歴史１） 2 廃止

社会構築論系演習（差別と対立の歴史２） 2 廃止

社会構築論系演習（社会構造論８） 2 廃止

社会構築論系演習（地域・都市論１） 2 廃止

アジア史演習１（史料研究１） 2 文のみ

アジア史演習２（史料研究２） 2 文のみ

アジア史演習３（中国古代史１） 2 文のみ

アジア史演習４（朝鮮史１） 2 文のみ

アジア史演習５（中国前近代史１） 2 文のみ

アジア史演習６（中国古代史２） 2 文のみ

アジア史演習７（朝鮮史２） 2 文のみ

アジア史演習８（中国前近代史２） 2 文のみ

アジア史演習９（アジア地域史） 2 文のみ

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

アジア文化概論１ 2 廃止

アジア文化概論１（内陸アジア） 2 廃止

内陸アジア史 2

アジア文化概論２ 2 廃止

アジア文化概論２（東アジア） 2 廃止

アジア・日本文化研究１ 2

アジア・日本文化研究２ 2

アジア・日本文化研究３ 2 廃止

アジアの地域・都市の歴史 2 廃止

イスラーム文化世界 2

近現代ロシア史 2

近代日本社会論 2

国家形成論 2

史学概論１ 2 廃止

史学概論２ 2 廃止

史学概論 2

選択

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

多民族社会アメリカ 2 廃止

地中海文化概論 2

朝鮮近現代史 2

東南アジア史 2

西欧史 2

西洋史演習１Ａ（西洋古代史） 2 廃止

西洋史演習１Ａ（西洋中世史） 2 文のみ

西洋史演習１Ｂ（西洋中世史） 2 廃止

西洋史演習１Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習１Ｃ（西洋近現代史） 2 廃止

西洋史演習２Ａ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習２Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習３Ａ（西洋古代史） 2 廃止

西洋史演習３Ａ（西洋中世史） 2 文のみ

西洋史演習３Ｂ（西洋中世史） 2 廃止

西洋史演習３Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習３Ｃ（西洋近現代史） 2 廃止

西洋史演習４Ａ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習４Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋古代史１（ローマ・ヒューマニズム） 2 廃止

西洋古代史１ 2 廃止

西洋古代史２（古代ローマ史） 2 廃止

西洋古代史２ 2 廃止

西洋古代史 2

１類 日本史及び 西洋中世史 2 廃止 選択

(続き) 外国史 西洋中世史１ 2 (続き)

(続き) 西洋中世史２ 2

西洋史学発達史１ 2 廃止

西洋史学発達史２ 2 廃止

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋史特論２ 2

西洋史研究１（西洋古代・中世史） 2 廃止

西洋史研究１（西洋古代史） 2 廃止

西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋古代・中世史） 2 廃止

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2

西洋市民社会史 2

西洋社会構造論１―西欧 2 廃止

西洋社会構造論１ 2 廃止

西洋地域社会論 2

西洋社会構造論２―第一次大戦後ドイツの政治と社会 2 廃止

西洋社会構造論２ 2 廃止

西洋社会構造論３―ロシア・東欧 2 廃止

西洋社会構造論３ 2 廃止

西洋社会の動態 2

西洋の地域・都市の歴史 2 廃止

日本文化概論２ 2 廃止

日本文化概論２（近世から近現代へ） 2 廃止

多元文化特論１ 2 廃止

日本史演習１Ａ（古代） 2 文のみ

日本史演習１Ｂ（古代） 2 文のみ

日本史演習２Ａ（近世） 2 文のみ

日本史演習２Ｂ（近世） 2 文のみ

日本史演習３Ａ（中世） 2 文のみ

日本史演習３Ｂ（中世） 2 文のみ

日本史演習４Ａ（近現代） 2 文のみ

日本史演習４Ｂ（近現代） 2 文のみ

日本史講義１（古代） 2

日本史講義２（中世） 2

日本史講義５（近世） 2

日本史講義６（近現代） 2

比較文明論 2

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

定める科目

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

（13） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

中東・イスラーム前近代史 2

ポストコロニアル思想文化論 2

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究３ 2 廃止

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究３（北欧世界とその歴史） 2 廃止

１類 日本史及び 北欧世界とその歴史 2 廃止 選択

(続き) 外国史 東欧世界とその歴史 2 (続き)

(続き) ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究４ 2 廃止

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究４（中央ユーラシアの諸民族と文化） 2 廃止

伝統文化研究１ 2

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究５ 2 廃止

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

日本地誌 2 廃止

世界地誌 2 廃止

地誌１ 2

地誌２ 2

ヨーロッパ・地中海の地誌（風土論） 2 廃止

ヨーロッパ文化研究 2

法学原論 2

法律学 4 廃止

政治学原論 2

社会学概論１ 2

社会学概論２ 2

社会学特論１ 2 ２単位以上

社会学特論２ 2 必修

経済学原論 2

社会学１ 2 廃止

社会学２ 2 廃止

現代人間論系演習（現代人と家族） 2 文構のみ

現代人間論系演習（現代人と職業） 2 廃止

社会構築論系演習（近・現代社会の制度構造と社会思想の諸相） 2 廃止

社会構築論系演習（社会構造と社会意識） 2 廃止

社会学演習１（調査演習） 2 廃止

社会学演習１（専門演習１） 2 文のみ

社会学演習２（調査演習） 2 廃止

社会学演習２（専門演習２） 2 文のみ

社会学演習３（専門演習１） 2 廃止

４類 「社会学、 社会学演習３（専門演習３） 2 文のみ

経済学」 社会学演習４（専門演習２） 2 廃止

社会学演習４（専門演習４） 2 文のみ 選択

宗教社会学 2 廃止

消費社会論 2 廃止

日常生活の社会学 2

ライフストーリーの社会学 2

経済と社会 2 廃止

経済と国家 2

家族と社会 2 廃止

労働と社会 2 廃止

労働と国家 2

文化と社会 2 廃止

現代日本社会論 2

市民意識論 2

平和・人権論 2

社会理論と社会システム 2 廃止

２単位以上

必修

定める科目

３類
「法律学、

政治学」

２単位以上

必修

２類
地理学（地誌

を含む。）

選択

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

（14） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2 ２単位以上

倫理学２ 2 必修

宗教学１ 2 廃止

宗教学２ 2 廃止

多元文化論系演習（東アジア宗教文化論） 2 廃止

多元文化論系演習（東アジアの伝統と宗教文化） 2 文構のみ

現代人間論系演習（宗教と共同体） 2 廃止

現代人間論系演習（現代日本と宗教） 2 廃止

現代人間論系演習（信仰の論理） 2 廃止

現代人間論系演習（哲学的「感情」論） 2 廃止

現代人間論系演習（現代的人間観の論理と倫理） 2 廃止

現代人間論系演習（実存と他者の倫理） 2 文構のみ

現代人間論系演習（環境問題の論理と倫理） 2 文構のみ

現代人間論系演習（メディアの論理と倫理） 2 廃止

現代人間論系演習（消費社会の論理と倫理） 2 廃止

現代人間論系演習（サイバー空間の論理と倫理） 2 文構のみ

哲学演習１（ドイツ哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習２（英米哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習３（中世哲学／美学） 2 廃止

哲学演習３（中世哲学） 2 文のみ

哲学演習４（フランス哲学／現代哲学） 2 文のみ

５類 「哲学、 哲学演習５（宗教哲学／キリスト教思想） 2 廃止

倫理学、 哲学演習５（宗教哲学） 2 文のみ

宗教学」 哲学演習６（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止

哲学演習６（古代ギリシア哲学） 2 文のみ

哲学演習７（ドイツ哲学／近代哲学） 2 文のみ

哲学演習８（ドイツ哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習９（英米哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習10（中世哲学／美学） 2 廃止

哲学演習10（中世哲学） 2 文のみ

哲学演習11（フランス哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習12（宗教哲学／キリスト教思想） 2 廃止

哲学演習12（宗教哲学） 2 廃止

哲学演習13（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止

哲学演習13（古代ギリシア哲学） 2 文のみ

哲学演習14（ドイツ哲学／近代哲学） 2 文のみ

哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義３（中世哲学／美学） 2 廃止

哲学専門講義３（中世哲学） 2

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

東洋哲学演習３（インド哲学１） 2 文のみ

東洋哲学演習６（インド哲学２） 2 文のみ

宗教思想 2 廃止

哲学的人間学 2

現代倫理学の方法 2 廃止

生命倫理 2

社会倫理学 2

公共性の哲学思想 2

中国思想の世界 2

仏教概論 2

２０単位以上

選択

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

定める科目

計

（15） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■地理歴史（高等学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

多元文化論系演習（日本の風土と民俗文化） 2 廃止

多元文化論系演習（海域文化交流史） 2 廃止

社会構築論系演習（日本社会の構造―天皇制・王権論） 2 廃止

社会構築論系演習（日本社会の構造―近現代国家の成立の諸相） 2 廃止

社会構築論系演習（都市と地域の社会史１―日本） 2 廃止

社会構築論系演習（都市地域自治史２―日本） 2 廃止

社会構築論系演習（地域・都市論１） 2 廃止

日本史演習１Ａ（古代） 2 文のみ

日本史演習１Ｂ（古代） 2 文のみ

日本史演習２Ａ（近世） 2 文のみ

日本史演習２Ｂ（近世） 2 文のみ

日本史演習３Ａ（中世） 2 文のみ

日本史演習３Ｂ（中世） 2 文のみ

日本史演習４Ａ（近現代） 2 文のみ

日本史演習４Ｂ（近現代） 2 文のみ

日本史講義１（古代） 2

日本史講義２（中世） 2

日本史講義５（近世） 2

日本史講義６（近現代） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

アジア・日本文化研究３ 2 廃止

アジア・日本文化研究１ 2

国家形成論 2

日本文化概論２ 2 廃止

日本文化概論２（近世から近現代へ） 2 廃止

多元文化特論１ 2 廃止

近代日本社会論 2

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

多元文化論系演習（アジア地域文化交流） 2 文構のみ

多元文化論系演習（東アジア広域秩序） 2 廃止

多元文化論系演習（東アジアの国際秩序） 2 文構のみ

多元文化論系演習（アジアの文明史） 2 廃止

多元文化論系演習（中国の文明史） 2 文構のみ

多元文化論系演習（古代オリエント研究） 2 廃止

多元文化論系演習（西洋古典研究） 2 文構のみ

多元文化論系演習（地中海・イスラーム世界） 2 文構のみ
多元文化論系演習（フランス文化）（旧「多元文化論系演習（フランス近現代文化）」） 2 文構のみ

多元文化論系演習（ロシア文化論） 2 文構のみ

多元文化論系演習（遊牧・オアシス文化論） 2 文構のみ

多元文化論系演習（東欧近現代文化） 2 廃止

多元文化論系演習（東欧の歴史から） 2 文構のみ

多元文化論系演習（ヨーロッパとアジアの接触） 2 文構のみ

社会構築論系演習（古代社会の構造―オリエント） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―ドイツ） 2 廃止

２類 外国史 社会構築論系演習（西洋社会の構造―西欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―北欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―東欧） 2 廃止

社会構築論系演習（西洋社会の構造―ロシア） 2 廃止

社会構築論系演習（都市と地域の社会史２―西洋） 2 廃止

社会構築論系演習（都市地域自治史１―西洋） 2 廃止

社会構築論系演習（差別と対立の歴史１） 2 廃止

社会構築論系演習（差別と対立の歴史２） 2 廃止

社会構築論系演習（社会構造論８） 2 廃止

アジア史演習１（史料研究１） 2 文のみ

アジア史演習２（史料研究２） 2 文のみ

アジア史演習３（中国古代史１） 2 文のみ

アジア史演習４（朝鮮史１） 2 文のみ

アジア史演習５（中国前近代史１） 2 文のみ

アジア史演習６（中国古代史２） 2 文のみ

アジア史演習７（朝鮮史２） 2 文のみ

１類 日本史

選択

選択

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

（16） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

アジア史演習８（中国前近代史２） 2 文のみ

アジア史演習9（アジア地域史） 2 文のみ

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

アジア文化概論１ 2 廃止

アジア文化概論１（内陸アジア） 2 廃止

内陸アジア史 2

アジア文化概論２ 2 廃止

アジア文化概論２（東アジア） 2 廃止

アジア・日本文化研究２ 2

アジアの地域・都市の歴史 2 廃止

イスラーム文化世界 2

近現代ロシア史 2

史学概論１ 2 廃止

史学概論２ 2 廃止

史学概論 2

多民族社会アメリカ 2 廃止

地中海文化概論 2

朝鮮近現代史 2

東南アジア史 2

西欧史 2

西洋史演習１Ａ（西洋古代史） 2 廃止

西洋史演習１Ａ（西洋中世史） 2 文のみ

西洋史演習１Ｂ（西洋中世史） 2 廃止

西洋史演習１Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習１Ｃ（西洋近現代史） 2 廃止

西洋史演習２Ａ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習２Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習３Ａ（西洋古代史） 2 廃止

西洋史演習３Ａ（西洋中世史） 2 文のみ

西洋史演習３Ｂ（西洋中世史） 2 廃止

西洋史演習３Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習３Ｃ（西洋近現代史） 2 廃止

西洋史演習４Ａ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋史演習４Ｂ（西洋近現代史） 2 文のみ

西洋古代史１（ローマ・ヒューマニズム） 2 廃止

西洋古代史１ 2 廃止

２類 外国史 西洋古代史２（古代ローマ史） 2 廃止 選択

(続き) (続き) 西洋古代史２ 2 廃止 (続き)

西洋古代史 2

西洋中世史 2 廃止

西洋中世史１ 2

西洋中世史２ 2

西洋史学発達史１ 2 廃止

西洋史学発達史２ 2 廃止

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋史特論２ 2

西洋史研究１（西洋古代・中世史） 2 廃止

西洋史研究１（西洋古代史） 2 廃止

西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋古代・中世史） 2 廃止

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2

西洋市民社会史 2

西洋社会構造論１―西欧 2 廃止

西洋社会構造論１ 2 廃止

西洋地域社会論 2

西洋社会構造論２―第一次大戦後ドイツの政治と社会 2 廃止

西洋社会構造論２ 2 廃止

西洋社会構造論３―ロシア・東欧 2 廃止

西洋社会構造論３ 2 廃止

西洋社会の動態 2

西洋の地域・都市の歴史 2 廃止

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

中東・イスラーム前近代史 2

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

定める科目

（17） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

ポストコロニアル思想文化論 2

比較文明論 2

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究３ 2 廃止

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究３（北欧世界とその歴史） 2 廃止

北欧世界とその歴史 2 廃止

２類 外国史 東欧世界とその歴史 2 選択

(続き) (続き) ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究４ 2 廃止 (続き)

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究４（中央ユーラシアの諸民族と文化） 2 廃止

伝統文化研究１ 2

ヨーロッパ・地中海・イスラーム文化研究５ 2 廃止

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

日本地誌 2 廃止

世界地誌 2 廃止

地誌１ 2

地誌２ 2

ヨーロッパ・地中海の地誌（風土論） 2 廃止

ヨーロッパ文化研究 2

20単位以上

３類

４類 地誌

選択

計

人文地理学

及び

自然地理学

２単位以上

必修

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

定める科目

（18） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■公民（高等学校教諭１種免許状）

「法律学（国際法を 法学原論 2
含む。）、政治学(国際 法律学 4 廃止

政治を含む。）」 政治学原論 2

社会学概論１ 2

社会学概論２ 2

社会学特論１ 2 ２単位以上

社会学特論２ 2 必修

経済学原論 2

社会学１ 2 廃止

社会学２ 2 廃止

現代人間論系演習（現代人と家族） 2 文構のみ

現代人間論系演習（現代人と職業） 2 廃止

社会構築論系演習（近・現代社会の制度構造と社会思想の諸相） 2 廃止

社会構築論系演習（社会構造と社会意識） 2 廃止

社会学演習１（調査演習） 2 廃止

社会学演習１（専門演習１） 2 文のみ

社会学演習２（調査演習） 2 廃止

社会学演習２（専門演習２） 2 文のみ

社会学演習３（専門演習１） 2 廃止

社会学演習３（専門演習３） 2 文のみ

社会学演習４（専門演習２） 2 廃止

社会学演習４（専門演習４） 2 文のみ

宗教社会学 2 廃止

消費社会論 2 廃止

日常生活の社会学 2

ライフストーリーの社会学 2

経済と社会 2 廃止

経済と国家 2

家族と社会 2 廃止

労働と社会 2 廃止

労働と国家 2

文化と社会 2 廃止

現代日本社会論 2

市民意識論 2

平和・人権論 2

社会理論と社会システム 2 廃止

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2

倫理学２ 2 ２単位以上

宗教学１ 2 廃止 必修

宗教学２ 2 廃止

心理学概論１ 2

心理学概論２ 2

心理学 4 廃止

多元文化論系演習（東アジア宗教文化論） 2 廃止

多元文化論系演習（東アジアの伝統と宗教文化） 2 文構のみ

現代人間論系演習（宗教と共同体） 2 廃止

現代人間論系演習（現代日本と宗教） 2 廃止

現代人間論系演習（信仰の論理） 2 廃止

現代人間論系演習（心と物語） 2 廃止

「哲学、 現代人間論系演習（物の文化と心の文化） 2 廃止

３類 倫理学、 現代人間論系演習（不死の様式） 2 文構のみ

宗教学、 現代人間論系演習（現代人のアイデンティティーの心理） 2 文構のみ

心理学」 現代人間論系演習（哲学的「感情」論） 2 廃止

現代人間論系演習（現代的人間観の倫理と論理） 2 廃止

現代人間論系演習（実存と他者の倫理） 2 文構のみ 選択

現代人間論系演習（環境問題の論理と倫理） 2 文構のみ

現代人間論系演習（メディアの論理と倫理） 2 廃止

現代人間論系演習（消費社会の論理と倫理） 2 廃止

現代人間論系演習（サイバー空間の論理と倫理） 2 文構のみ

哲学演習１（ドイツ哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習２（英米哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習３（中世哲学／美学） 2 廃止

哲学演習３（中世哲学） 2 文のみ

２単位以上

必修

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

１類

免許法施行規則に

２類

「社会学、経済

学（国際経済

を含む。）」

選択

（19） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

哲学演習４（フランス哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習５（宗教哲学／キリスト教思想） 2 廃止

哲学演習５（宗教哲学） 2 文のみ

哲学演習６（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止

哲学演習６（古代ギリシア哲学） 2 文のみ

哲学演習７（ドイツ哲学／近代哲学） 2 文のみ

哲学演習８（ドイツ哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習９（英米哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習10（中世哲学／美学） 2 廃止

哲学演習10（中世哲学） 2 文のみ

哲学演習11（フランス哲学／現代哲学） 2 文のみ

哲学演習12（宗教哲学／キリスト教思想） 2 廃止

哲学演習12（宗教哲学） 2 廃止

哲学演習13（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止

哲学演習13（古代ギリシア哲学） 2 文のみ

哲学演習14（ドイツ哲学／近代哲学） 2 文のみ

哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義３（中世哲学／美学） 2 廃止　

哲学専門講義３（中世哲学） 2

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

３類 「哲学、 哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2 選択

(続き) 倫理学、 哲学専門講義６（古代ギリシア哲学／認識論） 2 廃止 （続き）

宗教学、 哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

心理学」 東洋哲学演習３（インド哲学１） 2 文のみ

（続き） 東洋哲学演習６（インド哲学２） 2 文のみ

宗教思想 2 廃止

哲学的人間学 2

現代倫理学の方法 2 廃止

生命倫理 2

社会倫理学 2

公共性の哲学思想 2

中国思想の世界 2

宗教心理学 2 廃止

健康心理学（～2010年度） 2 廃止

健康心理学（2016年度～） 2 廃止

健康・医療心理学 2

社会心理学 2

経済心理学 2

子どもの発達心理学 2 廃止

子どものこころ（発達心理学） 2

大人の発達心理学 2 廃止

大人のこころ（発達心理学） 2

仏教概論 2

20単位以上

免許法施行規則に
科目名 単位数 備考 履修方法

定める科目

計

（20） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■英語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

英語学１ 2

英語学２ 2

多元文化論系演習（英語の構造） 2 文構のみ

多元文化論系演習（英語教育の諸問題） 2 文構のみ

多元文化論系演習（英語圏の言語政策） 2 文構のみ

英文学演習２Ａ（英語学入門） 2 廃止

英文学演習４Ａ（英語学） 2 廃止

英文学演習６Ｂ（英語教育理論の検証） 2 廃止

英語学習の理論と実践 2

英語音声学１ 2 廃止

英語音声学２ 2 廃止

英語の歴史１ 2

英語の歴史２ 2

英語圏文化研究１ 2 廃止

英語圏文化研究１（日本の英語教育） 2 廃止

日本の英語教育 2

※１参照

※１参照

多元文化論系演習（英語圏フィクション） 2 廃止

多元文化論系演習（現代英語圏フィクション） 2 文構のみ

多元文化論系演習（英語圏ノンフィクション） 2 廃止

英文学演習１Ａ（小説入門） 2 文のみ

英文学演習１Ｂ（詩入門） 2 文のみ

英文学演習１Ｃ（戯曲入門） 2 文のみ

英文学演習３Ａ（小説） 2 文のみ

英文学演習３Ｂ（詩） 2 文のみ

英文学演習３Ｃ（戯曲） 2 文のみ

英文学講義Ideas in Context１ 2

英文学講義Ideas in Context２ 2

英文学講義Ideas in Context３ 2

英文学講義Ideas in Context４ 2

英文学講義Ideas in Context５ 2

英文学講義Ideas in Context６ 2

シェイクスピアと現代 2

イギリス小説の愉しみ 2

アメリカの短編小説 2 廃止

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

２単位以上

必修

選択

１類 英語学

２単位以上

必修

選択

イギリス文学史１

イギリス文学史２

2

2

アメリカ文学史１ 

アメリカ文学史２

2

2

２類 英米文学

２単位以上

必修

（21） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

必修English for General Communicationイ 2

必修English for General Communicationロ 2

再履必修English for General Communicationイ 2 廃止 ２単位以上

再履必修English for General Communicationロ 2 廃止 必修

選択English for General Communication 2 廃止

English for Academic Purposes 2 廃止

English for Professional Purposes 2 廃止

Academic Skills in English 1 2 文構のみ

Academic Skills in English 2 2 文構のみ

Academic Skills in English 3 2 文構のみ ２単位以上

Academic Skills in English 4 2 文構のみ 必修

Academic Skills in English 5 2 文構のみ ※２参照

Academic Skills in English 6 2 文構のみ

Academic Skills in English 7 2 文構のみ

Academic Skills (Integrated) s 2 ２単位以上

Academic Skills (Integrated) f 2 必修

Academic Skills (Writing) Ls 2 廃止

Academic Skills (Writing) Lf 2 廃止

Academic Skills (Writing) Ms 2 ２単位以上

Academic Skills (Writing) Mf 2 必修

Academic Skills (Writing) Us 2 ※３参照

Academic Skills (Writing) Uf 2

Academic Skills (Reading) Ls 2 廃止

Academic Skills (Reading) Lf 2 廃止

Academic Skills (Reading) Ms 2 ２単位以上

Academic Skills (Reading) Mf 2 必修

Academic Skills (Reading) Us 2 ※３参照

Academic Skills (Reading) Uf 2

Academic Skills (Discussion) Ls 2 廃止

Academic Skills (Discussion) Lf 2 廃止

Academic Skills (Discussion) Ms 2 ２単位以上

Academic Skills (Discussion) Mf 2 必修

Academic Skills (Discussion) Us 2 ※３参照

Academic Skills (Discussion) Uf 2

英米比較文化論１ 2

英米比較文化論２ 2

多元文化論系演習（アメリカ文化史） 2 文構のみ

多元文化論系演習（イギリス文化史） 2 文構のみ

多元文化論系演習（アイルランド文化史） 2 文構のみ

英語圏文化概論１ 2

英語圏文化概論１（英語と社会） 2 廃止

英語圏文化概論３ 2 廃止

英語圏文化概論３（Contemporary Africa) 2 廃止

現代文化研究１ 2

アメリカ民衆文化論 2 廃止

現代文化概論２ 2 廃止

イギリス民衆文化論 2

※１　２０１０年度以前入学者は、「イギリス文学史１」「イギリス文学史２」「アメリカ文学史１」「アメリカ文学史２」の

うち２単位以上が必修です。

※２  Academic Skills in English 1～7は、文化構想学部でJCulP(JS)の学生のみ履修可能です。

※３　Academic Skills (Writing)/ (Reading) /(Discussion)からそれぞれ2単位以上、計6単位以上が必修です。

科目名 単位数 備考
免許法施行規則に

定める科目
履修方法

計

選択

20単位以上

３類
英語コミュニケー

ション

①

①～④

のうちい

ずれか

必修

④

２単位以上

③

②

４類 異文化理解

必修

（22） 



付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■フランス語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

フランス語フランス文学演習９（フランス語学１） 2

フランス語フランス文学演習10（フランス語学３） 2

フランス語フランス文学演習14（フランス語学２） 2

フランス語フランス文学演習15（フランス語学４） 2

フランス語学概論 2

フランス語史 2

フランス語フランス文学演習２（フランス文学１） 2

フランス語フランス文学演習５（フランス文学２） 2

フランス語フランス文学演習７（フランス文学３） 2

フランス語フランス文学演習８（フランス文学５） 2

フランス語フランス文学演習12（フランス文学４） 2

フランス語フランス文学演習13（フランス文学６） 2

フランス文学史１ 2

フランス文学史２ 2

フランス中世・ルネサンス文学 2

フランス小説 2

フランス詩 2

フランス語で表現する４（作文中級） 2

フランス語で表現する５（会話・作文上級） 2 廃止

フランス語で表現する５（会話・作文総合） 2

フランス語で表現する９（作文中級） 2

フランス語で表現する10（会話・作文上級） 2 廃止

フランス語で表現する１０（会話・作文総合） 2

フランス語フランス文学演習３（フランス文化１） 2

フランス語フランス文学演習６（フランス文化２） 2

フランス語フランス文学演習11（フランス文化３） 2

フランス語フランス文学演習16（フランス文化４） 2

フランス比較文化論 2

20単位以上

１類 フランス語学
４単位以上

必修

２類 フランス文学
８単位以上

必修

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

計

３類
フランス語コミュ

ニケーション

４単位以上

必修

４類 異文化理解
４単位以上

必修
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■ドイツ語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ドイツ語ドイツ文学演習３（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習６（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ言語文化論 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習２（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習５（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ文学概論１ 2 必修

ドイツ文学概論２ 2 必修

ドイツ語圏の文学 2 必修

ドイツ語を書こう１ 2 廃止

ドイツ語を書こう２ 2 廃止

ドイツ語を話そう１ 2 廃止

ドイツ語を話そう２ 2 廃止

ドイツ語会話・作文１ 2 廃止

ドイツ語会話・作文２ 2 廃止

ドイツ語で表現する５（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する6（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する7（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する8（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する9（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する10（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する11（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語で表現する12（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語ドイツ文学演習８（ドイツ事情） 2

ドイツ文化特論 2

ドイツ比較文化論１ 2 廃止

ウィーン文化論 2

ドイツ比較文化論２ 2 廃止

ドイツ比較文化論 2

24単位以上

履修方法

１類 ドイツ語学

２類 ドイツ文学

３類
ドイツ語コミュニ

ケーション

４単位以上

必修

免許法施行規則

に定める科目
科目名 単位数 備考

４類 異文化理解
４単位以上

必修

計
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■ロシア語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ロシア語ロシア文学演習２（語学） 2

ロシア語学 2

ロシア語史 2

ロシア語ロシア文学演習１（19世紀文学Ⅰ） 2 廃止

ロシア語ロシア文学演習１（文学・芸術・社会Ⅰ） 2

ロシア語ロシア文学演習３（19世紀文学Ⅱ） 2 廃止

ロシア語ロシア文学演習３（文学・芸術・社会Ⅱ） 2

ロシア語ロシア文学演習５（19世紀文学Ⅲ） 2 廃止

ロシア語ロシア文学演習６（19世紀文学Ⅳ） 2 廃止 10単位以上

ロシア語ロシア文学演習６（ロシア詩論） 2 必修

ロシア語ロシア文学演習７（中世・18世紀文学） 2 廃止

ロシア語ロシア文学演習７（文学・文化理論） 2

ロシア語ロシア文学演習８（現代文学） 2 廃止

ロシア語ロシア文学演習８（現代ロシアの芸術・文化） 2

ロシア中世文学 2

ロシア現代文学 2

ロシア語で表現する１（作文・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する２（会話・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する３（中級会話・日常生活） 2 廃止

ロシア語で表現する４（作文・ステップアップ） 2

ロシア語で表現する５（会話・ステップアップ） 2

ロシア語で表現する６（中級会話・ロシアの文化） 2 廃止

ロシア語力を磨く２（上級会話） 2

ロシア語力を磨く４（上級会話） 2

日露比較文化１ 2 必修

日露比較文化２ 2 必修

22単位以上

免許法施行規則に

２類 ロシア文学

３類
ロシア語コミュニ

ケーション

４単位以上

必修

４類 異文化理解

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

１類 ロシア語学
４単位以上

必修

計
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付録１　教育職員免許状（2018年度以前入学者）※文化構想学部・文学部共通

■中国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

中国語学史１ 2 ※ 必修

中国語学史２ 2 ※ 必修

中国語中国文学演習２（中国語文法） 2

中国語中国文学演習５（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習８（中国語教育法） 2

中国語中国文学演習11（中国語文法） 2

中国語中国文学演習13（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習14（中国語教育法） 2

中国近現代文学史１（作品で読む中国20世紀文学） 2 必修

中国近現代文学史２（作品で読む中国20世紀・21世紀文学） 2 必修

中国語中国文学演習１（古代文学） 2

中国語中国文学演習３（近現代文学） 2

中国語中国文学演習４（近世文学） 2

中国語中国文学演習６（近現代文学） 2

中国語中国文学演習９（近現代文学） 2

中国語中国文学演習10（近世文学） 2

中国語中国文学演習12（近現代文学） 2

中国語会話（中級）１Ａ 2 廃止

中国語会話（中級）１Ｂ 2 廃止

中国語会話（中級）１Ｃ 2 廃止

中国語会話（中級）１Ｄ 2 廃止

中国語会話（中級）１Ｅ 2 廃止

中国語会話（中級）Ａ 2

中国語会話（中級）Ｂ 2

中国語会話（中級）Ｃ 2

中国語会話（中級）Ｄ 2 廃止

上級中国語会話１ 2 廃止

上級中国語会話２ 2 廃止

中国語会話（中級）２Ａ 2 廃止

中国語会話（中級）２Ｂ 2 廃止

中国語会話（中級）２Ｃ 2 廃止

中国語会話（中級）２Ｄ 2 廃止

中国語会話（中級）２Ｅ 2 廃止

中国語会話（中上級）Ａ 2

中国語会話（中上級）Ｂ 2

中国語会話（中上級）Ｃ 2

中国語会話（中上級）Ｄ 2 廃止

中国語作文（中級）１Ａ 2 廃止

中国語作文（中級）１Ｂ 2 廃止

中国語作文（中級）Ａ 2

中国語作文（中級）Ｂ 2

中国語作文（中級）２Ａ 2 廃止

中国語作文（中級）２Ｂ 2 廃止

中国語作文（中上級）Ａ 2

中国語作文（中上級）Ｂ 2

中国語作文（上級）-エッセイを書く 2

中国語作文（上級）-ビジネス文を書く 2

中国比較文化論１（中国民族文化の諸相（南部編）） 2 必修

中国比較文化論２ 2 必修

28単位以上

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

３類
中国語コミュニ

ケーション

４単位以上

必修

４単位以上

必修

※「中国語学史１」と「中国語学史２」は必修かつ隔年開講の必修科目で、科目登録できるタイミングが限られるので注

意してください。

４類 異文化理解

１類 中国語学
４単位以上

必修

２類 中国文学
４単位以上

必修

計

免許法施行規則に
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付録２ 教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

付録２は、2019年度~2021年度入学者向けの内容です。なお、記載内容に変更が生じる可能性があります。その

場合は、学部Web サイト等で周知いたします。 

教育職員免許法と同法施行規則の改正を受け、入学年度により適用法令が異なります。 

法令ごとに免許状取得の要件（修得が必要な科目や単位数）が決められていますので、履修計画を立てる際には、入

学年度をてがかりにご自身の法令・必要な科目等を確認してください。  

 

入学年度 本冊子の表記 証明書の資格名称 

2010年度～

2018 年度 

旧課程 

（2018年度以前入学者） 

＊＊教諭一種免許状 

（平成 10年改正法 平成 20年省令改正） 

2019 年度～

2021 年度 

新課程 

（2019～2021年度入学者） ＊＊教諭一種免許状 

（平成 28年改正法 令和 6年省令改正） 
2022 年度～ 

新課程 

（2022年度以降入学者） 

※卒業後に科目等履修生として教員免許状取得をする場合のカリキュラム・法令等はこの限りではありません。 

 

卒業までにご自身が適用となる法令に定められる免許状取得要件を満たさず卒業し、卒業後に教員免許状取得を目指

す場合は、その時点での最新の法令が適用されます。 

在学時と異なる法令が適用される場合、必要な科目や単位数が増える等が想定されることから、正規の学生として在学

している間に教員免許状取得要件となっている科目のすべてを履修することをおすすめします。 

卒業後も引き続き教員免許状の取得を目指す場合は、履修計画を立てる段階でご自身に適用される法令の確認を含

め、文学学術院事務所に相談してください。 

 

【2018 年度以前入学者の方へ】 

2018 年度以前入学者は、「付録 1．教育職員免許状（2018 年度以前入学者）」を参照してください。絶対に「付

録2．教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）」および「付録３．教育職員免許状（2022年度以降入

学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取ることはでき

ません。 

 

【2022 年度以降入学者の方へ】 

2022 年度以降入学者は、「付録３．教育職員免許状（2022 年度以降入学者）」を参照してください。絶対に「付

録1．教育職員免許状（2018年度以前入学者）」および「付録2．教育職員免許状（2019年度～2021年度入

学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取ることはでき

ません。 

 

【転部により入学された方へ】 

学位課程が継続していると考えられるため、前学籍の入学年度（早稲田大学への入学年度）の課程が適用されます。 

教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者） 

※文化構想学部・文学部共通 

付録２ 
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付録２ 教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

【学士・再入学により入学された方へ】 

学位課程は継続していないと考えられるため、学士・再入学の入学年度の課程が適用されます。ただし、学士・再入学の

場合、前学籍で「教育方法・技術論」（又は同等科目）の単位を修得しているか否かによって適用法令が異なることがあり

ますので、ご自身の適用法令について事前に必ず文学学術院事務所にご確認ください。 

 

 

1．文化構想学部・文学部が文部科学省から認定を受けている免許状の種類は、次のとおりです。 

① 中学校教諭一種免許状 （以下「中1」） 

② 高等学校教諭一種免許状（以下「高1」） 

 

2．上記①②の免許状のうち、本学部で取得できるものは、以下の教科です。 

 文化構想学部 

中  1 国語 社会 英語 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 

 文学部 

中  1 国語 社会 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

※文学部におけるフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許状取得は、それぞれ対応するコースに在籍している場

合に限ります。 

  

１．教員免許状の種類・教科 
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付録２ 教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

 

教育職員免許状の取得を希望する者は、「教育職員免許法」と「教育職員免許法施行規則」に定められた所定の単位

を修得しなければなりません。 

対象となる科目は年度によって休講・廃止・名称変更等の変更がありますので、必ず最新年度の『教職課程履修の手引

き』（教育学部発行）・『Webシラバス』を併せて参照してください。不明な場合はそのままにせず、必ず科目登録前に文学

学術院事務所や科目設置箇所事務所で確認を行うようにしてください。 

 

教員免許状取得要件は以下のとおりです。 

 

【基礎資格】 学士の学位を有すること 

【必要単位数一覧】 

１．教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目 

免許法施行規則に 

定める科目 

科目設置 

箇所 
科目名 

単位

数 
備考 

最低修得単位数 

中学 

１種 

高校 

１種 

６
６
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 
文化構想・ 

文学部 

憲法 ２   
２ ２ 

法学原論 ２   

体育（実技） 

グローバルエ

デュケーション

センター 

スポーツ実習ⅠまたはⅡ 

*各 1単位のため、２科目必要です 
各１ 

  

  
２ ２ 

外国語コミュニケーション 
文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・必修 EGC イ・ロ（1 年次自動登

録科目）※ア 

 

・JCulP（JS） 

・・・Academic Skills in English（1

年次自動登録科目）※ア 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。※ア 

２   ２ ２ 

数理、データ活用及び人

工知能に関する科目又

は情報機器の操作 

文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・基礎講義（１年次自動登録科

目）※ア 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（JS）（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。※イ  

２   ２ ２ 

計 8 ８ 

※ア １年次自動登録科目である「必修 EGC イ・ロ」「Academic Skills in English」「基礎講義」の単位を修得することで要件を満た

す場合は、改めて他の対象科目を履修する必要はありません（２年次に自動登録される「必修 EGCハ・ニ」の修得では要件を

満たすことはできませんので、ご注意ください）。 

※イ 2022年度から項目名が変更となりました。必ず「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」2単位もしくは「情報機器の操作」

2単位のいずれかを選択してください。「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」1単位と「情報機器の操作」1単位の組み

合わせは不可のため十分注意してください。 

２．取得要件 
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付録２ 教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）※文化構想学部・文学部共通 
 

２．教科及び教職に関する科目 

免許法施行規則に定める科目 科目設置箇所 科目名 中学１種 高校 1種 

教科及び教科

の指導法に関す

る科目 ① 

教科に関する専門的事項 ② 文化構想・文学部 （d）参照 (20) 

２８ 

(20) 

２４ 各教科の指導法（情報通信技

術の活用を含む。） ③ 
教育学部 （a）参照 ８ ４ 

教育の基礎的

理解に関する科

目等（必修） 

教育の基礎的理解に関する科目 

④ 

文化構想・文学部

／教育学部 
（a）参照 

１０ １０ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 ⑤ 

１０ ８ 

教育実践に関する科目 ⑥ ７ ５ 

大学が独自に設定する科目 ⑦ 
文化構想・文学部

／教育学部 
（c）参照 ２ 選択 

教育の基礎的理解に関する科目等（選択） 教育学部 （b）参照 選択 選択 

最低修得単位数の合計 ⑧ ５９ ５９ 

※①、④～⑦それぞれの科目の最低修得単位数だけでは、⑧「最低修得単位数の合計」の 59単位を満たすことができません。任意

の科目において最低修得単位数以上の単位を修得し、総修得単位数を必ず 59単位以上にしてください。 

※②「教科に関する専門的事項」については、法令上の最低修得単位数は定められていません。ただし、①「教科及び教科の指導法に

関する科目」としては、②「教科に関する専門的事項」と③「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」との合算で、①「教

科及び教科の指導法に関する科目」に記載の単位数を修得する必要があります（中学 1種は 28 単位、高校 1種は 24 単位）。

また、③「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」については、中学校 1種免許取得者は 8単位以上、高等学校 1種

取得者は 4単位以上修得することが定められています。 

※本冊子では、以後、④「教育の基礎的理解に関する科目」、⑤「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目」、⑥「教育実践に関する科目」をまとめて、「教育の基礎的理解に関する科目等」と表記します。 

 

⚫ 必ず最新年度の『教職課程履修の手引き』（教育学部発行）を併せて参照してください。 

⚫ 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Webシラバス等で開講状況を確認してください。なお廃止

となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

⚫ 以前に在籍していた学部・大学等で教員免許状に関連する科目の単位を修得していた場合は「学力に関する証明書」を文学学

術院事務所に提出してください。 

⚫ 免許種・教科によっては、上記以上の単位数を必要とします。 

⚫ 文化構想学部・文学部Web サイトに「教職履修チェックシート」を掲載しています。修得単位数の確認等に利用してください。ま

た文学学術院事務所にて履修相談を希望する場合は、事前に「教職履修チェックシート」を記入してからお越しください。  

教職履修チェックシートを活用

してください。 

要注意！ 

合計５９単位以上必要！ 
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免許法施行規則に定める科目区分等 科目設置箇所 科目名 
単位
数 

備考 

必修単位数 

中学 高校 

１種 １種 

教育の基
礎的理解
に関する
科目 

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想 

文構・文 教育学概論１ ※1 ２   

２ ２ 
教育 教育基礎総論１（中・高） ※1 2  

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。） 

文構・文 教職論 2  

２ ２ 

教育 教職概論（中・高） ２   

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。） 

文構・文 教育制度論 ※1 2  

２ ２ 

教育 教育制度総論（中・高） ※1 2  

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程 

文構・文 教育・学校心理学 2  
２ ２ 

教育 教育心理学（中・高） 2  

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する理
解 

教育 特別支援教育（中・高） 1  1 1 

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネジメン
トを含む。） 

教育 教育課程編成論（中・高） 1  1 1 

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
徒指導、
教育相談
等に関す
る科目 

道徳の理論及び指導法 教育 道徳教育論（中・高） ２   ２ 選択 

【中学】総合的な学習の時間
の指導法/【高校】総合的な
探求の時間の指導法 

教育 総合的な学習・探究論（中・高） 1   1 1 

特別活動の指導法 教育 特別活動論（中・高） 1  1 1 

教育の方法及び技術 

教育 教育方法・技術論（中・高）※2 ２  ２ ２ 
情報通信技術を活用した教
育の理論及び方法 

生徒指導の理論及び方法 

教育 生徒指導・進路指導論（中・高） 2  2 2 
進路指導及びキャリア教育の
理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法 

教育 生徒理解と教育相談（中・高） ２  ２ ２ 

教育実践
に関する
科目 

教育実習 教育 

教育実習演習（３週間） ※3 ※4 ５   ５ － 

教育実習演習（２週間） ※3 ※4 ３   － ３ 

教職実践演習 教育 教職実践演習 （中・高）   2   2 2 

計 27 23 

        

免許法施行規則に定める科目区分等 科目設置箇所 科目名 
単位
数 

備考 

必修単位数 

中学 高校 

１種 １種 

教科及び
教科の指
導法に関
する科目 

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。） 

教育 

教科教育法１  ※5 ２   

8 

4 
教科教育法２  ※5 ２   

教科教育法３  ※5 ２   選択 

教科教育法４  ※5 ２   選択 

 

a 教育の基礎的理解に関する科目等（必修）、各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 
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※1  「教育学概論１」と「教育制度論」、「教育基礎総論１（中・高）」と「教育制度総論（中・高）」はそれぞれセットとなっていま

すので、セットとなっている 2科目の単位を修得してください。これ以外の組み合わせでの履修は不可とします。 

※2  2022年度より「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の区分が追加されましたが、2019年度～2021年度入学者

で在学中に「教育方法・技術論（中・高）」を修得している場合（在学中であれば修得年度はいつでも可）は、「情報通信技

術を活用した教育の理論及び方法」の区分の要件も満たしていると見なされます。 

※3  中学校教諭１種免許状・高等学校教諭１種免許状の両方を取得する場合は「教育実習演習（３週間）」(5単位)を登録

してください。「教育実習演習（３週間）」と「教育実習演習（２週間）」は同一科目扱いのため、在学中にどちらか１つの科

目しか修得することができません。「教育実習演習（２週間）」(3単位)を一度修得してしまうと、在学中には中学校教諭１種

免許状を取得することはできなくなるため注意してください。 

※4  「教育実習演習」は春学期開講クラスと夏秋期開講クラスがあり、教育実習の時期によって登録するクラスが異なります。詳細は

教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

※5  取得を希望する各教科の教育法を履修してください。なお教科教育法の履修にあたっては、前提条件が設定されています。詳しく

は『教職課程履修の手引き』を参照してください。また「社会科教育法」の取得単位は、中学「社会」にのみ使用でき、高校「地理

歴史」「公民」の単位とは見なされません。 

 

 

【文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方への注意事項】 

フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語のいずれかの免許のみの取得を希望する場合、教育実習先の確保が難しい場合があります。

教育実習先は原則としてご自身の出身校となりますが、出身校でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の履修が不可能な場合、当

該教科で教育実習を行うことは困難です。フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望される場合、英語や国語など

の他教科でも教育実習が可能なよう準備しておくことを強くお勧めします（教育実習を実施する教科で前提条件を満たす必要が

あります。詳細は『教職課程履修の手引き』を参照してください）。中学・高校において複数教科の免許取得を希望する場合、教育

実習は取得希望の教科のうちいずれか１教科で構いません（国語で３週間(5単位)の教育実習を行った場合でも、その単位は中

学１種フランス語の免許取得にも使用できます）。 
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免許法施行規則に定める科目区分等 
科目設置
箇所 

科目名 
単位
数 

備考 

履修方法 

中学 高校 

１種 １種 

教育の基礎
的理解に関す

る科目 

教育の理念並びに
教育に関する歴史
及び思想 

教育 

教職研究Ⅲ（日本教育史） ２ 廃止 

選択 選択 

教職研究Ⅳ（西洋教育史） ２ 廃止 

教育に関する社会
的、制度的又は経
営的事項（学校と
地域との連携及び
学校安全への対応
を含む。） 

教職研究Ⅰ（学校教育法規） ２ 廃止 

教職研究Ⅱ（教育行政法規） ２ 廃止 

教職研究Ⅴ（学校外教育） ２  

教職研究Ⅸ（教育経営） ２  

教職特講 I（教育法規・理論研究） 1  

教職特講 II（教育法規・事例研究） 1  

教職特講 IV（スクール・ソーシャルワーク）  1  

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法
及び生徒指
導、教育相談
等に関する科

目 

教育の方法及び技
術 授業技術演習 ２  

情報通信技術を活
用した教育の理論
及び方法 

教育における ICT活用（中・高） 1  

 

  

b 教育の基礎的理解に関する科目等（選択） 
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免許法施行規則に定める 
科目区分等 

科目設置
箇所 

科目名 
単位
数 

備考 

履修方法 

中学 高校 

１種 １種 

大学が独自に設定する科目 

文構・文 

教育哲学 ２  

選択 選択 

教育史学 ２  

教育社会学１ ２  

教育社会学２ ２  

学校教育学 ２ 廃止 

比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） ２  

教育法・教育行政 ２  

障害と教育（旧科目名称：特殊教育学） ※1 ２  

教育 

介護体験実習講義 ※２ ２  必修 

選択 

人間理解基盤講座 ２ 廃止 

選択 

人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論

と実践） 
2  

教職研究Ⅵ（生涯教育） ２  

教職研究Ⅷ（総合学習の研究） ２  

教職特講 III（部活動論） 1  

学級経営インターンシップ ４ 廃止 

学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域

社会における心理支援に関する理論と実践）※２ 
4  

特別支援教育インターンシップ ※２ ４  

初等教育インターンシップ ※２ ４  

インクルーシブ教育インターンシップ ※２ ４  

中等国語科教育インターンシップ ※２ 

【国語の免許にのみ使用可】 
４  

国語科授業技術演習 

【国語の免許にのみ使用可】 
２  

※1 「特殊教育学」は2023年度から「障害と教育」に科目名が変更されました。2022年度までに修得した「特殊教育学」の単位は有

効です。また、「特殊教育学」を修得済みの場合、同一科目である「障害と教育」を履修することはできません。 

※２ 所定の条件を満たしていなければ介護体験実習講義・学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会における心理支援

に関する理論と実践）・特別支援教育インターンシップ・初等教育インターンシップ・インクルーシブ教育インターンシップ・中等国語

科教育インターンシップを登録できませんので、教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

  

c 大学が独自に設定する科目 
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【教科に関する科目を履修する際の注意事項（全教科共通）】 

● 教科・免許種ごとの表に従って必修科目と合計単位数の両方を満たすように修得してください。 

なお必修科目だけでは合計単位数を満たせない場合は、選択科目も修得する必要があります。 

● 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Web シラバス等で開講状況を確認してください。 

● 他学部に同一名の科目が設置されている場合がありますが、必ず文化構想学部・文学部設置の科目を履修してください（他学

部設置科目の場合、同一科目名であっても教員免許状取得のための「教科に関する専門的事項」の単位とはみなされませ

ん）。ただし、教育学部が開講する「新国語教育講座」は、文化構想学部・文学部生が中学一種「国語」、高校一種「国語」

の教員免許状を取得するために、教科に関する専門的事項の選択科目として履修できます。 

● 廃止となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

● 2019年度～2021年度入学者に適用される「新課程（2019～2021年度入学者）」においては、「教科に関する専門

的事項」の該当科目が少なくなっています。3年生や 4年生に履修しようとしても、履修したい科目が休講であったり、他の必

修科目と時間割が重複して履修できなかったりする恐れがありますので、1年生のうちから計画的に履修してください。できる

だけ早い段階で要件を満たすことをお勧めします。 

 

【隔年開講科目についての注意（特に文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方は注意）】 

● 科目によっては隔年開講（１年ごとに休講→開講→休講→…となる）となる場合がありますので計画的に履修を進めてくださ

い。なお、指定科目以外で取得要件を満たすことはできませんので注意してください（代替科目等の設定はありません）。隔年

開講科目は「備考」欄に「偶数年開講」または「奇数年開講」の記載があります。ただし、諸般の事情により「偶数年開講」「奇数

年開講」の記載と実際の開講状況が異なってしまう可能性もありますので、隔年開講科目の開講状況については必ず学部ウェ

ブページで当該年度の開講科目一覧を確認してください。 

学部ウェブページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 開講科目一覧・シラバス PDF 版 

● 特に中国語の免許取得を希望する場合、必修の「中国語学史１」と「中国語学史２」（２科目両方が必修）が隔年開講か

つ配当年次が２年生以上（１年生は履修不可）のため、科目登録できる年度が限られます。 

中国語学史１：偶数年度に２年生以上が履修可能 

中国語学史２：奇数年度に２年生以上が履修可能 

両科目とも曜日時限なしのフルオンデマンド科目のため、他科目との曜日時限重複によって科目登録できなくなる心配はありま

せんが、必ず忘れずに科目登録を行い、不合格にならないように注意してください。 

 

「中国語学史１」と「中国語学史２」を科目登録できるタイミングの例（４月入学で未進級、休学、留学がない場合） 

＜偶数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 

中国語学史２：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

 

＜奇数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

中国語学史２：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 

 

d 教科に関する専門的事項 

要注意！ 
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■国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

日本語学概論１ 2 ２単位以上

日本語学概論２ 2 必修

日本語日本文学研究６（日本語学） 2

日本語史１ 2

日本語史２ 2 選択

日本文法１ 2

日本文法２ 2

日本文学概論１ 2 ２単位以上

日本文学概論２ 2 必修

アジア・日本文化概論２ 2

伝統文化概論１ 2

歴史と文学 2

日本語日本文学研究１（上代文学） 2

日本語日本文学研究２（中古文学） 2

日本語日本文学研究３（中世文学） 2

日本語日本文学研究４（近世文学） 2

日本語日本文学研究５（近代文学） 2

日本文学史１（上代文学） 2

日本文学史２（中古文学） 2

日本文学史３（中世文学） 2

日本文学史４（近世文学） 2

日本文学史５（近代文学） 2

日本文学史６（現代文学） 2

漢文講読１ 2

漢文講読２ 2

中国詩歌概論１（古代の詩歌と文化） 2 奇数年開講 ２単位以上

中国詩歌概論２（唐詩を読む） 2 偶数年開講 必修

基礎漢文１ 2

基礎漢文２ 2

中国哲学特論 2

東洋思想特論 2

仏教漢文の世界 2

２単位以上

必修

【注意事項】

参照

２０単位以上

【注意事項】

３類 漢文学

選択

４類
書道（書写を

中心とする。）

国語学（音声

言語及び文章

表現に関するも

のを含む。）

２類
国文学（国文

学史を含む。）

履修方法

選択

計

書道（書写）２ 2

「 書道（書写）」は中学1種「教科に関する専門的事項」の必修科目ですが、高校1種の単位としては使用できません。中・高両方の免

許取得を希望する場合は、４類「書道（書写を中心とする。）」の単位を除いて合計２０単位以上となるように修得したうえで「書道

（書写を中心とする。）」の単位を修得するようにしてください（修得の順序は問いません）。

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考

2書道（書写）１

１類

（36） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■社会（中学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

アジア・日本文化研究１ 2

日本史講義１（古代） 2

日本史講義５（近世） 2

日本史講義６（近現代） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

地中海文化概論 2

イスラーム文化世界 2

伝統文化研究１ 2

アジア・日本文化研究２ 2

内陸アジア史 2

東欧世界とその歴史 2

１類 日本史・ 朝鮮近現代史 2 選択

外国史 東南アジア史 2

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2

史学概論 2

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋古代史 2

西洋中世史２ 2

西欧史 2

近現代ロシア史 2

西洋中世史１ 2

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

中東・イスラーム前近代史 2

ポストコロニアル思想文化論 2

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

地誌１ 2 ２単位以上

地誌２ 2 必修

ヨーロッパ文化研究 2 選択

法学原論 2 ２単位以上

政治学原論 2 必修

経済学原論 2 必修

４類 「社会学、 消費社会論 2 廃止

経済学」 日常生活の社会学 2 選択

ライフストーリーの社会学 2

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2 ２単位以上

倫理学２ 2 必修

宗教学１ 2 廃止

宗教学２ 2 廃止

宗教思想 2 廃止

社会倫理学 2

５類 「哲学、 生命倫理 2

倫理学、 哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

宗教学」 哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2 選択

哲学専門講義３（中世哲学） 2

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

中国思想の世界 2

仏教概論 2

２０単位以上

３類
「法律学、

政治学」

計

履修方法

２類
地理学（地誌

を含む。）

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考

（37） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■地理歴史（高等学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

アジア・日本文化研究１ 2

１類 日本史 日本史講義１（古代） 2

日本史講義５（近世） 2 選択

日本史講義６（近現代） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

地中海文化概論 2

イスラーム文化世界 2

伝統文化研究１ 2

アジア・日本文化研究２ 2

内陸アジア史 2

東欧世界とその歴史 2

朝鮮近現代史 2

東南アジア史 2

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

２類 外国史 西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2 選択

史学概論 2

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋古代史 2

西洋中世史２ 2

西欧史 2

近現代ロシア史 2

西洋中世史１ 2

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

中東・イスラーム前近代史 2

ポストコロニアル思想文化論 2

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

地誌１ 2 ２単位以上

４類 地誌 地誌２ 2 必修

ヨーロッパ文化研究 2 選択

20単位以上

３類

計

人文地理学・

自然地理学

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

（38） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■公民（高等学校教諭１種免許状）

法学原論 2

政治学原論 2

経済学原論 2 必修

消費社会論 2 廃止

日常生活の社会学 2 選択

ライフストーリーの社会学 2

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2

倫理学２ 2 ２単位以上

宗教学１ 2 廃止 必修

宗教学２ 2 廃止

「哲学、 心理学概論１ 2

３類 倫理学、 心理学概論２ 2

宗教学、 宗教思想 2 廃止

心理学」 社会倫理学 2

子どものこころ（発達心理学） 2

大人のこころ（発達心理学） 2

生命倫理 2

哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義３（中世哲学） 2 選択

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

中国思想の世界 2

仏教概論 2

経済心理学 2

社会心理学 2

健康・医療心理学 2

20単位以上

「法律学（国際

法を含む。）、政

治学(国際政治を

含む。）」

１類

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

免許法施行規則に

計

「社会学、経済

学（国際経済

を含む。）」

２類

２単位以上

必修

（39） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■英語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

英語学１ 2 ２単位以上

英語学２ 2 必修

日本の英語教育 2

１類 英語学 英語の歴史１ 2

英語の歴史２ 2 選択

英語音声学１ 2 廃止

英語音声学２ 2 廃止

イギリス文学史１ 2 ２単位以上

イギリス文学史２ 2 必修

アメリカ文学史１ 2 ２単位以上

２類 英語文学 アメリカ文学史２ 2 必修

英文学講義Ideas in Context２ 2

英文学講義Ideas in Context３ 2

英文学講義Ideas in Context４ 2

英文学講義Ideas in Context５ 2 選択

英文学講義Ideas in Context６ 2

シェイクスピアと現代 2

イギリス小説の愉しみ 2

Academic Skills in English 4 2 文構のみ ※

Academic Skills in English 5 2 文構のみ ※ ２単位以上

Academic Skills (Integrated) s 2 必修

Academic Skills (Integrated) f 2

英米比較文化論１ 2 ２単位以上

英米比較文化論２ 2 必修

イギリス民衆文化論 2

英語圏文化概論１ 2

20単位以上

※　Academic Skills in English 4・5は、文化構想学部でJCulP(JS)の学生のみ履修可能です。

英語コミュニケー

ション
３類

履修方法
免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考

選択

４類 異文化理解

計

（40） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■フランス語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

フランス語学概論 2

フランス語史 2

フランス語フランス文学演習９（フランス語学１） 2 奇数年開講 ４単位以上

フランス語フランス文学演習１０（フランス語学３） 2 偶数年開講 必修

フランス語フランス文学演習１４（フランス語学２） 2 奇数年開講

フランス語フランス文学演習１５（フランス語学４） 2 偶数年開講

フランス文学史１ 2

フランス中世・ルネサンス文学 2

フランス詩 2

フランス小説 2 ８単位以上

フランス語フランス文学演習５（フランス文学２） 2 必修

フランス語フランス文学演習７（フランス文学３） 2

フランス語フランス文学演習８（フランス文学５） 2

フランス語フランス文学演習１２（フランス文学４） 2

フランス語フランス文学演習１３（フランス文学６） 2

フランス語で表現する４（作文中級） 2

フランス語で表現する５（会話・作文総合） 2 ４単位以上

フランス語で表現する９（作文中級） 2 必修

フランス語で表現する１０（会話・作文総合） 2

フランス語フランス文学演習３（フランス文化１） 2

フランス語フランス文学演習６（フランス文化２） 2 ４単位以上

フランス語フランス文学演習１１（フランス文化３） 2 必修

フランス語フランス文学演習１６（フランス文化４） 2

20単位以上

■ドイツ語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ドイツ言語文化論 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習３（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習６（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ文学概論１ 2 必修

ドイツ文学概論２ 2 必修

ドイツ語圏の文学 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習２（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習５（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ語で表現する１１（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語で表現する１２（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語で表現する５（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する６（中級の会話・作文） 2 ４単位以上

ドイツ語で表現する７（中級の会話・作文） 2 必修

ドイツ語で表現する８（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する９（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する１０（中級の会話・作文） 2

ドイツ文化特論 2 偶数年開講

ウィーン文化論 2 ４単位以上

ドイツ比較文化論 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習８（ドイツ事情） 2

24単位以上

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

異文化理解４類

３類
ドイツ語コミュニ

ケーション

計

３類
フランス語コミュ

ニケーション

履修方法

１類 ドイツ語学

２類 ドイツ文学

免許法施行規則

に定める科目
科目名 単位数 備考

計

異文化理解４類

１類 フランス語学

２類 フランス文学

免許法施行規則に

（41） 



付録２　教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）※文化構想学部・文学部共通

■ロシア語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ロシア語ロシア文学演習２（語学） 2

ロシア語学 2

ロシア語史 2

ロシア語ロシア文学演習１（文学・芸術・社会I） 2

ロシア語ロシア文学演習３（文学・芸術・社会II） 2

ロシア語ロシア文学演習６（ロシア詩論） 2

ロシア語ロシア文学演習７（文学・文化理論） 2

ロシア語ロシア文学演習８（現代ロシアの芸術・文化） 2

ロシア中世文学 2

ロシア現代文学 2

ロシア語で表現する１（作文・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する２（会話・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する４（作文・ステップアップ） 2 ４単位以上

ロシア語で表現する５（会話・ステップアップ） 2 必修

ロシア語力を磨く２（上級会話） 2

ロシア語力を磨く４（上級会話） 2

日露比較文化１ 2 必修

日露比較文化２ 2 必修

22単位以上

■中国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

中国語学史１ 2 偶数年開講 必修

中国語学史２ 2 奇数年開講 必修

中国語中国文学演習２（中国語文法） 2

中国語中国文学演習５（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習８（中国語教育法） 2 ４単位以上

中国語中国文学演習１１（中国語文法） 2 必修

中国語中国文学演習１３（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習１４（中国語教育法） 2

中国近現代文学史１（作品で読む中国20世紀文学） 2 必修

中国近現代文学史２（作品で読む中国20世紀･21世紀文学） 2 必修

中国語中国文学演習１（古代文学） 2

中国語中国文学演習３（近現代文学） 2

中国語中国文学演習４（近世文学） 2 ４単位以上

中国語中国文学演習６（近現代文学） 2 必修

中国語中国文学演習９（近現代文学） 2

中国語中国文学演習１０（近世文学） 2

中国語中国文学演習１２（近現代文学） 2

中国語会話（中級） 2 ４単位以上

中国語会話（中上級） 2 必修

中国語作文（中級） 2

中国語作文（中上級） 2 ４単位以上

中国語作文（上級）-エッセイを書く 2 必修

中国語作文（上級）-ビジネス文を書く 2

中国比較文化論１（中国民族文化の諸相(南部編)） 2 必修

中国比較文化論２ 2 必修

免許法施行規則に

ロシア語コミュニ

ケーション
３類

ロシア文学２類

ロシア語学１類

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

※「中国語学史１」と「中国語学史２」は必修かつ隔年開講の必修科目で、科目登録できるタイミングが限られるので注

意してください。詳しくは「付録２」の（３５）ページを必ず確認してください。

4単位以上

必修

10単位以上

必修

１類 中国語学

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

４類 異文化理解

計

免許法施行規則に

３類
中国語コミュニ

ケーション

４類 異文化理解

２類 中国文学
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付録 3は、2022年度以降入学者向けの内容です。なお、記載内容に変更が生じる可能性があります。その場合は、

学部Web サイト等で周知いたします。 

教育職員免許法と同法施行規則の改正を受け、入学年度により適用法令が異なります。 

法令ごとに免許状取得の要件（修得が必要な科目や単位数）が決められていますので、履修計画を立てる際には、入

学年度をてがかりにご自身の法令・必要な科目等を確認してください。  

 

入学年度 本冊子の表記 証明書の資格名称 

2010年度～

2018 年度 

旧課程 

（2018年度以前入学者） 

＊＊教諭一種免許状 

（平成 10年改正法 平成 20年省令改正） 

2019 年度～

2021 年度 

新課程 

（2019～2021年度入学者） ＊＊教諭一種免許状 

（平成 28年改正法 令和 6年省令改正） 
2022 年度～ 

新課程 

（2022年度以降入学者） 

※卒業後に科目等履修生として教員免許状取得をする場合のカリキュラム・法令等はこの限りではありません。 

 

【2018 年度以前入学者の方へ】 

2018 年度以前入学者は、「付録 1．教育職員免許状（2018 年度以前入学者）」を参照してください。絶対に「付

録2．教育職員免許状（2019年度～2021年度入学者）」および「付録３．教育職員免許状（2022年度以降入

学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取ることはでき

ません。 

 

【2019 年度～2021 年度入学者の方へ】 

2019 年度～2021 年度入学者は、「付録 2．教育職員免許状（2019 年度～2021 年度入学者）」を参照してく

ださい。絶対に「付録 1．教育職員免許状（2018 年度以前入学者）」および「付録３．教育職員免許状（2022 年

度以降入学者）」の内容で履修しないでください。誤った要件・科目で履修してしまった場合も、一切の救済措置等を取る

ことはできません。 

 

【転部により入学された方へ】 

学位課程が継続していると考えられるため、前学籍の入学年度（早稲田大学への入学年度）の課程が適用されます。 

 

【学士・再入学により入学された方へ】 

学位課程は継続していないと考えられるため、学士・再入学の入学年度の課程が適用されます。ただし、学士・再入学の

場合、前学籍で「教育方法・技術論」（又は同等科目）の単位を修得しているか否かによって適用法令が異なることがあり

ますので、ご自身の適用法令について事前に必ず文学学術院事務所にご確認ください。 

 

 

教育職員免許状（2022年度以降入学者）※文化構想学部・文学部共通 付録３ 
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1．文化構想学部・文学部が文部科学省から認定を受けている免許状の種類は、次のとおりです。 

① 中学校教諭一種免許状 （以下「中1」） 

② 高等学校教諭一種免許状（以下「高1」） 

 

2．上記①②の免許状のうち、本学部で取得できるものは、以下の教科です。 

 文化構想学部 

中  1 国語 社会 英語 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 

 文学部 

中  1 国語 社会 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

高  1 国語 地理歴史 公民 英語 フランス語※ ドイツ語※ ロシア語※ 中国語※ 

※文学部におけるフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許状取得は、それぞれ対応するコースに在籍している場

合に限ります。 

  

１．教員免許状の種類・教科 
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教育職員免許状の取得を希望する者は、「教育職員免許法」と「教育職員免許法施行規則」に定められた所定の単位

を修得しなければなりません。 

対象となる科目は年度によって休講・廃止・名称変更等の変更がありますので、必ず最新年度の『教職課程履修の手引

き』（教育学部発行）・『Webシラバス』を併せて参照してください。不明な場合はそのままにせず、必ず科目登録前に文学

学術院事務所や科目設置箇所事務所で確認を行うようにしてください。 

 

教員免許状取得要件は以下のとおりです。 

 

【基礎資格】 学士の学位を有すること 

【必要単位数一覧】 

１．教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目 

免許法施行規則に 

定める科目 

科目設置 

箇所 
科目名 

単位

数 
備考 

最低修得単位数 

中学 

１種 

高校 

１種 

６
６
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 
文化構想・ 

文学部 

憲法 ２   
２ ２ 

法学原論 ２   

体育（実技） 

グローバルエ

デュケーション

センター 

スポーツ実習ⅠまたはⅡ 

*各 1単位のため、２科目必要です 
各１ 

  

  
２ ２ 

外国語コミュニケーション 
文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・必修 EGC イ・ロ（1 年次自動登

録科目）※ア 

 

・JCulP（JS） 

・・・Academic Skills in English（1

年次自動登録科目）※ア 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。※ア 

２   ２ ２ 

数理、データ活用及び人

工知能に関する科目又

は情報機器の操作 

文化構想・ 

文学部 

・JCulP を除く１年次に入学した正規

生 

・・・基礎講義（１年次自動登録科

目）※ア 

 

・転部入学者・学士入学者・JCulP

（JS）（OS） 

・・・対象科目を文化構想学部・文学

部Web サイトで確認してください。※イ  

２   ２ ２ 

計 8 ８ 

※ア １年次自動登録科目である「必修 EGC イ・ロ」「Academic Skills in English」「基礎講義」の単位を修得することで要件を満た

す場合は、改めて他の対象科目を履修する必要はありません（２年次に自動登録される「必修 EGCハ・ニ」の修得では要件を

満たすことはできませんので、ご注意ください）。 

※イ 2022年度から項目名が変更となりました。必ず「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」2単位もしくは「情報機器の操作」

2単位のいずれかを選択してください。「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」1単位と「情報機器の操作」1単位の組み

合わせは不可のため十分注意してください。 

２．取得要件 
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２．教科及び教職に関する科目 

免許法施行規則に定める科目 科目設置箇所 科目名 中学１種 高校 1種 

教科及び教科

の指導法に関す

る科目 ① 

教科に関する専門的事項 ② 文化構想・文学部 （d）参照 (20) 

２８ 

(20) 

２４ 各教科の指導法（情報通信技

術の活用を含む。） ③ 
教育学部 （a）参照 ８ ４ 

教育の基礎的

理解に関する科

目等（必修） 

教育の基礎的理解に関する科目 

④ 

文化構想・文学部

／教育学部 
（a）参照 

１０ １０ 

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 ⑤ 

１１ ９ 

教育実践に関する科目 ⑥ ７ ５ 

大学が独自に設定する科目 ⑦ 
文化構想・文学部

／教育学部 
（c）参照 ２ 選択 

教育の基礎的理解に関する科目等（選択） 教育学部 （b）参照 選択 選択 

最低修得単位数の合計 ⑧ ５９ ５９ 

※①、④～⑦それぞれの科目の最低修得単位数だけでは、⑧「最低修得単位数の合計」の 59単位を満たすことができません。任意

の科目において最低修得単位数以上の単位を修得し、総修得単位数を必ず 59単位以上にしてください。 

※②「教科に関する専門的事項」については、法令上の最低修得単位数は定められていません。ただし、①「教科及び教科の指導法に

関する科目」としては、②「教科に関する専門的事項」と③「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」との合算で、①「教

科及び教科の指導法に関する科目」に記載の単位数を修得する必要があります（中学 1種は 28 単位、高校 1種は 24 単位）。

また、③「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」については、中学校 1種免許取得者は 8単位以上、高等学校 1種

取得者は 4単位以上修得することが定められています。 

※2022 年度より⑤「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」に「情報通信技術を活用し

た教育の理論及び方法」の区分が追加され、「教育における ICT活用（中・高）」が必修となりました。2022年度以降入学者は「教

育における ICT活用（中・高）」を必ず修得してください。なお、⑤「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育

相談等に関する科目」の法令上の最低修得単位数は中学 1種 10単位以上、高校 1種 8単位以上と定められていますが、本学の

必修科目を修得すると中学 1種 11 単位、高校 1種 9単位となるため、上記の表では中学 1種 11単位、高校 1種 9単位と表

記しています。 

※本冊子では、以後、④「教育の基礎的理解に関する科目」、⑤「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目」、⑥「教育実践に関する科目」をまとめて、「教育の基礎的理解に関する科目等」と表記します。 

 

⚫ 必ず最新年度の『教職課程履修の手引き』（教育学部発行）を併せて参照してください。 

⚫ 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Webシラバス等で開講状況を確認してください。なお廃止

となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

⚫ 以前に在籍していた学部・大学等で教員免許状に関連する科目の単位を修得していた場合は「学力に関する証明書」を文学学

術院事務所に提出してください。 

⚫ 免許種・教科によっては、上記以上の単位数を必要とします。 

⚫ 文化構想学部・文学部Web サイトに「教職履修チェックシート」を掲載しています。修得単位数の確認等に利用してください。ま

た文学学術院事務所にて履修相談を希望する場合は、事前に「教職履修チェックシート」を記入してからお越しください。  

教職履修チェックシートを活用

してください。 

要注意！ 

合計５９単位以上必要！ 
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免許法施行規則に定める科目区分等 科目設置箇所 科目名 
単位
数 

備考 

必修単位数 

中学 高校 

１種 １種 

教育の基
礎的理解
に関する
科目 

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想 

文構・文 教育学概論１ ※1 ２   

２ ２ 
教育 教育基礎総論１（中・高） ※1 2  

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。） 

文構・文 教職論 2  

２ ２ 

教育 教職概論（中・高） ２   

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。） 

文構・文 教育制度論 ※1 2  

２ ２ 

教育 教育制度総論（中・高） ※1 2  

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程 

文構・文 教育・学校心理学 2  
２ ２ 

教育 教育心理学（中・高） 2  

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する理
解 

教育 特別支援教育（中・高） 1  1 1 

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネジメン
トを含む。） 

教育 教育課程編成論（中・高） 1  1 1 

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
徒指導、
教育相談
等に関す
る科目 

道徳の理論及び指導法 教育 道徳教育論（中・高） ２   ２ 選択 

【中学】総合的な学習の時間
の指導法/【高校】総合的な
探求の時間の指導法 

教育 総合的な学習・探究論（中・高） 1   1 1 

特別活動の指導法 教育 特別活動論（中・高） 1  1 1 

教育の方法及び技術 教育 教育方法・技術論（中・高） ２  ２ ２ 

情報通信技術を活用した教
育の理論及び方法 

教育 教育における ICT活用（中・高）※2 1  1 1 

生徒指導の理論及び方法 

教育 生徒指導・進路指導論（中・高） 2  2 2 
進路指導及びキャリア教育の
理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法 

教育 生徒理解と教育相談（中・高） ２  ２ ２ 

教育実践
に関する
科目 

教育実習 教育 

教育実習演習（３週間） ※3 ※4 ５   ５ － 

教育実習演習（２週間） ※3 ※4 ３   － ３ 

教職実践演習 教育 教職実践演習 （中・高）   2   2 2 

計 28 24 

        

免許法施行規則に定める科目区分等 科目設置箇所 科目名 
単位
数 

備考 

必修単位数 

中学 高校 

１種 １種 

教科及び
教科の指
導法に関
する科目 

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。） 

教育 

教科教育法１  ※5 ２   

8 

4 
教科教育法２  ※5 ２   

教科教育法３  ※5 ２   選択 

教科教育法４  ※5 ２   選択 

 

a 教育の基礎的理解に関する科目等（必修）、各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 
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※1  「教育学概論１」と「教育制度論」、「教育基礎総論１（中・高）」と「教育制度総論（中・高）」はそれぞれセットとなっていま

すので、セットとなっている 2科目の単位を修得してください。これ以外の組み合わせでの履修は不可とします。 

※2  2022年度より「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の区分が追加され、「教育における ICT活用（中・高）」が必

修となりました。2022年度以降入学者は「教育における ICT活用（中・高）」を必ず修得してください。 

※3  中学校教諭１種免許状・高等学校教諭１種免許状の両方を取得する場合は「教育実習演習（３週間）」(5単位)を登録

してください。「教育実習演習（３週間）」と「教育実習演習（２週間）」は同一科目扱いのため、在学中にどちらか１つの科

目しか修得することができません。「教育実習演習（２週間）」(3単位)を一度修得してしまうと、在学中には中学校教諭１種

免許状を取得することはできなくなるため注意してください。 

※4  「教育実習演習」は春学期開講クラスと夏秋期開講クラスがあり、教育実習の時期によって登録するクラスが異なります。詳細は

教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

※5  取得を希望する各教科の教育法を履修してください。なお教科教育法の履修にあたっては、前提条件が設定されています。詳しく

は『教職課程履修の手引き』を参照してください。また「社会科教育法」の取得単位は、中学「社会」にのみ使用でき、高校「地理

歴史」「公民」の単位とは見なされません。 

 

 

【文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方への注意事項】 

フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語のいずれかの免許のみの取得を希望する場合、教育実習先の確保が難しい場合があります。

教育実習先は原則としてご自身の出身校となりますが、出身校でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の履修が不可能な場合、当

該教科で教育実習を行うことは困難です。フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望される場合、英語や国語など

の他教科でも教育実習が可能なよう準備しておくことを強くお勧めします（教育実習を実施する教科で前提条件を満たす必要が

あります。詳細は『教職課程履修の手引き』を参照してください）。中学・高校において複数教科の免許取得を希望する場合、教育

実習は取得希望の教科のうちいずれか１教科で構いません（国語で３週間(5単位)の教育実習を行った場合でも、その単位は中

学１種フランス語の免許取得にも使用できます）。 
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免許法施行規則に定める科目区分等 
科目設置
箇所 

科目名 
単位
数 

備考 

履修方法 

中学 高校 

１種 １種 

教育の基礎的
理解に関する

科目 

教育の理念並びに
教育に関する歴史
及び思想 

教育 

教職研究Ⅲ（日本教育史） ２ 廃止 

選択 選択 

教職研究Ⅳ（西洋教育史） ２ 廃止 

教育に関する社会
的、制度的又は経
営的事項（学校と
地域との連携及び
学校安全への対応
を含む。） 

教職研究Ⅰ（学校教育法規） ２ 廃止 

教職研究Ⅱ（教育行政法規） ２ 廃止 

教職研究Ⅴ（学校外教育） ２  

教職研究Ⅸ（教育経営） ２  

教職特講 I（教育法規・理論研究） 1  

教職特講 II（教育法規・事例研究） 1  

教職特講IV（スクール・ソーシャルワーク）  1  

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目 

教育の方法及び技
術 

授業技術演習 ２  

 

  

b 教育の基礎的理解に関する科目等（選択） 
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免許法施行規則に定める 
科目区分等 

科目設置
箇所 

科目名 
単位
数 

備考 

履修方法 

中学 高校 

１種 １種 

大学が独自に設定する科目 

文構・文 

教育哲学 ２  

選択 選択 

教育史学 ２  

教育社会学１ ２  

教育社会学２ ２  

学校教育学 ２ 廃止 

比較・国際教育学（教育改革の視点とその方策） ２  

教育法・教育行政 ２  

障害と教育（旧科目名称：特殊教育学） ※1 ２  

教育 

介護体験実習講義 ※２ ２  必修 

選択 

人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論

と実践） 
2  

選択 

教職研究Ⅵ（生涯教育） ２  

教職研究Ⅷ（総合学習の研究） ２  

教職特講 III（部活動論） 1  

学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域

社会における心理支援に関する理論と実践）※２ 
4  

特別支援教育インターンシップ ※２ ４  

初等教育インターンシップ ※２ ４  

インクルーシブ教育インターンシップ ※２ ４  

中等国語科教育インターンシップ ※２ 

【国語の免許にのみ使用可】 
４  

国語科授業技術演習 

【国語の免許にのみ使用可】 
２  

※1 「特殊教育学」は2023年度から「障害と教育」に科目名が変更されました。2022年度までに修得した「特殊教育学」の単位は有

効です。また、「特殊教育学」を修得済みの場合、同一科目である「障害と教育」を履修することはできません。 

※２ 所定の条件を満たしていなければ介護体験実習講義・学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会における心理支援

に関する理論と実践）・特別支援教育インターンシップ・初等教育インターンシップ・インクルーシブ教育インターンシップ・中等国語科

教育インターンシップを登録できませんので、教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

  

c 大学が独自に設定する科目 
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【教科に関する科目を履修する際の注意事項（全教科共通）】 

● 教科・免許種ごとの表に従って必修科目と合計単位数の両方を満たすように修得してください。 

なお必修科目だけでは合計単位数を満たせない場合は、選択科目も修得する必要があります。 

● 各科目は年度によって休講となる場合があります。科目登録の際には、Web シラバス等で開講状況を確認してください。 

● 他学部に同一名の科目が設置されている場合がありますが、必ず文化構想学部・文学部設置の科目を履修してください（他学

部設置科目の場合、同一科目名であっても教員免許状取得のための「教科に関する専門的事項」の単位とはみなされませ

ん）。ただし、教育学部が開講する「新国語教育講座」は、文化構想学部・文学部生が中学一種「国語」、高校一種「国語」

の教員免許状を取得するために、教科に関する専門的事項の選択科目として履修できます。 

● 廃止となった科目でもすでに単位を修得している場合は有効です。 

● 2022年度以降入学者に適用される「新課程（2022年度以降入学者）」においては、「教科に関する専門的事項」の該

当科目が少なくなっています。3年生や 4年生に履修しようとしても、履修したい科目が休講であったり、他の必修科目と時

間割が重複して履修できなかったりする恐れがありますので、1年生のうちから計画的に履修してください。できるだけ早い段

階で要件を満たすことをお勧めします。 

 

【隔年開講科目についての注意（特に文学部でフランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語の免許取得を希望する方は注意）】 

● 科目によっては隔年開講（１年ごとに休講→開講→休講→…となる）となる場合がありますので計画的に履修を進めてくださ

い。なお、指定科目以外で取得要件を満たすことはできませんので注意してください（代替科目等の設定はありません）。隔年

開講科目は「備考」欄に「偶数年開講」または「奇数年開講」の記載があります。ただし、諸般の事情により「偶数年開講」「奇数

年開講」の記載と実際の開講状況が異なってしまう可能性もありますので、隔年開講科目の開講状況については必ず学部ウェ

ブページで当該年度の開講科目一覧を確認してください。 

学部ウェブページ ＞ 在学生の方へ ＞ 科目登録 ＞ 開講科目一覧・シラバス PDF 版 

● 特に中国語の免許取得を希望する場合、必修の「中国語学史１」と「中国語学史２」（２科目両方が必修）が隔年開講か

つ配当年次が２年生以上（１年生は履修不可）のため、科目登録できる年度が限られます。 

中国語学史１：偶数年度に２年生以上が履修可能 

中国語学史２：奇数年度に２年生以上が履修可能 

両科目とも曜日時限なしのフルオンデマンド科目のため、他科目との曜日時限重複によって科目登録できなくなる心配はありま

せんが、必ず忘れずに科目登録を行い、不合格にならないように注意してください。 

 

「中国語学史１」と「中国語学史２」を科目登録できるタイミングの例（４月入学で未進級、休学、留学がない場合） 

＜偶数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 

中国語学史２：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

 

＜奇数年度に入学した方＞ 

中国語学史１：２年次と４年次の２回のみ科目登録可能 

中国語学史２：３年次の１回のみ科目登録可能（必ず合格して下さい） 
 

 

d 教科に関する専門的事項 

要注意！ 
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■国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

日本語学概論１ 2 ２単位以上

日本語学概論２ 2 必修

日本語日本文学研究６（日本語学） 2

日本語史１ 2

日本語史２ 2 選択

日本文法１ 2

日本文法２ 2

日本文学概論１ 2 ２単位以上

日本文学概論２ 2 必修

アジア・日本文化概論２ 2

伝統文化概論１ 2

歴史と文学 2

日本語日本文学研究１（上代文学） 2

日本語日本文学研究２（中古文学） 2

日本語日本文学研究３（中世文学） 2

日本語日本文学研究４（近世文学） 2

日本語日本文学研究５（近代文学） 2

日本文学史１（上代文学） 2

日本文学史２（中古文学） 2

日本文学史３（中世文学） 2

日本文学史４（近世文学） 2

日本文学史５（近代文学） 2

日本文学史６（現代文学） 2

漢文講読１ 2

漢文講読２ 2

中国詩歌概論１（古代の詩歌と文化） 2 奇数年開講 ２単位以上

中国詩歌概論２（唐詩を読む） 2 偶数年開講 必修

基礎漢文１ 2

基礎漢文２ 2

中国哲学特論 2

東洋思想特論 2

仏教漢文の世界 2

２単位以上

必修

【注意事項】

参照

２０単位以上

【注意事項】

３類 漢文学

選択

４類
書道（書写を

中心とする。）

国語学（音声

言語及び文章

表現に関するも

のを含む。）

２類
国文学（国文

学史を含む。）

履修方法

選択

計

書道（書写）２ 2

「 書道（書写）」は中学1種「教科に関する専門的事項」の必修科目ですが、高校1種の単位としては使用できません。中・高両方の免

許取得を希望する場合は、４類「書道（書写を中心とする。）」の単位を除いて合計２０単位以上となるように修得したうえで「書道

（書写を中心とする。）」の単位を修得するようにしてください（修得の順序は問いません）。

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考

2書道（書写）１

１類
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■社会（中学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

アジア・日本文化研究１ 2

日本史講義１（古代） 2

日本史講義５（近世） 2

日本史講義６（近現代） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

地中海文化概論 2

イスラーム文化世界 2

伝統文化研究１ 2

アジア・日本文化研究２ 2

内陸アジア史 2

東欧世界とその歴史 2

１類 日本史・ 朝鮮近現代史 2 選択

外国史 東南アジア史 2

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2

史学概論 2

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋古代史 2

西洋中世史２ 2

西欧史 2

近現代ロシア史 2

西洋中世史１ 2

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

中東・イスラーム前近代史 2

ポストコロニアル思想文化論 2

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

地誌１ 2 ２単位以上

地誌２ 2 必修

ヨーロッパ文化研究 2 選択

法学原論 2 ２単位以上

政治学原論 2 必修

経済学原論 2 必修

４類 「社会学、 消費社会論 2 廃止

経済学」 日常生活の社会学 2 選択

ライフストーリーの社会学 2

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2 ２単位以上

倫理学２ 2 必修

宗教学１ 2 廃止

宗教学２ 2 廃止

宗教思想 2 廃止

社会倫理学 2

５類 「哲学、 生命倫理 2

倫理学、 哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

宗教学」 哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2 選択

哲学専門講義３（中世哲学） 2

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

中国思想の世界 2

仏教概論 2

２０単位以上

３類
「法律学、

政治学」

計

履修方法

２類
地理学（地誌

を含む。）

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考
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■地理歴史（高等学校教諭１種免許状）

日本史概論１ 2 ２単位以上

日本史概論２ 2 必修

アジア・日本文化研究１ 2

１類 日本史 日本史講義１（古代） 2

日本史講義５（近世） 2 選択

日本史講義６（近現代） 2

日本史特論１（旧「アジア史学発達史２」） 2

アジア史概論１ 2 ２単位以上

アジア史概論２ 2 必修

西洋史概論１ 2 ２単位以上

西洋史概論２ 2 必修

地中海文化概論 2

イスラーム文化世界 2

伝統文化研究１ 2

アジア・日本文化研究２ 2

内陸アジア史 2

東欧世界とその歴史 2

朝鮮近現代史 2

東南アジア史 2

サブカルでよむ東洋史入門（旧「アジア史学発達史１」） 2

２類 外国史 西洋史研究１（西洋近現代史） 2

西洋史研究２（西洋近現代史） 2

西洋史研究３（西洋中世史） 2

西洋史研究４（西洋近現代史） 2 選択

史学概論 2

西洋史学発達史 2

西洋史特論１ 2

西洋古代史 2

西洋中世史２ 2

西欧史 2

近現代ロシア史 2

西洋中世史１ 2

中東・イスラーム研究入門 2

中東・イスラーム基礎研究 2

中東・イスラーム前近代史 2

ポストコロニアル思想文化論 2

自然地理学１ 2 ２単位以上

自然地理学２ 2 必修

人文地理学１ 2 ２単位以上

人文地理学２ 2 必修

地誌１ 2 ２単位以上

４類 地誌 地誌２ 2 必修

ヨーロッパ文化研究 2 選択

20単位以上

３類

計

人文地理学・

自然地理学

免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法
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■公民（高等学校教諭１種免許状）

法学原論 2

政治学原論 2

経済学原論 2 必修

消費社会論 2 廃止

日常生活の社会学 2 選択

ライフストーリーの社会学 2

哲学１ 2

哲学２ 2

倫理学１ 2

倫理学２ 2 ２単位以上

宗教学１ 2 廃止 必修

宗教学２ 2 廃止

「哲学、 心理学概論１ 2

３類 倫理学、 心理学概論２ 2

宗教学、 宗教思想 2 廃止

心理学」 社会倫理学 2

子どものこころ（発達心理学） 2

大人のこころ（発達心理学） 2

生命倫理 2

哲学専門講義１（ドイツ哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義２（英米哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義３（中世哲学） 2 選択

哲学専門講義４（フランス哲学／現代哲学） 2

哲学専門講義５（宗教哲学／キリスト教思想） 2

哲学専門講義６（古代ギリシア哲学） 2

中国思想の世界 2

仏教概論 2

経済心理学 2

社会心理学 2

健康・医療心理学 2

20単位以上

「法律学（国際

法を含む。）、政

治学(国際政治を

含む。）」

１類

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

免許法施行規則に

計

「社会学、経済

学（国際経済

を含む。）」

２類

２単位以上

必修
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■英語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）

英語学１ 2 ２単位以上

英語学２ 2 必修

日本の英語教育 2

１類 英語学 英語の歴史１ 2

英語の歴史２ 2 選択

英語音声学１ 2 廃止

英語音声学２ 2 廃止

イギリス文学史１ 2 ２単位以上

イギリス文学史２ 2 必修

アメリカ文学史１ 2 ２単位以上

２類 英語文学 アメリカ文学史２ 2 必修

英文学講義Ideas in Context２ 2

英文学講義Ideas in Context３ 2

英文学講義Ideas in Context４ 2

英文学講義Ideas in Context５ 2 選択

英文学講義Ideas in Context６ 2

シェイクスピアと現代 2

イギリス小説の愉しみ 2

Academic Skills in English 4 2 文構のみ ※

Academic Skills in English 5 2 文構のみ ※ ２単位以上

Academic Skills (Integrated) s 2 必修

Academic Skills (Integrated) f 2

英米比較文化論１ 2 ２単位以上

英米比較文化論２ 2 必修

イギリス民衆文化論 2

英語圏文化概論１ 2

20単位以上

※　Academic Skills in English 4・5は、文化構想学部でJCulP(JS)の学生のみ履修可能です。

英語コミュニケー

ション
３類

履修方法
免許法施行規則に

定める科目
科目名 単位数 備考

選択

４類 異文化理解

計
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付録３　教育職員免許状（2022年度以降入学者）※文化構想学部・文学部共通

■フランス語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

フランス語学概論 2

フランス語史 2

フランス語フランス文学演習９（フランス語学１） 2 奇数年開講 ４単位以上

フランス語フランス文学演習１０（フランス語学３） 2 偶数年開講 必修

フランス語フランス文学演習１４（フランス語学２） 2 奇数年開講

フランス語フランス文学演習１５（フランス語学４） 2 偶数年開講

フランス文学史１ 2

フランス中世・ルネサンス文学 2

フランス詩 2

フランス小説 2 ８単位以上

フランス語フランス文学演習５（フランス文学２） 2 必修

フランス語フランス文学演習７（フランス文学３） 2

フランス語フランス文学演習８（フランス文学５） 2

フランス語フランス文学演習１２（フランス文学４） 2

フランス語フランス文学演習１３（フランス文学６） 2

フランス語で表現する４（作文中級） 2

フランス語で表現する５（会話・作文総合） 2 ４単位以上

フランス語で表現する９（作文中級） 2 必修

フランス語で表現する１０（会話・作文総合） 2

フランス語フランス文学演習３（フランス文化１） 2

フランス語フランス文学演習６（フランス文化２） 2 ４単位以上

フランス語フランス文学演習１１（フランス文化３） 2 必修

フランス語フランス文学演習１６（フランス文化４） 2

20単位以上

■ドイツ語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ドイツ言語文化論 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習３（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習６（ドイツの言語） 2 必修

ドイツ文学概論１ 2 必修

ドイツ文学概論２ 2 必修

ドイツ語圏の文学 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習２（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習５（ドイツの文学） 2 必修

ドイツ語で表現する１１（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語で表現する１２（上級の会話・作文） 2 廃止

ドイツ語で表現する５（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する６（中級の会話・作文） 2 ４単位以上

ドイツ語で表現する７（中級の会話・作文） 2 必修

ドイツ語で表現する８（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する９（中級の会話・作文） 2

ドイツ語で表現する１０（中級の会話・作文） 2

ドイツ文化特論 2 偶数年開講

ウィーン文化論 2 ４単位以上

ドイツ比較文化論 2 必修

ドイツ語ドイツ文学演習８（ドイツ事情） 2

24単位以上

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

異文化理解４類

３類
ドイツ語コミュニ

ケーション

計

３類
フランス語コミュ

ニケーション

履修方法

１類 ドイツ語学

２類 ドイツ文学

免許法施行規則

に定める科目
科目名 単位数 備考

計

異文化理解４類

１類 フランス語学

２類 フランス文学

免許法施行規則に
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付録３　教育職員免許状（2022年度以降入学者）※文化構想学部・文学部共通

■ロシア語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

ロシア語ロシア文学演習２（語学） 2

ロシア語学 2

ロシア語史 2

ロシア語ロシア文学演習１（文学・芸術・社会I） 2

ロシア語ロシア文学演習３（文学・芸術・社会II） 2

ロシア語ロシア文学演習６（ロシア詩論） 2

ロシア語ロシア文学演習７（文学・文化理論） 2

ロシア語ロシア文学演習８（現代ロシアの芸術・文化） 2

ロシア中世文学 2

ロシア現代文学 2

ロシア語で表現する１（作文・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する２（会話・エレメンタリー） 2

ロシア語で表現する４（作文・ステップアップ） 2 ４単位以上

ロシア語で表現する５（会話・ステップアップ） 2 必修

ロシア語力を磨く２（上級会話） 2

ロシア語力を磨く４（上級会話） 2

日露比較文化１ 2 必修

日露比較文化２ 2 必修

22単位以上

■中国語（中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種免許状）※文学部のみ

中国語学史１ 2 偶数年開講 必修

中国語学史２ 2 奇数年開講 必修

中国語中国文学演習２（中国語文法） 2

中国語中国文学演習５（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習８（中国語教育法） 2 ４単位以上

中国語中国文学演習１１（中国語文法） 2 必修

中国語中国文学演習１３（中国語音韻論） 2

中国語中国文学演習１４（中国語教育法） 2

中国近現代文学史１（作品で読む中国20世紀文学） 2 必修

中国近現代文学史２（作品で読む中国20世紀･21世紀文学） 2 必修

中国語中国文学演習１（古代文学） 2

中国語中国文学演習３（近現代文学） 2

中国語中国文学演習４（近世文学） 2 ４単位以上

中国語中国文学演習６（近現代文学） 2 必修

中国語中国文学演習９（近現代文学） 2

中国語中国文学演習１０（近世文学） 2

中国語中国文学演習１２（近現代文学） 2

中国語会話（中級） 2 ４単位以上

中国語会話（中上級） 2 必修

中国語作文（中級） 2

中国語作文（中上級） 2 ４単位以上

中国語作文（上級）-エッセイを書く 2 必修

中国語作文（上級）-ビジネス文を書く 2

中国比較文化論１（中国民族文化の諸相(南部編)） 2 必修

中国比較文化論２ 2 必修

免許法施行規則に

ロシア語コミュニ

ケーション
３類

ロシア文学２類

ロシア語学１類

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

※「中国語学史１」と「中国語学史２」は必修かつ隔年開講の必修科目で、科目登録できるタイミングが限られるので注

意してください。詳しくは「付録３」の（５１）ページを必ず確認してください。

4単位以上

必修

10単位以上

必修

１類 中国語学

定める科目
科目名 単位数 備考 履修方法

４類 異文化理解

計

免許法施行規則に

３類
中国語コミュニ

ケーション

４類 異文化理解

２類 中国文学
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付録４ その他資格 ※文化構想学部・文学部共通 
 

 

 

詳細は教育学部発行『教職課程履修の手引き』を参照してください。 

 

社会福祉主事取得要件は以下のとおりです。空欄の場合、該当する科目はありません。 
 
社会福祉に関する科目 
法令上の科目名 

科目設置 
箇所 

科目名 単位数 
備考 
※2 

履修方法 

社会福祉概論 

文構・文 社会福祉原論 ４ 廃止 

法令上の科目名におい
て３科目以上選択必
修 

(次ページあり) 

文構・文 現代社会と福祉１ ※1 ２ 廃止  

文構・文 現代社会と福祉２ ※1 ２ 廃止  

社会福祉事業史         

社会福祉援助技術論 

文構・文 社会福祉援助技術総論 ４ 廃止 

文構・文 ソーシャルワーク論１ ※1 ２ 廃止  

文構・文 ソーシャルワーク論２ ※1 ２ 廃止  

文構・文 ソーシャルワーク論３ ※1 ２ 廃止  

文構・文 ソーシャルワーク論４ ※1 ２ 廃止  

文構・文 ソーシャルワーク概論 ２  

社会福祉調査論 
文構・文 社会調査法１ ※1 ２    

文構・文 社会調査法２ ※1 ２  

社会福祉施設経営論 文構・文 福祉サービスの組織と経営 ２ 廃止  

社会福祉行政論         

社会保障論 

文構・文 社会保障論 ４ 廃止 

文構・文 社会保障１ ※1 ２ 廃止  

文構・文 社会保障２ ※1 ２ 廃止  

公的扶助論 文構・文 公的扶助論 ２ 廃止  

児童福祉論 
文構・文 児童福祉論 ２ 廃止  

文構・文 児童家庭福祉論 ２   廃止 

家庭福祉論         

保育理論         

身体障害者福祉論 
文構・文 障害者福祉論 ２ 廃止 

知的障害者福祉論 

精神障害者保健福祉論 文構・文 精神医学 ２ 廃止  

老人福祉論 

文構・文 老人福祉論 ４ 廃止 

文構・文 高齢者福祉論１ ※1 ２ 廃止  

文構・文 高齢者福祉論２ ※1 ２ 廃止  

医療社会事業論         

地域福祉論 

文構・文 地域福祉論 ４ 廃止 

文構・文 地域福祉論１ ※1 ２ 廃止  

文構・文 地域福祉論２ ※1 ２ 廃止  

文構・文 コミュニティ福祉論 ２ 廃止 

法学 
文構・文 法律学（2007年度以降） ４ 廃止 

文構・文 法学原論 2  

民法         

行政法         

経済学 文構・文 経済学原論 ２   

社会政策         

経済政策         

心理学 

文構・文 心理学 ４ 廃止 

文構・文 心理学概論１ ※1 ２   

文構・文 心理学概論２ ※1 ２   

その他資格 ※文化構想学部・文学部共通 付録４ 

１．図書館司書・学校図書館司書教諭・博物館学芸員・社会教育主事 

２．社会福祉主事 
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付録４ その他資格 ※文化構想学部・文学部共通 
 

社会福祉に関する科目 
法令上の科目名 

科目設置 
箇所 

科目名 単位数 備考 履修方法 

社会学 

文構・文 社会学１ ※1 ２ 廃止 

法令上の科目名におい
て３科目以上選択必
修（続き） 

文構・文 社会学２ ※1 ２ 廃止 

文構・文 社会理論と社会システム ２ 廃止  

文構・文 社会学概論１ ※1 2  

文構・文 社会学概論２ ※1 2  

教育学 
文構・文 教育学概論１ ※1 ※3 ２   

文構・文 教育学概論２ ※1 ※3 ２ 廃止  

倫理学 
文構・文 倫理学１ ※1 ２   

文構・文 倫理学２ ※1 ２   

公衆衛生学         

医学一般 
文構・文 医学一般 ※4 ４ 廃止 

文構・文 人体の構造と機能及び疾病 2  

リハビリテーション論 文構・文 リハビリテーション論 ２ 廃止 

看護学         

介護概論 文構・文 介護概論 ２ 廃止  

栄養学         

家政学         

 

【注意事項】 

※1 「現代社会と福祉１」と「現代社会と福祉２」、「社会調査法１」と「社会調査法２」、 

「社会保障１」と「社会保障２」、「高齢者福祉論１」と「高齢者福祉論２」、 

「地域福祉論１」と「地域福祉論２」、「心理学概論１」と「心理学概論２」、 

「社会学１」と「社会学２」、「社会学概論１」と「社会学概論２」、 

「教育学概論１」と「教育学概論２」、「倫理学１」と「倫理学２」は１、２の両方の単位を修得してください。 

また、「ソーシャルワーク論」は１、２、３、４の全ての単位を修得してください。 

１、２両方（ソーシャルワーク論は１～４のすべて）の単位を修得しなければ、法令上の科目名を満たしたことに

はなりません。 

※2 廃止となった科目でも、すでに単位を修得している場合は、資格取得要件として有効です。 

※3 「教育学概論２」は 2018 年度をもって廃止となりました。そのため、「教育学概論２」の単位を修得していない方

は、「教育学概論１」の単位を修得しても、法令上の科目名を満たすことができません。 

※4 「医学一般（オンデマンド）」は対象科目ではありません。 

 

 

詳細は学部ホームページを参照してください。 

 

 

３．公認心理師（国家試験受験資格） 
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